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序 章
第 1節 は じめ に
大 学 院 の入 学 以 前 は 、 関東 の小 学校 で 臨 時教 員 等 と して 勤 務 し
て い た。 勤 務 して い た学 校 で は 、算 数 少 人 数 専 科 教 諭 や 通 常 学級
の担 任 等 を担 当 した。 そ して 、 多 くの児童 た ち と関 わ り、学級経
営や 学級 で の指 導や 算 数 の習熟 度別 授 業 な どを通 し、 以 下 の よ う
な児 童 た ちが通 常学 級 に在 籍 してい た。  、
担 任 の 話 を 聞 か ず に 、 勝 手 に 行 動 を し て い た 児 童
板 書 を 写 す の に 、 時 間 を か け な い と で き な か つ た 児 童
問 題 文 の 意 図 が 読 み とれ な い 児 童
か ん し ゃ くや パ ニ ッ ク を 起 こ して し ま う児 童
答 え の 正 確 さや 字 の 乱 れ が 目 立 つ 児 童
学 級 の き ま りや ル ー ル が 、 理 解 で き な い 児 童
特 別 な ニ ー ズ を 持 つ て い る 児 童 に 対 して の 周 囲 の 児 童
管 理 職 や 主任 教員 等 に ア ドバ イ ス を も らって は い た が、 当時若
か つ た こ ともあ り、熱 意 と努 力 に よつ て解 決 で き た部 分 が あ った。
しか し、今 振 り返 つてみ る と、「本
.当
に 良 か つ た の だ ろ うか」と
思 うこ とが あ る。 それ は 、受 け持 つ た児 童 が学 年 が進 む につ れ て
授 業 や 学 校 生活 につ い て い くの が難 しくな り、 特 別 支 援 学 級 に籍
を移 す こ とに な って しま っ た こ と、 また近 隣 の学 校 へ 転 校 せ ざる
を え な くな って しま った こ とで あ る。 さ らに、 一 生 懸 命 に努 力 し
て私 立 中学 校 に合 格 した の に もか か わ らず 、勉 強 にい ら立 ち を覚
えて しま い 、退 学 した挙 句 に地 域 の 中学校 に戻 つ た が 不 登校 にな
って しま った とい う情 報 を耳 に して しま っ た か らで あ る。
今 ま で教 員 生活 を振 り返 り、私 が感 じた こ とは 、以 下 の通 りで
あ る。
教 科 書 や プ リン ト等 の文 字 の 大 き さは よか つた か。
文 字 の 間隔 は よか っ た か。
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黒 板 の文 字 が 、光 の反 射 で見 に く くなか っ た か。
問題 文 の把 握 の 問題 が あ つた の で は な い だ ろ うか。
認 知 や 情 動 、記 憶 とい っ た 問題 が あ つた の で は ない か。
授 業 の流 れ が把 握 しに くか つ た ので は ない だ ろ うか。
特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 った児 童 を把 握 で きて い た か。
通 常 学 級 の学 級・ 授 業 づ く りが うま くな され て い た か。
これ らの こ とか ら、通 常 学級 に在 籍 す る健 常児 た ちだ けで な く、
視 覚 や 聴 覚 、読 み 取 り・ 記 憶 、授 業 の流 し方 な ど とい った様 々な
問題 を抱 えて い る特 別 な教 育 的 ニー ズ を もつ児 童 た ち も 「楽 しい
授 業 、興 味 が わ く授 業 だ つ た。」とい うよ うな授 業 方 法 を行 つて は
み た が 、 思 うよ うな授 業 が で き なか つた。
そ の 時 に 、ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学級 0授業 づ く りと
い う授 業 方 法 の本 を見 つ けた。 そ の本 は理 論 的 に書 か れ て あ つた
が 、 実 践 の こ と も書 かれ て い た 書物 で もあ つた。
誰 もが理 解 で き るユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学 級・ 授 業づ
く りを行 うこ とに よつて 、 小 学 校 の通 常学 級 に在 籍 す るす べ ての
児 童 が安 心 して授 業 に取 り組 め られ るの で は な い だ ろ うか と感 じ
た。 そ こで 、小 学校 通 常 学 級 のユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た学
級・ 授 業 づ く りの方 法 につ い て 手 が か りと して 、今 後 のイ ンクル
ー シ ブ教 育 に 向 けた小 学 校 通 常 学級 の学級 ・ 授 業 づ く りにつ いて
提 案 して い きた い。
そ して 、 学級 づ く りや 授 業 づ く りで 困 つて い る新 規 採 用 者 や若
手教 員 な どを 中心 と した 、 学級 担任 にサ ポ ー トで き る よ うな支援
の 1つと して研 究 を深 め て い き たい と思 つて い る。
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第 2節 問題 の所 在
現 在 、 小 学校 の通 常 学 級 で は 、昔 なが らの一 斉 に よ る指 導 での
授 業 が 上 手 く機 能 しな くな りつ つ あ り、 ま た特別 な教 育 的 ニー ズ
を持 つ 児 童 に対 す る配慮 も、機 能 してい な い 状 態 に あ る。 さ らに
堀 家 1)は、「個 別 に応 じた指 導 に よる学級集 団 の乱 れ や 子 ど も同士
の 関係 性 に も、 問題 が生 じて きてい る」 と示 して い る。 この こ と
か ら、現 在 の小 学校 通 常 学 級 にお い て 、学 級 づ く り、授 業 形 態や
指 導 方 法 の在 り方 が課題 とな っ て い る とい え る。
近 年 、イ ン クル ー シブ な教 育 理 念 が広 が る 中で 、通 常学 級 に在
籍 す る特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ児 童 へ の指 導 方 法 や 学級 ・授 業
づ く りな ど とい った実 践 及 び研 究 が進 ん で い る。ま た 、「通 常 学級
に在 籍 す る発 達 障害 児 等 にお け る障 害特性 を考 慮 した 実 践 が、文
献 やr研究 会 等 で報 告 され て い る」 と木 下 2)は述 べ て い る。
そ の よ うな流 れ を受 け 、特別 支援 教 育 の技術 を通 常 学級 の授業
に活 か そ うとす るユ ニバ ー サル デ ザ イ ンを用 い た 学級 ・ 授 業 づ く
りの研 究 も、実 践 され る よ うに な っ て きて い る。 この 学級 ・ 授業
づ く りは 、発 達 障害 を持 つ 児 童 だ け で な く、通 常 学 級 に在 籍 す る
す べ て の児 童 が 、「楽 しく 0わか る・ で き る」 よ うに 、工夫・配慮
され た通 常 学級 の授 業 方 法 3)でぁ る。特徴 と して 、「中 間層 の学力
の子 どもに焦 点 が 当て られ が ち で あ つた学 習 指 導 の方 法 と して、
大 き な風 穴 を あ け る契機 とな っ てい る」 と新 井 4)は示 して い る。
しか し、 それ らの学級 0授業 づ く りは、 定義 が 正確 に定 ま って
はお らず 、 内容 0工夫 に 関 して は ほ ぼ 同 じで は あ るが 、 ニ ュア ン
ス が 多 少 違 って い る。 ま た新 井 5)は、「多 様 な子 どもた ち の学び
を補 償 して い くた め に 、多 様 な教 授 方 法 の提 供 が個 の 特性 に配慮
した もの か 、集 団 で協働 しな が ら展 開 され る もの で あ るの か につ
い て 、 十 分 に議 論 す る必 要 が あ る」 と指 摘 して い る。
した が っ て 、個 の特 性 を配 慮 した もので あ つ て も、 グル ー プ学
習 で の展 開 で あ って も、発 達 障 害 を持 つ 特 別 な教 育 的 ニー ズ の あ
る児 童 た ち を通 常学 級 で受 け入 れ るた めに は、合 理 的 配 慮 が必 要
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に な る と考 え られ る。 合 理 的配 慮 の決 定 に 当た り、基 本 的 な考 え
方 6)が今 後 の学級 づ く り・ 授 業 づ く りに必 要 で あ る と思 われ る。
そ の考 え方 を踏 ま えて 、 学 級 づ く りや 授 業 づ く りを行 って い くな
らば 、学 習・ 生活 面 の 自立 に よ る活 動 を活 かす こ とに よ り、小学
校 の通 常 学級 に在 籍 す るす べ て の児 童 が、学 級 活 動 や 学 習活 動 で 、
生 き生 き と参加 で き る と思 われ る。
した が つて 、通 常 学級 にお け る学級 や授 業 、 指 導 方 法 の課 題 t
ユ ニ バ ー サ ル デ ザイ ン を用 い た 学級 ・授 業 づ く りか ら、特 別 支援
学校 自立 活 動 編 の個 に応 じた指 導 の観 点 を手 が か りとす る こ とに
よつ て 、発 達 障 害 を持 つ 特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ児 童 だ けで な
く、 小 学 校 通 常 学級 に在 籍 す るす べ て の児 童 が 、安 心 して過 ご し
こ とが で き る学 級 、そ して「わ か りや す い 、楽 しい 、興 味 が わ く」
とい った授 業 が展 開 で き る と考 え る。
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第 3節 研 究 の 目的 と方 法
本 研 究 で は、 小 学 校 通 常 学級 の現 状 と課 題 か ら、新 た な学級・
授 業 づ く りが必 要 で あ る と考 え 、小 学校 の授 業 実 践 等 で多 く用 い
られ て い るユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た 学級 0授業 づ く りの文
献 整 理 を 図 つて い く。 そ の上 で 、小 学校 通 常学 級 の教 科 単 元 にお
け る個 に応 じた指 導 0支援 を手 掛 か りに、授 業 実 践 を通 してユ ニ
バ ー サル デ ザ イ ンを用 い た授 業 の有 効 性 を検 証 す る。 さ らに、今
後 のイ ン クル ー シブ教 育 にお け る小 学校 通 常学 級 にお い て のユ ニ
バ ー サル デ ザイ ンを用 い た 学級 ・ 授 業 づ く りの提 案 を行 うこ とを
目的 とす る。
そ の た め に本 稿 で は 、 まず 第 1章で 、わ が 国 に お け る特 別 支援
教 育ンにお け る統 合 環 境整 備 の現 状 と動 向 につ い て 、第 2章で は小
学校 通 常 学 級 にお け る特 別 支 援 教 育 や 通 常 学級 に在 籍 して い る児
童 につ い て の現 状 と課題 につ い て述 べ る。
次 に、 第 3章で は 、混 在 化 して い るユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用
い た 学級 ・ 授 業 づ く りにつ い て の概 念 的理 解 を 図 るた め に 、 その
学級 0授業 づ く りにつ い て の文 献 を整 理 し、そ の 定義 や 理 論 につ
い て 述 べ る。
第 4章で は 、今 日まで に報 告 され 、小 学校 教 育 でお こな われ て
い るユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 いた 学級・ 授 業 づ く りにつ い ての
実 践 例 につ い て紹 介 す る。 ま た 第 5章で 、 第 4章の実 践例 の課題
点 と 自立 活 動 や 合 理 的配 慮 を手 掛 か りと した個 に応 じた指 導 0支
援 、 ユ ニ バ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 の着 眼 点 につ い て述 べ て
い く。
第 6章で は 、通 常 学級 に在 籍 す るす べ て の児 童 が 、 身 体 的・精
神 的 に落 ち着 い た状 態 で過 ごせ 、「わ か りや す い 、楽 しい 、興 味が
もて る」 学 級 活 動 や 授 業 活 動 に取 り組 め られ るた め の個 に応 じた
指 導 ・ 支 援 を手 掛 か りと したユ ■バ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授業
づ く りの検 証 と して 、Y tt K小学校 の通 常 学級 の児 童 を対 象 と し
て行 つた授 業 実 践 につ い て 、対 象 と方 法 、結 果 及 び 考 察 を示 す。
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最 後 に終 章 で は、個 に応 じた指 導・ 支援 とユ ニ バ ー サル デ ザイ
ンを用 い た授 業 づ く りの有 効性 につ い て、 また今 後 の イ ン クルー
シブ 教 育 にお け る小 学校 通 常学 級 のユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い
た学 級 ・ 授 業 づ く りを さ ぐ りな が ら、本研 究 にお け る今 後 の展望
を結 ぶ 。
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第1章
わが国の特別支援教育における
統合環境整備の動向について
第 1節 特 殊 教 育 か ら特 別 支 援 教 育 へ のパ ラダイ ム転 換
2001(平成13)年に、 当時 の文 部 省 (21世紀 の 特殊 教 育 の在 り
方 に 関す る調 査 研 究 協 力者 会 議)の報 告 書 7)にお い て ヾ特殊 教育
か ら特 別 支 援 教 育へ の転 換 が方 向付 け られ た。 この報 告 書 で は、
特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ児 童 生徒 等 の視 点 に 立 った 下 人 一 人 の
特性 を把 握 し、必 要 な支 援 を行 うこ とが提 示 され て い る。
ま た 同時 に、省 庁 再編 にお い て 、文 部省 が文 部 科 学 省 と名 称変
更 し、 さ らに は特殊 教 育 課 か ら特別 支援 教 育課 と名 称 変 更 してい
る。
2003(平成 15)年の文 部 科 学 省 の報 告書 8)では 、「特 別 支 援 教育
は従 来 の特 殊 教 育 の対象 の 障害 だ けで な く、LD(学習 障 害 )、 ADHD
(注意 欠 陥多 動 性 障 害 )、高機 能 自閉症 を含 めて 障 害 の あ る児 童 生
徒 の 自立 や社 会 参加 に 向 けて 、 そ の 一 人 一 人 の教 育 的 ニー ズ を把
握 して 、 そ の持 て る力 を高 め 、 生活 や 学習 上 の 困難 を改 善 ま たは
克 服 す るた め に 、適 切 な教 育 や 指 導 を通 じて必 要 な支 援 を行 うも
の で あ る」と示 し、「知 的 の遅 れ の な い発 達 障害 を含 め て、特 別 な
支 援 を必 要 とす る幼 児 児 童 生 徒 が在 籍 す る全 て の学校 にお い て実
施 され る もの で あ る」 と も示 して い る。 ま た以 下 の よ うな基 本 的
な考 え方 を示 して い る。
・ 特 殊 教 育 諸 学 校 若 し くは特殊 学級 に在 籍 す るま た あ は通級
に よ る指 導 を受 け る児 童 生 徒 の比率 は近 年 増 カロ傾 向 に あ る
0対象 とな る児 童 生 徒 数 の量 的 拡 大傾 向や 対 象 とな る障害種
の多 様 化 に よる質 的 な複 雑 化 の進 行 へ の対 応
・ 特 殊 教 育 教諭 免 許 状保 有 率 が特殊 教 育諸 学 校 の 教員 の 半数
程 度 で あ った り、障 害 の 多様 化 にお け る実 態 に対 応 で き るよ
うな 専 門性 の 向上
0障害 あ る児 童 生徒 一 人 一 人 の教 育 的 ニー ズ を専 門家保 護者
の意 見 を基 に正確 に把 握 し、 自立や社 会 参カロを支 援 す る とい
つた 考 え方 へ の転 換
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・ 既 存 の人 的・ 物 的 資源 の配 分 の見直 しや 新 た な体 制 0シス
テ ム の構 築
そ うい つ た こ とか ら、今 後 の制 度 の見直 しや 施 設 改 善や 充 実 な
ど とい っ た環 境 整 備 を どの よ うに構 築 して い くの か 、 また 当時の
学 習 指 導 要 領 で の ポイ ン トで あ る 「生 き る力 」 を身 に つ けて い く
た め に は 、 どの よ うな教 育 課 程 ・教 育 内容 に して い つ た よい か と
い つ た こ とを あ る程 度 の教 員 は 考 え、試 行 錯 誤 して い る こ とは評
価 で き る。
しか し課 題 と して 、 学校 及 び 学級 内や授 業 内 に お い て、 学 習面
や 行 動 面 で他 の児 童 と異 な つ て い る よ うな雰 囲気 が 見 受 け られ た
場 合 で 、 そ の児 童 に ラベ リン グ を して しま い 、他 の児 童 とは異 な
る指 導 や 過保 護 的 な指 導 を して しま うとい つた こ とや 他 の教員 に
任 して しま うとい った こ と、 学 級集 団 よ りも個 に応 じた指 導 や配
慮 に重 き を置 きす ぎて しまい 学 級 の 乱れ 、崩 壊 とい うよ うな こ と
起 きた こ とが挙 げ られ る。
これ らの こ とか ら、 特別 な教 育 的 ニー ズ を もつ 子 ど も一 人 ひ と
りの ニー ズ を把 握 す る こ とで 、一 生 涯 にわ た る支 援 を行 い 、発達
障害 を持 つ 人 に も対応 して い く とい つた今 日
'の
特 別 支 援 教 育 の全
体 像 を示 して は い るが 、個 々 の人 の ニー ズ に基 づ い た 教 育 の在 り
様 は 、戦 後 にお い て 単線 化 され た教 育制 度 にお け る 「特殊 教 育」
が 障 害 別 に教 育 の場 を設 定 して い た こ とに比 べ 、 大 き な概 念 的変
節 で あ り、パ ラダイ ム転 換 で あ った と言 え る。
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第 2節 本 格 的 に 始 ま
2005(平成 17)年、
な 基 本 的 方 向 性 と取 り
つ た 特 別 支 援 教 育
中 央 教 育 審 議 会 の 答 申9)では 、 以 下 の よ う
組 み に つ い て 明 記 され た 。
障 害 の程 度 に応 じ特 別 の場 で指 導 を行 う『 特 殊 教 育』か ら
障 害 の あ る児 童 生徒 一 人 一 人 の教 育 的 二 ‐ ズ に応 じて適 切
な教 育 的支 援 を行 う『 特 別 支 援 教 育』 へ の転 換 を 図 る。
ま た 、 以 下 の特別 支援 教 育 の 定義 も示 され た。
特別 支援 教 育 とは、従 来 の特殊 教 育 の対 象 の 障 害 だ け で な
く、LD、ADHD、高機 能 自閉症 を含 めて 障害 の あ る児童 生徒
の 自立 や 社 会 参加 に 向 けて 、そ の一 人一 人 の教 育 ニ ー ズ を把
握 して 、そ の持 て る力 を高 め 、生活 や 学 習 上 の 困難 を改 善又
は克 服 す るた め に、適 切 な教 育や 指 導 を通 じて必 要 な支 援 を
行 うもの で あ る。
さ らに 、 一 人 一 人 の教 育 的 ニ ー ズ に対応 す る特 別 支 援 教 育 の理
念 や 障 害 の重 度 0重複 度 に も対 応 す る学校 と して 、今 まで の盲、
聾 、養 護 学校 が特別 支 援 学校 と して 、 また 、特 殊 学級 が特別 支援
学 級 へ と して制 度化 す る よ う提 言 され た。
2006(平成 18)年に は 、50年ぶ りに教 育 基 本 法 が 改 正 され た。
ま た 同 じ年 に学 校 教 育 法 が一 部 改正 され 、 特殊 教 育 か ら特 別 支援
教 育 へ 、 ま た盲 0聾0養護 学 校 か ら特別 支 援 学 校 へ 、 特殊 学級 か
ら特 別 支 援 学級 へ と名 称 を変 更 し、 内容 につ い て も改 正 が行 われ
た。 これ らに よつて 、本 格 的 に特別 支援 教 育 が推 進 され る こ とと
な っ た。 そ して 通 常 学級 にお い て も、特別 支援 教 育 の必 要 性 を示
され る こ と とな り、共 同及 び 交 流 学 習 で の特別 な教 育 的 ニ ー ズ を
もつ 児 童 ら と健 常児 の交 流 を行 うよ うに な つて きて い る。
しか しな が ら、一部 の学 校 現 場 や 職 員 の 中で は 、特 別 支 援 教育
をは き違 えて い る よ うな現 状 に あ り、特別 な教 育 的 ニ ー ズ を もつ
た児 童 生 徒 は通 常学級 で は な く、特 別 支 援 学校 又 は特 別 支 援 学級
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等 で 学 ばせ る こ とが よい とい うよ うな考 え を もつ て い る一 部 の教
員 が い る。 した が っ て 、教 育 的 ニー ズ を持 つた児 童 生 徒 た ち は、
通 常 学級 か ら特 別 支 援 学 級 や 特 別 支 援 学校 へ と学 び の場 が移 行 し
て しま っ てい る課題 が あ る。
一 方 で は 、特 殊 教 育 か ら特別 支 援 教 育へ の転 換 に よ つて 、数年
の 間 に小 0中学校 にお け る特 別 支援 教 育 の推 進 体 制 づ く りが な さ
れ て きた。 そ の よ うな こ とか ら、特 別 な支 援 を行 つて い くた めの
条 件 整 備 と して 、学 級 経 営 の改 善や 授 業 改 善 な どが よい結 果 を も
た らす で あ ろ うとい うこ とに気 づ き始 めた通 常 学 級 の 教職 員 た ち
が増 えて い る。理 由 と して は 、「特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ 児 童 の
子 ど もた ちへ の対応 に疲 れ 切 つ て しま う若 い教 師 や 取 り組 ん で は
い るが な か な か結 果 の 出 ない教 師 た ちが、 元 気 に なれ る、分 か り
や す い授 業 手 段 と して 、特 別 支 援 教 育 が注 目され て き て い る」10)
と小 野 は示 して い る。
これ らか らわ か る よ うに 、健 常児 だ けで な く特 別 な教 育 的 ニー
ズ を持 つ 児 童 を通 して 、共 に考 え理 解 す る点 にお い て評 価 が で き
る
`
だ か らこそ特 別 支援 教 育 の意 識 につ い て 、全 て の教 員 が 高 ま る
よ うに して い く必 要 が あ り、 ま た特 別 支援 教 育 とい う意 義 を明確
に持 つ必 要 が あ るの で は な い か と推 察 す る こ とが で き る。
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第 3節 特 別 支 援 教 育 か らイ ン クル ー シブ 教 育 ヘ
1994年のサ ラマ ンカ 宣言 で は 、『 万人 の た め の教 育 』 とい う特
別 な ニ ー ズ教 育 とい う用 語 を用 い て 、新 た な教 育 理 念 と して 再確
認 され 、 イ ン クル ー シブ教 育 を提 唱 され た。
山本 11)は、「イ ン クル ー シブ (Inclusive)とい うの は 、社 会 的・
経 済 的 ・ 教 育 的 格 差 、 文 化 的 ・ 宗 教 的 差 異 、 エ ス ニ シ テ ィ
(ethnicity)の相 違 、障 害 な どに よつて 生 じるあ らゆ る社 会 か らの
排 除 を解 消 し、す べ て の人 々 を包 括 しよ うとす る社 会 理 念 で あ る」
と述 べ て い る。 した が つ て 、イ ン クル ー シ ブ教 育 とい うの は、す
べ て の子 ど もが 、地 域 の学 校 にお い て 同学 年 の子 ども とと もに、
一 人 ひ と りの個 性・ 能 力 の多様 性 を尊 重 され つ つ も排 除 され るこ
とな く教 育 され る こ とを基 本 と して 、特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ
た児 童 も通 常学 校 及 び 通 常 学 級 にお い て必 要 な配 慮 と支援 を受 け
る こ とを原 則 と して い る教 育 シ ステ ム とい え る と考 え られ る。
2006(平成 18)年12月、障 害者 の権利 に 関す る条 約 が 国連総
会 にお い て採 択 され 、2008年5月に発 効 され た。 そ の後 、2009
(平成 21)年12月に は 、 わ が 国 にお い て 、 障 害 者 の権利 に 関す
る条 約 の批 准 に 向 けた検 討 の た め、 内 閣総 理 大 臣 を本 部 長 と し、
文 部 科 学 大 臣 を も含 めた全 閣僚 で構 成 す る障 が い者 制 度 改 革推進
本 部 が設 置 され 、 ま た そ の 下部 に障 がい者 制度 改 革 推 進 会 議 も設
置 され た。
2010(平成 22)年7月 12日に 、 中央 教 育審 議 会 初 等 中等 教育
分 科 会 の 下 に、 特別 支 援 教 育 の在 り方 に関す る特 別 委 員 会 が設置
され 、8回にわ た る検 討 を経 て 、同年 12月に、論 点整 理 と して取
りま とめ た。
検 討 会 を経 て 、2012(平成 24)年に 中央 教 育 審 議 会 か ら出 され
た報 告 書 「共 生 社 会 の形 成 に 向 けた イ ン クル ー シ ブ教 育 シ ステ ム
構 築 の た め の特 別 支 援 教 育 の推 進 」 が 出 され た 。 そ の 報告 書 12)
で は 、「共 生 社 会 の形 成 に、向 け て 、障 害者 の権利 に 関す る条約 に基
づ くイ ン クル ー シブ教 育 シス テ ムの理 念 が重 要 で あ り、 ま たイ ン
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クル ー シ ブ教 育 シス テ ム にお い て は 、 同 じ場 で共 に学 ぶ こ とを追
求 す る と と もに 、個 別 の教 育 的 ニー ズ の あ る幼 児 児 童 生徒 に対 し
て 、 自立 と社 会 参加 を見 据 えて 、そ の時点 で、 教 育 的 ニー ズ に最
も的確 に応 え る指 導 を提 供 で き る、 多様 で 柔軟 な仕 組 み を整 備 す
る こ とが重 要 で あ る。」 と記 して い る。
ま た柳 本 11)によ る と、「イ ン クル ー シブ教 育 は 、す べ て の子 ど
もが 、 地 域 の学校 にお い て 同学 齢 の子 ども と と も に、 一 人 ひ と り
の個 性 ・ 能 力 の多様 性 を尊 重 され つ つ 、排 除 され る こ とな く教 育
され る こ とを基 本 とす る。 ま た 通 常 学校 の 改革 の 思想 で あ る」 と
述 べ て い る。
これ らか ら、特別 な教 育 的 ニ ー ズ の有 無 に 関係 な く、す べ ての
児 童 らが通 常学 級 に通 学 し参カロす る こ とに よつ て 、共 に学 級 の一
員 と して 担 任 と学級 づ く りを担 つて い くこ とが で き、 また 共 生社
会 の構 築 が な され て い く。 そ の た め に は、 互 い の こ とを理 解 し分
か り合 え る とい つた こ とや 助 け あい の気 持 ち も芽 生 え て い け る教
育 が望 ま しい と考 え る。
これ らの こ とか ら、 イ ン クル ー シブ教 育 シス テ ム の 理 念 の構築
を しっ か りと行 うこ と、特別 支 援 教 育 の理 念 に基 づ い た政 策 等 を
確 実 に進 めて い き、 学校 や 保 護 者 ・ 地域 等 に周 知 して い く必 要 が
あ る の で は ない か と考 え る。 ま た学 校 教 育 にお い て も、共 生社会
の形 成 に 向 けた理解 の促 進 を 図 る教 育 の充 実 を 図 つて い く必 要 が
あ る と考 え られ る。
玉村 14)は、「具 体 的 に は通 常 の学 級 にお い て ニ ー ズ に対応 す る
こ とが 困難 な子 どもた ち、 障 害 の重 い子 どもた ちや 複 雑 な ニーズ
を持 つ 子 どもた ちの発 達 を最 大 にす る環 境 の 中 で 、 イ ンクル ー シ
ブ な社 会 へ の参カロを どの よ うに考 えてい くか な ど教 育 実 践 の課題
とな っ て くる と思 われ る。 特 別 支援 教 育 が 、連 続 的 な支援 の シス
テ ム とな る と ともに、 生涯 に わ た つ てイ ン クル ー ジ ョンの 目標 を
挙 げ うる よ うに条件 が整 備 され 、実 践 が追 及 され る必 要 が あ る」
と示 して い る。
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し た が っ て 、 障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 第 24条で の 障 害 者 の 権
利 を 認 め 、 包 容 す る 教 育 制 度 を 確 保 す る こ と の 合 理 的 配 慮 や そ の
配 慮 の 充 実 を 図 る 基 礎 的 環 境 整 備 に つ い て も深 め て い く必 要 が あ
る と 思 わ れ る 。
半 澤 15)は、「ィ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 推 進 に お い て 、 具 体 的 な合
理 的 配 慮 を 検 討 して い く 上 で 、 最 も 重 要 な こ と は 、 手 段 や 方 法 で
は な く 障 害 者 を 身 近 に 受 け 入 れ て い く意 識 や 心 情 で あ る。 そ れ が
具 現 化 し て の 合 理 的 配 慮 で あ る 」 と示 して い る 。
合 理 的 配 慮 に つ い て 、 障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 16)では 、「障
害 者 が 他 の 者 と 平 等 に す べ て の 人 権 及 び 基 本 的 自 由 を 享 有 し、 又
は 行 使 す る こ と を 確 保 す る た め の 必 要 か つ 適 当 な 変 更 及 び 調 整 で
あ っ て 、 特 定 の 場 合 に お い て 必 要 と され る も の で あ り、 か つ 、 均
衡 を 失 し た 又 は 過 度 の 負 担 を 課 さ な い も の 」 と示 し て い る 。
こ の よ う な こ と か ら 、 今 後 の イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 に お け る 教 育
制 度 や 教 育 改 革 の ポ イ ン ト と し て 、 基 礎 的 環 境 整 備 と 合 理 的 配 慮
が 重 要 視 さ れ て く る と考 え られ る。 ま た 小 学 校 通 常 学 級 に お い て
は 、特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を 持 っ た 児 童 や 配 慮 を 要 す る 児 童 等 、様 々
な 児 童 が 在 籍 し て い る 。 そ の な か で 、 合 理 的 配 慮 に お け る 授 業 形
態 も 重 要 に な る と思 わ れ る 。
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第2章
小学校通常学級における
特別支援教育の現状と課題
第 1節 小 学校 通 常 学級 の在 り方 と教 員 の 困 り感
現 在 、小 学校 には特別 支 援 学 級 が存 在 して い る。 しか しな が ら
特別 支 援 教 育が 本格 的 に実施 され て か ら、 通 常 学 級 に お い て発 達
障 害 等 の特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ 児 童 の指 導 ・ 支 援 につ い て考
え る必 要 が 出て きた。 しか し通 常学 級 の教 員 は 、 特別 な教 育 的ニ
ー ズ を もつ 児 童 の指 導 0支援 に とま どって い るの が現 状 で あ る。
通 常 学 級 とは児童 な どが 学校 生活 の大 半 、 時 間 を過 ごす 場 や 同
一 の 時 間 に共 同 で学 習 す る集 団 の こ とを指 し、 特 別 支 援 学級 では
対 象 が 特 別 な教 育 的 ニー ズ を もつた児 童 に対 して の個 別 に対応 又
は個 に応 じた指 導 ・ 支援 を行 う場 で あ る。
こ こ10年の 間 に 、通 常 学級 の状 態 や あ り方 が変 化 して き た。 そ
れ ま で通 常 学級 に在 籍 して い た 児童 は、学 習 の遅 れ が若 干 あ る程
度 の児 童 が数 名 程 度 在 籍 て い た。 ま た周 り児 童 らも気 づ か ない こ
とが 多 か った。 しか し現 在 で は 、学 習 面 だ けで な く行 動 面 におい
て も、周 りの児 童 とは違 って み えた り、障 害 特 性 な どで発 達 が遅
れ て い る児 童 な ども身近 に な っ て きてい る。
2002(平成 14)年に、文 部 科 学省 か ら出 され た 報 告 書 で あ る「通
常 の学級 に在 籍 す る特 別 な教 育 的支 援 を必 要 とす る児 童 0生徒 に
関す る実 態調 査 」 で は 、通 常 学 級 にお い て 、知 的発 達 に遅 れ はな
い が 、 学 級 内 に学習 面や 行 動 面 で著 しい 困難 を示 す 児 童 生 徒 の割
合 が6.3%在籍 して い る こ とが わ か っ た。そ の報 告 書 の なか で 、学
級 内 で 立 ち歩 く、す ぐに周 りの子 をた た く、 ち ょつ と したハ プニ
ン グで もパ ニ ックに な る とい つ た 、子 どもの存 在 が指 摘 され て き
た。
こ うした こ とか ら、 これ らの子 どもた ちへ の適 切 な教 育 的支援
と配 慮 を行 う必 要性 を示 してい き、通 常学 級 で の 学級 運 営 や 教 科
指 導 な どにお い て 、今 ま で の教 育方 法 を変 えて み た り個別 指 導 を
行 つ た り して 、策 を講 じて きた が うま くい か な い こ とが多 く見受
け られ て い る。
ま た 2000(平成 12)年以 降 、小 学校 の通 常学 級 で は集 団や個 人
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限定 の い じめ、不 登 校 、 学 級 の 乱れ や 崩壊 な ど様 々 な 問題 が増加
傾 向 に あ る。 そ の 問題 の背 景 に は、学校 や 家庭 内 の影 響 や 要 因が
考 え られ て きた。 しか しそ れ らの要 因 だ け で は な く、 学習 面 や行
動 面 な どの 特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ児 童 の 困 り感 も 関係 してい
る と考 え られ る。
それ は 、教 師や保 護 者 、友 人 な ど とい つ た 関 わ りか らくる人的
な要 因 、学 校 や 学級 、家 庭 ・ 地 域 な ど とい つた場 に よ る ものや授
業 で の板 書 や 教 材 教 具 な どに よ つて児 童 が変化 す る環 境 的 な要 因
とい っ た こ とか らの二 次 的 障 害 を引 き起 こす こ とが あ る。 ま た、
個 に応 じた 指 導 0支援 を行 うこ とに よつて 、集 団機 能 が低 下 して
い く と推 測 され る。 した が つて 、社 会 的側 面 も考 慮 した上 で 、特
別 な支 援 や 配 慮 を行 って い く必 要 が あ る と考 え る。
当時 、小 学校 の通 常 学 級 にお い て 、話 が 聞 け な い 、立 ち歩 く、す
ぐに周 りの子 をた た く、 ち ょつ と したハ プ ニ ン グで もパ ニ ックに
な る な どの子 ど もの存在 が増 えつ つ あ り、「困 つ た子 」と して見 て
しま う傾 向 に あ った。
この よ うな こ とか ら、「特別 な支援 」とい う事 柄 や 方 法 とい つた
こ とが 、 ま だ確 立 され て い な か った のだ と推 測 され る。
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第 2節 通 常 学 級 に在 籍 す る発 達 障 害 を もつ 児 童 につ い て
「通 常 学 級 の担任 は 、特 別 な教 育 的 ニー ズ を もつ児 童 らの 困難
な状 況 と して 、 以 下 の よ うな面 で 、悩 み を抱 えて い る」 とい うこ
とを文 部 科 学省 17)は示 して い る。
○ 学 習 面
・ 聞 き間違 い や 聞 き も ら しが あ る
・ 集 団場 面 だ と、 聞 き取 れ な い
・ 指 示 の理解 が難 しい
・ 話 し合 い の流 れ が理解 で きず 、つ い て い け な い
・ 適 切 な速 さで話 す こ とが苦 手
・ 言 葉 につ ま った りす る
・ 筋 道 立 てて 話 をす るの が苦 手
・ 音 読 をす る こ とが遅 い
・ 問題 文 の 内容 を わ か りや す く伝 え る こ とが難 しい
0文中に あ る語 句 や 行 を抜 か した り繰 り返 し読 む
(勝手 読み )
・ 文 章 の要 点 を正 し く読 み 取 れ ない
・ 読 み に くい 字 や 独 特 な筆順 で書 く
・ 句 読 点 が抜 けた り、正 しく打つ こ とが で き な い
0決ま っ た量 の作 文 や パ ター ンの文 章 しか 書 け ない
・ 学 年 相 応 の数 の意 味や 表 現 につ い て理 解 が難 しい
0学年 相 応 の文 章題 を解 くこ とが難 しい
・ 計 算 す るの に とて も時 間が か か る
0学年 相 応 の文 章題 を解 く、 図形 を描 くの が難 しい
0事物 の 因果 関係 を理 解 す るの が難 しい
花 熊 18)による と、特別 な教 育 的ニーズ を もつ 児童 らの問題や行
動 を引 き起 こす要 因 と して以 下 の項 目が挙 げ られ る と して い る。
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○ 視 覚 的 な 問 題
・ 教 科 書 の 文 字 が 小 さ か っ た り細 か す ぎ た りす る 。
・ コ ン トラ ス トに よ っ て 、 文 字 が 見 え に くい 。
・ 文 字 の 間 隔 が 狭 す ぎ た り し て 見 え に く い 。
・ 黒 板 の 文 字 が 光 の 反 射 に よ つ て 見 に く い 。
・ 黒 板 に 何 が 書 い て あ る の か わ か ら な い 。
○ 読 み 取 り とい つ た読 みや 聴 覚 面 の 問題
・ 雑 音 な どに よ り、 聞 こえづ らい。
・ 問題 文 の把 握 が 、頭 の 中で理解 で き な い。
・ 体 育や 運 動 にお い て 、バ ラ ンス が よ くない 。
・ 簡 潔 な言 葉 が けで な い た め、行 動 が とれ な い。
○ 認 知 面 の 問 題
・ イ メ ー ジ が 沸 か な か っ た りす る 。
・ ノ ー トに 取 る と 、 誤 字 脱 字 が 多 い 。
○ 時 系 列や 行 動 面 の 問題
・ 授業 の流 れ が 、理 解 で き ない。
・ 隣 の児 童 に ち ょっか い を 出 して しま っ た りす る。
・ 他 の こ とに気 に な り、違 う行 動 を とっ て しま う。
通 常 学 級 に在 籍 して い る児 童 の 中に は、 学 習 面 や 生 活・ 行 動 面
で 問題 を抱 え る特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ 児 童 で あ る発 達 障害児
等 が 在 籍 して い る。
発 達 障 害 とは 、「自閉症 、ア スペ ル ガー症 候 群 そ の他 の広 汎 性発
達 障 害 、 学 習 障 害 、 注意 欠 陥多 動性 障害 そ の他 これ に類 す る脳機
能 の 障 害 で あ っ てそ の症 状 が通 常低 年齢 にお い て発 現 す る もの と
して 政 令 で 定 め る もの」 と文 部 科 学 省 19)は示 して い る。
文 部 科 学 省 20〉で は 、学 習 障 害 (LD)、自閉症 、 注 意 欠 陥 多 動性
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障 害 (ADHD)及び 高 機 能 自 閉 症 の 定 義 を 以 下 の よ う に 示 して い る。
≪学 習 障害 (LD)の定 義 ≫
学 習 障害 とは 、基 本 的 に は全 般 的 な知 的発 達 に遅 れ は ない
が 、 聞 く、話 す 、読 む 、書 く、計 算 す る又 は推 論 す る能 力 の
うち特 定 の もの の 習 得 と使 用 に 著 しい 困難 を示 す 様 々 な状
態 を指 す もの で あ る。
学 習 障害 は 、そ の原 因 と して 、中枢 神 経 系 に何 らか の機 能
障 害 が あ る と推 定 され るが 、視 覚 障害 、聴 覚 障 害 、知 的 障 害、
情 緒 障 害 な どの 障 害 や 、環 境 的 な要 因 が 直接 の原 因 とな るも
の で は ない。
≪ 自閉症 の 定 義 ≫  '
自閉症 とは、3歳位 ま で に現 れ 、他 人 との社 会 的 関係 の形
成 の 困難 さ、言葉 の発 達 の遅 れ 、興 味や 関心 が狭 く特 定 の も
の に こ だ わ る こ と を特 徴 とす る行 動 の 障 害 で あ り中枢 神 経
系 に何 らか の要 因 に よ る機 能 不 全 が あ る と推 定 され る。
≪注 意 欠 陥 多動 性 障害 (ADHD)の定義 ≫
ADHDとは 、年 齢 あ るい は発 達 に不釣 り合 い な注 意 力 、及 び
/又は衝 動 性 、多動 性 を特徴 とす る行 動 の障 害 で 、社 会 的活
動 や 学 業 の機 能 に支 障 を きたす もので あ る。
ま た 、7歳以 前 に現 れ 、 そ の状 態 が継 続 し、 中枢 神 経 系 に
何 らか の要 因 に よる機 能 不 全 が あ る と推 定 され る。
文 部 科 学 省 21)は、以 下 2つの 発 達 障 害 に つ い て も 明 記 して い る 。
≪ ア スペ ル ガー症 候 群 ≫
ア ス ペル ガー 症 候 群 とは 、知 的発 達 の遅れ を伴 わず 、か つ 、
自閉 症 の 特 徴 の うち言 葉 の 発 達 の遅 れ を伴 わ な い もの で あ
る。 なお 、高機 能 自閉症 や ア スペ ル ガー 症候 群 は広 汎性 発 達
障 害 (PDD)に分 類 され る もの で あ る。
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≪広 汎 性 発 達 障 害 (PDD)≫
広 汎 性 発 達 障 害 とは 、一般 に 自閉症 及 び 自閉症 に近似 した
特 徴 を示 す 発 達 障 害 の 総 称 と して 用 い られ る 障 害 概 念 で あ
る。 ま た 自閉症 スペ ク トラ ム 障 害 (ASD)とい う用 語 が 使 わ
れ る こ ともあ る。 これ は 、 自閉症 や ア スペル ガ ー症 候群 がそ
れ ぞ れ 独 立 した もの で は な く、状 態像 に類 似 性 の あ る連 続 的
な もの で あ る とい う考 え方 で 、広 汎 性 発 達 障 害 とほ ぼ 同義 で
使 われ て い る。
これ らの発 達 障害 等 を もつ児 童 が失 敗 経 験 を し、教 師 だ けでな
く周 りか らも咎 め られ て しま うと、さ らに 自信 を無 く して しまい 、
自己肯 定感 が低 くな り、パ ニ ックや 問題 行 動 、 不 登 校 や 学 級 の荒
れ 、崩 壊 につ な が っ てい って しま う。 また発 達 段 階や 障害 特性 な
どの知 識 や 実例 を知 らず に 、教 師 は研 修 を あま り受 け てい ないた
め に 、 二 次 (的)障害 とい う障 害・ 問題 行 動 とな って 表 出 して し
ま う。 そ して 、 引 き続 い て しま うこ とが あ る。
した が つ て 、発 達 障 害 の あ る子 ど もの特 性 に応 じた 指導 の基本
的 な 姿 勢 は 、 間違 いや で き な い こ とに気 付 かせ るだ け で な く、正
しい こ と、 で き るた めの方 法 を具体 的 にて い ね い に教 えて い くと
い う姿勢 が大切 で あ る と思 われ る。 ま た教 師 は 、発 達 障害 児 等 の
こ とを「困 つた子 」と して見 て しま い が ち に な る の で 、「困 つてい
る子 」 と して み る視 点 が必 要 で あ る と考 え られ る。
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第 3章 発 達 障 害児 の指 導 につ い て
教 師 は 、配 慮・ 指 導 に 関 して 、 以 下 の こ とが重 要 だ と柘植 らは
指 摘 して い る 22)。
○ 学 習 面
ま ず 、 ど の 子 ど も に と っ て も 学 び や す い 一 般 的 な 指 導 上 の
配 慮 か ら始 め る 。 ど う し て も で き て い な い こ とや 上 手 く 取 り
組 め て い な い こ と に 注 目 し が ち に な っ て し ま うの で 、 で き て
い る こ と を 認 め 、得 意 な 面 を うま く活 用 して 指 導 を お こ な う。
○ 生 活 面
注 意 や 叱 責 に よ り改 善 し て い く こ と は 難 し い と い う前 提 に
立 ち 、 適 切 で な い 行 動 を 減 ら し て い く に は 、 適 切 な 行 動 を増
や し て い く こ と を 考 え 、 き っ か け と な る こ と や 行 動 の 結 果 な
ど の 前 後 関 係 を 通 し て 見 て い く。
しか しな が ら、 この よ うな こ とを実行 して い くの は 、容 易 な こ
とで は な い と推 察 され る。 ま た 、 な か なか行 動 に移 す こ と さえ難
しい と思 われ る。 した が つ て 、担任 ・ 教員 現場 な どが児 童 の実態
把 握 を確 実 にお こな って い くこ とが大 切 で あ り、 ま た 児童 の生活
状 況 や 学 習 状 況 につ い て も しつ か りと押 さえ、担 任 と児童 との関
係 性 につ い て も把握 す る必 要 が あ る と思 われ る。
現 行 の 学 習 指 導 要領 は 、 これ らの 「生 き る力 」 の理 念 の実 現 の
も と、 これ まで の学校 現 場 等 の 実 践 0課題 を踏 ま え、 指 導 面 な ど
で の具 体 的 な手 立 て を確 立 す る こ とを 目指 す と示 して い る。 具体
的 に 、「生 き る力 」 とは 、「基 礎 ・ 基 本 を確 実 に身 につ け、 い か に
社 会 が変 化 しよ うと、 自 ら課題 を見 つ け、 自 ら学 び 、 考 え、主体
的 に判 断 し、行 動 し、よ りよ く問題 を解 決 す る資 質 や 能 力 」「自ら
を律 しつ つ 、他 人 と ともに強調 し、他 人 を思 いや る心 や感 動 す る
心 な どの豊 か な人 間性 」そ して 、「た くま し く生 き るた めの健 康や
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体 力 」 な どを指 す と学 習 指 導 要領 に 明記 して あ る。
学 習 指 導 要領 の基 本 的 な考 え方 と して文 部 科 学 省 23)は、以 下 の
よ うに ま とめて い る。
○ 改 正 され た教 育 基 本 法 等 を踏 ま えた 学 習 指 導 要 領 改 訂
○ 「生 き る力 」 とい う理 念 の共 有
○基 礎 的 ・ 基本 的 な知 識 ・ 技 能 の習得
○ 思 考 力 ・ 判 断力 ・ 表 現 力 等 の育成
○確 か な学 力 を確 立 す るた め に必 要 な授 業 時 数 の確 保
○学 習 意 欲 の 向上や 学 習 習 慣 の確 立
○豊 か な心や 健 や か な体 の育成 の た め の指 導 の充 実
しか し一 方 で は 、学級 崩 壊 や 小 1プロブ レム等 、集 団成 立 の困
難 さが 問題 とな ってお り、集 団づ く りに苦 慮 して い る。
2008(平成 20)年、文 部 科 学 省 「幼稚 園 、小 学 校 、 中学校 、高
等 学 校 及 び 特別 支援 学校 の学 習 指 導 要領 等 の改 善 につ いて(答申 )」
に よ る と、「通 常 学級 に在 籍 す る障害 の あ る子 ど もに対 し、必 要 に
応 じて 、個 別 の指 導 計 画 の作成 や 個 別 の教 育支 援 計 画 の策 定 を行
うこ と、 特 別 支 援 学校 や 特 別 支 援 学 級 にお け る指 導 方 法 を参 考 と
した 指 導 を行 うよ うにす る こ とな ど、個 々 の障 害 に応 じて必 要 な
配 慮 が適 切 に行 われ る よ うにす る こ とを明確 にす る」 と明記 され
た。ま た 、「障 害 の あ る子 ども と障害 の ない子 ど も との 交流 及 び共
同学 習 につ い て は、双 方 の子 ど もた ちの教 育 的 ニ ー ズ に対 応 した
内容 0方法 を十 分 に検 討 し、早 期 か ら組 織 的 、計 画 的 、継 続 的 に
実施 す る よ うに努 め る」 と明記 して い る。
これ らの こ とか ら、特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ 児 童 も含 めて、
す べ て の児 童 にお い て 、 共 に通 常学 級 で学 べ る体 制 づ く りを行 つ
て い く必 要 が あ る と考 え られ る。 ま た発 達 障 害 児 の指 導 につ い て
も、 よ り明確 な指 導 方 法 を考 えてい く必 要 が あ る と考 え られ る。
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第 4節 小 学校 通 常 学級 にお け る特 別 支援 教 育 の課 題
2008(平成 20)年以 降 、本 格 的 に特 別 支 援 教 育 が推 進 され た と
第 1節で述 べ た。
ち ょ うど 2008(平成 20)年頃 か ら、通 常 学級 に特別 な教 育 的ニ
ー ズ を もつ た児 童 生 徒 の在 籍 が か な り指 摘 され る よ うにな つて き
た。 ま た 同 じ時期 に 、一 部 の学 級 にお いて 、一 部 の授 業や 学 習活
動 が成 立 しない こ とや 学 級 活 動 の乱 れ とい つた こ とが 、起 き る よ
うに な っ て きた。
2012年12月に、文 部 科 学省 にお い て 、「通 常 の 学級 に在 籍 す る
発 達 障 害 の 可能 性 の あ る特 別 な教 育 的支援 を必 要 とす る児 童 生徒
に 関 す る調 査 」 が発 表 され た。 今 回 の調 査 で は 、 学 習 面や 行 動面
で著 しい 困難 を示 す 児 童 生徒 の割 合 が 6。5%と示 され て い る。 ま
た小 学校 で は 7.7%と示 され て い る。 しか しな が ら東 日本 大震 災
にお い て 、岩 手 、宮城 、福 島 の 3県につ い て の調 査 が 不 可 能 で あ
つた た め 、推 定値 とな っ て い る。 この こ とか ら、 以前 との 比較 は
難 しい と思 われ る。 しか しな が ら、 特別 な教 育 的 ニー ズ を もつ児
童 は年 々増 加 傾 向 に あ る こ とか ら、小 学校 通 常 学 級 1クラス 40
人 当 た り約 3～4人前 後 、特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ児 童 が在 籍 し
て い る とい って よい の で は ない か と推 測 され る。
した が つ て 、現在 の小 学校 通 常学 級 で は一斉 指 導 が 上 手 く機 能
して お らず 、 ま た特 別 な教 育 的 手― ズ を持 つ指 導 や 配 慮 に お いて
も上 手 く機 能 してい ない 状 態 に あ る。 さ らに は個 別 に応 じた指導
に よ る学 級 集 団 の乱 れ が あ る。 そ して特別 な教 育 的 ニ ー ズ を もつ
児 童 との コ ミュニ ケー シ ョンに よる行 き違 い か ら、集 団機 能 の低
下 に よ る学 級 全 体 の指 導 の行 き届 か ない現 状 が み られ る。さ らに、
教 員 の 困 り感 が増 えて い る とい つた 問題 な どの教 育 課 題 が増 えつ
つ あ る。ま た 、「発 達 障 害 を持 つ 児 童 や発 達 障害 な どの教 育 的 ニー
ズ は持 っ て はい ない が 、 学 習 面 や 行 動 面 、 ク ラス適 応 面 に様 々な
困難 を抱 え る児 童 が在 籍 して い る」 と花熊 24)は述 べ て い る。
そ の た め近 年 で は一 斉 指 導 だ けで な く、 特別 な教 育 的ニ ー ズ を
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持 つ 児 童 生 徒 や 配 慮 を要 す る児 童 生 徒 のお け る個 別 の ニー ズ に即
した授 業 0指導 づ く りも行 われ る よ うにな って きて い る。
しか しな が ら、個 別 の ニ ー ズ に即 した指 導 で も うま くい か ない
児童 生 徒 は 、通 常学級 で落 ち着 い て学 ぶ こ とが で きな か つ た り環
境整 備 が整 って い な か った りす るた め に、 特別 支 援 学 級 又 は特別
支 援 学校 へ と籍 を移 す こ とが起 きて い る。 そ の結 果 、 特別 支援 学
級 や 特別 支 援 学 校 の過 密 化 とい うよ うな課 題 が あ る。
した が つ て 、特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ 児 童 た ちの 学校 にお け
る授 業 時 間 内で の個 別 の配 慮 0支援 は行 われ て きて い る。 しか し
な が ら指 導 方 法 につ い て は一 斉 授 業 が 主流 で あ るた め に、 なかな
か特 別 な教 育 的 ニー ズ の あ る児 童 に手 を差 し伸 べ る こ とが で きな
い の で は な い か と推 測 され る。
これ らの こ とか ら、今 後 の小 学校 通 常学 級 で の新 た な学 級 。授
業 づ く りが今 後 の課 題 に な っ て くるの で あ ろ うと考 え られ る。
藤 井 ・ 廣 瀬 25)は、「特別 支 援 教 育 はス ター トした が 、通 常 学級
の一 斉 指 導 で 、 特別 な支 援 を どの よ うに行 つて い けば よい のか、
ま た発 達 障 害 を持 つ 特別 な教 育 的 ニー ズ の子 ど も達 の支援 も大切
だ が 、周 りの子 ども達 も一 人 一 人 大切 で あ り、 どの よ うにす れ ば
発 達 障 害 の あ る子 ど もを活 か した学 級 経 営 が で き るの か等 、現職
教 員 の悩 み は大 きい 」 と示 して い る。
これ か らの通 常学級 の学 級 経 営や 授 業 方 法 は 、 特別 支援 教 育 の
理 論 や シ ステ ム を用 い た授 業形 態 で行 う必 要 が あ る と考 え られ る。
吉 田 26)は、「困難 を抱 え る子 ど もだ けに と らわれ るの で は な く、
あ らゆ る子 どもの教 育 の可 能 性 を肯 定 的 に 見 な が ら、 多様 な子 ど
もた ちで編 成 され る集 団へ の指 導方 法 を構 想 しな けれ ば な らない 」
と述 べ て い る。 した が つ て 、特 別 な教 育 的 ニー ズ を もつ児 童 を含
む 、 す べ て の児 童 が通 常 学 級 に通 うこ とが で き る ジス テ ム を構築
す る必 要 が あ る。 それ らを進 め てい くこ とに よ り、発 達 障 害児 を
含 め たす べ て の児童 が学 級 に参 加 しや す くな る と思 われ る。 その
た め に は 、共 に学級 の一 員 と して担 つてい くこ とが で き る教 育 、
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また 互 い の こ とを理 解 し分 か り合 え る助 け あ え る学級 0授業 づ く
りが 求 め られ る。
中央 教 育 審議 会 の報 告 書 27)では 、「イ ン クル ー シブ 教 育 シ ステ
ム を構 築 す る上 で、 障 害 の有無 に関係 な く、す べ て の子 ど もがで
き るだ け 同 じ場 で共 に学 ぶ こ とを 目指 す べ きで あ る」 と示 してい
る。 した が って 、イ ン クル ー シ ブ教 育 シス テ ム の理 念 の構 築 のた
め に 、 ま た 特別 支援 教 育 の在 り方 につ い て 、 しつ か り と進 めてい
く必 要 が あ る と考 え る。 さ らに学校 教 育 にお い て も、 共 生 社 会 の
形 成 に 向 け た理 解 の促 進 を 図 る教 育 の一層 の充 実 を図 つて い く必
要 が あ る。
ま た 2008(平成 20)年に は 、文 部 科 学省 28)にお い て は 、通常
学級 に在 籍 す る障害 の あ る子 ど もに対 し、必 要 に応 じて 、個 別 の
指 導 計 画 の作成 や個 別 の教 育 支 援 計 画 の策 定 を行 うこ と、 特別支
援 学 校 や 特 別 支 援 学 級 にお け る指 導 方 法 を参 考 と した 指 導 を行 う
よ うにす る こ とな ど、個 々 の障 害 に応 じて必 要 な配 慮 が適 切 に行
われ る よ うにす る こ とを 明確 にす る と明記 され た。
この よ うな こ とか ら、多 様 性 を認 め合 う学級 経 営 の在 り方 を考
えな けれ ば な らない。
小 学 校 学 習指 導 要領 総 則 編 29)にお い て は 、「障 害 の あ る児 童 な
どにつ い て は、 特別 支 援 学 校 等 の助 言 又 は援 助 を活 用 しつ つ 、例
えば 、指 導 につ いて の計 画 又 は家庭 や 医療 、福 祉 等 の 業務 を行 う
関係 機 関 と連携 した支 援 の た め の計 画 を、個別 に作成 す る こ とな
どに よ り、個 々 の児 童 の 障 害 の 状 態 等 に応 じた指 導 内容 や 指 導方
法 の 工夫 を計 画 的 、組 織 的 に行 うこ とが重 要 で あ る」 と示 してい
る。 した が って 、各 機 関 との連 携 に よる指 導方 法 の工 夫 も、 これ
か らの小 学 校 通 常学級 の学 級 ・ 授 業 づ く りに必 要 とな って くるの
だ と考 え られ る。
特 別 な教 育 的 ニー ズ を もつ児 童 た ち を含 む通 常 学級 に在 籍 して
い るす べ て の児 童 た ち を安 心 して学 ばせ るた め に は 、教 育 支援・
指 導 方 法 の シ ステ ム が重 要 に な って くる と考 え られ る。 だ か らこ
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そ 、 今 ま で の シ ステ ム・ 教 育方 法 で はす べ て の児 童 を救 うこ とは
で き な い と推 測 され る。
した が つ て、 小 学校 通 常 学級 の シス テ ム 、カ リキ ュ ラム 、授 業
方 法 を も う一度 明確 にす る こ とに よつて、 今 後 の学校 生徒 や シス
テ ム の 見 直 しをす る必 要 性 が あ るの で は な い か と考 え られ る。
通 常 学 級 の これ ま で の授 業 づ く りは 、健 常児 た ち を想 定 して考
え られ て きた。 しか しな が ら実 際 で は、学 力 や 生 活 面 で多 様 なニ
ー ズ を も つた子 どもた ちが在 籍 して い る方 向 に あ る。宇 野 30)らに
よ る と、「標 準 的 な子 どもを想 定 した授 業 ス タイ ル で の教 授 方 法 に
限界 が 見 えてい る。 そ の た め 、 多様 な教 育 的 ニ ー ズ を前 提 に 、授
業方 法 に 工夫 を高 め て い く こ とが一 層 重 視 され る」と示 して い る。
学 校 教 育 は、集 団 で の活 動 や 生活 を基本 とす る もの で あ る。 し
か しな が ら、学 級 が安 心 で き る環 境 で な く授 業 が理 解 で きず に苦
痛 な状 態 が長 く続 く と、児 童 らの心 の 中に不安 や 困惑 した状 態 が
生 まれ 、特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ 児 童 に とつ て は二 次 的 な 問題
を引 き起 こす 可 能性 が あ る と思 われ る。
した が つ て小 学校 通 常 学 級 で は、 学級 定 員 、教 育 内容 や 教 育方
法 、 教 育 環 境 や 人 的 資源 とい っ た点 に課題 が あ り、安 心 して学級
集 団 づ く りを行 い授 業 が成 り立 つ よ うにす るに は 、在 籍 す るすべ
て の児 童 らが楽 しく参加 し過 ごす こ とが で き る よ うな ユ ニ バ ーサ
ル デ ザ イ ン を用 い た学級 づ く り・授 業 づ く りを用 い る こ とに よつ
て 可 能 とな るの で は な い か と考 え られ る。
そ こで 次 章 以 下 、 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た学 級 づ く り・
授 業 づ く りの定 義や 理 論 につ い て述 べ てい くこ とにす る。
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第3章
ユニバーサルデザインを用いた
学級・授業づくりの定義と理論
|~
第 1節 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た学 級・ 授 業 づ く りの背 景
ユ ニ バ ー サル デ ザ イ ン (Universal design:UD)とは 、1990(平
成 2)年代 か ら使 われ 始 め た言 葉 で あ る。芝 田 31)によ る と、も と
も とは福 祉 の領 域 の用 語 で あ り、能 力 あ るい は 障 害 の レベ ル にか
か わ らず 、最 大 限可 能 な 限 り、全 て の人 々 に使 用 しや す い 環 境・
製 品 のデ ザ イ ン の こ とで あ る と示 して い る。 さ らに、 石 橋 32)は、
「バ リア フ リー と違 って 、 ユ ニ バ ー サル デ ザイ ン は、 高齢 者 や 障
害 の あ る人 た ち を主 た る対 象 と して 、一般 の人 々 に 向 けた デ ザ イ
ン とは別 に 、 これ らの人 々 に特 別 に配 慮 され た デ ザ イ ンを しよ う
とす る考 え方 で あ る」 と記 して い る。 つ ま り、 高齢者 や 障 害者 な
ど社 会 生 活 の 中 にお い て配 慮 が必 要 な人 た ちに とって 、暮 ら しや
す い街 づ く りや 道 具 を考 え る際 に用 い られ 、障壁 (バリア)とな
る もの を取 り除 く とい う意 味 で のバ リア フ リー に代 わ る概 念 と し
て登 場 した もの とい え る。
このデ ザ イ ン を提 唱 した の は 、 ア メ リカ の ノー ス カ ロライ ナ州
立 大 学 の ロナル ド0メイ ス (ROnald Mace)であ る。 そ して 、建築
家 や 工業 デ ザ イ ナー 、技 術 者 、 環境 デ ザイ ンな どか らな る グル ー
プ が 協 力 し合 っ て、誰 にで も利 用 可 能 なデ ザイ ン とい う視 点 を中
心 と して 、 ュ ニバ ー サル デ ザ イ ンの 7原則 をま とめて い る。
ユ ニ バ ー サル デ ザ イ ンの 7つの原 則 に関 して 、関根 33)は以 下の
とお りに示 して い る。
○ 原 則 1 誰 に で も 公 平 に 利 用 で き る
誰 に で も利 用 で き る よ う に 作 られ て お り、 か つ 容 易 に 入 手
で き る こ と。
○ 原 則 2 使 う上 で 自由度 が 高 い
ま ざま な好 み や 能 力 に合 うよ うに作 られ て い る使 う人 の さ
と。
原 則 3 使 い方 が簡 単 です ぐわ か る
使 う人 の経 験 や 知 識 、言 語 能 力 、集 中力 に 関係 な く、使 い
?」
?
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方 が わ か りや す く作 られ て い る こ と。
○ 原 則 4 必 要 な情 報 がす ぐに理解 で き る
使 用 状 況 や 、使 う人 の視 覚 、聴 覚 な どの感 覚 能 力 に 関係 な
く、必 要 な情 報 が効 果 的 に伝 わ る よ うに作 られ て い る こ と。
○ 原 則 5 うっか リ ミスや 危 険 につ なが らない デ ザ イ ンで
あ る
つ い うつ か りした り意 図 しない行 動 が 、危 険や 思 わ ぬ結果
につ なが らない よ うに作 られ て い る こ と。
○ 原 則 6 無 理 な姿 勢 をせ ず に 、少 ない力 で も楽 に使 用 で
き る         ヽ
効 率 よ く、気 持 ち よ く、疲 れ な い で使 え る よ うに す る こ と。
○ 原 則 7 ア クセ ス しや す い スペ ー ス と大 き さ を確 保 す る
どん な体 格 や 姿勢 、移 動 能 力 の 人 に も、ア クセ ス しや す く、
操 作 が しや す い スペ ー スや 大 き さにす る こ と。
そ こ で 長 江 ・ 細 渕 34)は、ュ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 7原則 を 授 業
づ く りの 視 点 で 読 み 替 え 、 授 業 の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 7原則
を 示 し た 。 そ の 原 則 は 、 以 下 の 7原則 と な つ て い る 。
1.すべ て の 子 ど も た ち が 、 学 び に 参 加 で き る 授 業
2.多様 な 学 び 方 に 対 し て 、 柔 軟 に 対 応 で き る 授 業
3。 視 覚 や 聴 覚 に 訴 え る 教 材 0教具 や 環 境 の 設 定 が 準 備 され て
い る授 業
4.欲しい 情 報 が わ か りや す く提 供 され る授 業
5.間違 い や 失 敗 が 許 容 され 、試 行 錯 誤 を し な が ら 学 べ る授 業
6。 現 実 的 に 発 揮 す る こ と が 可 能 な 力 で 達 成 感 が 得 ら れ る 授
業
7.必要 な 学 習 活 動 に 十 分 に 取 り組 め る 課 題 設 定 が な さ れ て
い る 授 業
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した が って 、ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 いた授 業 とい うの は、
で き るだ け最 大 限 にす べ て の子 どもが学ぶ こ とが で き る よ うな授
業 環 境 の形 態 とい え る と考 え る こ とが で き る。
近 年 、 通 常 学 級 の授 業 に 特 別 支 援 教 育 の 視 点 を取 り入 れ た学
級・ 授 業 づ く りが実 践 され る よ うに な り、 そ の授 業 づ く りが学級
のユ ニバ ー サル デ ザ イ ン 0授業 のユ ニバ ー サル デ ザイ ン と変化 し
て き て い る。 さ らに は 、 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン授 業研 究会 な どと
い つ た 実 践 に よ る研 究 会 も増 えつつ あ る。
ユ ニ バ ー サル デ ザ イ ン授 業 や 授 業 のユ ニ バ ー サ ル デ ザイ ン と明
記 して い るが、 これ らの授 業形 態 の 中には 、学 級 経 営 の要 素 も含
まれ て い る。 そ のた め、 これ 以 降 はユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用い
た学 級 づ く り、授 業 づ く りと して 明記 して い く こ と とす る。
長 江 ・ 細渕 35)は、「障 害 の有 無 に 関わ らず 、子 どもが 同 じ場 で
共 に学 ぶ イ ン クル ー シブ教 育 を実 践 す るに は、 幅 広 く発 達 段 階 に
対 応 し うる適 切 な教 材 や 題 材 を選択 0開発 す る こ とが 不 可欠 で あ
る」と示 してい る。ま た発 達 障 害 の あ る児 童 に とって 、「ユ ニバー
サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りは 、 ない と困 る授 業 形 態 ・ 指 導
方 法 で あ り、ま た どの児童 に とっ て も、あ る と便 利 な支 援 で あ る」
と佐 藤 36)は示 して い る。
文 部 科 学省 は 、特別 支 援 教 育 の基 本 的 な考 え方 を踏 ま えた教育
を進 め る こ とは 、特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ児 童 だ け で な く、学
習 又 は 生 活・ 行 動 上 、社 会 上 の 困難 の あ る児童 らに とって 、 よ り
良い 効 果 を もた らす もの と考 え られ てお り、学 校 教 育 にお け るユ
ニバ ー サ ル デ ザ イ ンに通 じて い る と考 え られ る。
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第 2節
ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学 級・授 業 づ く りの 定義 と理 論
通 常 学 級 に在 籍 す る全 て の児 童 が意 欲 的 に参加 で き 、「わ か る・
で き る」 こ とを 目指 す ユ ニ バ ー サル デ ザイ ンを用 い た 学級 ・ 授 業
づ く りに 関 して の文 献 や 一般 書 籍 を読 み解 い て い く と、研 究 。実
践者 に よ っ て 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を用 いた 学 級 0授業 づ く り
を支 え る基 盤 の必 要性 の有 無 や 定義 、 内容 等 に違 い が 見受 け られ
た。
そ こで 、 具 体 的 にユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学 級・ 授 業づ
く りをお こな っ てい る点 や 代 表 的 な点 を考 慮 した 6つの文 献 。一
般 書 籍 等 の文 献 を読 み 込 み 、 山形 県 教 育セ ンター が作 成 した 「ユ
ニバ ー サ ル デ ザ イ ンの視 点 を学 級 づ く り及 び授 業 づ く りに取 り入
れ た 内容 の比 較 」を用 い て 、縦 軸 に、「定義 」、「教 室 及 び 学習 環 境」、
「学 習 面 ・ 生活 面 の きま り」、「人 間 関係 づ く り」、「授 業づ く りと
構 成 」、「教 師 の話 術 と発 問・指 示 」、「板 書や 視 覚 提 示 」、「教 材 具」、
「全 体 の配 慮・ 支援 」、「個 別 の配 慮 ・支援 」 とい うよ うに カテ ゴ
リー 分 け した もの を対応 付 けた (表1)(表2)。 詳 細 に 関 しては 、
巻 末 資 料 に示 す こ と とす る。
表 取 り上 げた 一般 書 籍 名 や文 献 名
*Eに関 して は 、2つの文 献 とも 日野市 のデ ザ イ ン な ので 、
同等 に扱 うこ と とす る。
A ・『 通常学級 の授業ユニバーサルデザイ ン
「特別」ではない支援教育のた めに』 佐藤慣 二・漆澤恭子
B
・『 通 常 の 学 級 で 行 う特 別 支 援 教 育 1(小学 校 〉
ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の授 業 づ く り 。学 級 づ く り』
花 熊 暁 。高 槻 市 五 領 小 学校
C ・『 授業のユニバーサルデザイ ン Vol.1～』 桂聖・ 廣瀬 由美子
D 0『イ ンクルーシブ教育 と特別支援教育』 吉本裕子・渡邊健治
E 。『 通 常 学 級 で の 特 別 支 援 教 育 の ス タ ン ダ ー ド』
日野 市 教 育 委 員 会 ・ 小 貫 悟
。『 イ ン クル ー シ ブ 教 育 と特 別 支 援 教 育 』 宮 崎 芳 子 ・ 渡 邊 健 治
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文 献 ・ 書 籍 等 6冊か らの ユ ニバ ー サ ル デザ イ ンの 視 点 を
学 級・ 授 業 に取 り入 れ た 内 容 の 比 較 (表 2)
A
佐藤・漆澤
B
花熊
C
桂・廣瀬
D
吉本
E
日野市・ 小貫
宮崎?
? ■LD等の子ど
もたちには
『 ない と困
る』支援で
あって、 ど
の子 どもた
ちにも『 あ
ると便利』
な支援
■通常学級の
担任が行 う
教科の視点
か らの 「工
夫」や特定
の子 どもを
想定 して行
う「配慮」
が、他 の子
どもにも有
効である授
業デザイン
■発達障害の
ある子は、
学校 とい う
場における
教師の教育
活動 にとつ
てな くては
な らない存
在、全ての
子に とつて
参加 しやす
い学校 を作
り、分か り
やす い授業
をす るとい
う発想
?
?
?
?
?
?
?
?
■物 理的な環
境 (環境 刺
激)のこ と
を考える
■初 めて教室
に入 つた人
が見 て も、
何 を どこに
置 いた らよ
いかがす ぐ
に分る配置
■教室環境 と
環境の整備
■聴覚的刺激
の調整
■視覚的刺激
の調整
ホフイ トボ
ー ドの活用
タイマーの
活用
■場の構造化
を行 う
■刺激量の調
整をする
■情報伝達の
工夫
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
■学習 と行動
の ル ー ル の
明示
■学習全体で
学習のルー
ル・生活の
ルール を考
える。
■ルール の明
確化 の工夫
を行 う
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?
?
?
?
?
?
?
■落 ち着いて
過 ごせ る学
級集 団づ く
り
■間違 いや分
か らな さを
否 定的 にみ
ない学級集
団づ くり
■学び方 の違
い を認 め合
え る学級集
団づ くり
■すべての教
育活動 とな
るベース と
なる特別支
援教育の視
点 を取 り入
れた学級 。
集団づくり
クラス内の
相互理解の
工夫をする
?
?
?
?
?
?
?
?
■授業 に見通
しが持 て る
よ うに して
いく。
■見通 しが持
て る授業が
行 えるよ う
にする。
■子 どもの状
態を見極 め
なが ら、授
業 を組み立
てる
■全員参加 を
促す指導技
術の工夫 を
する
1単位 時間
の授業 に、
作業的 な活
動や話 し合
い活動 を取
り入れ 、集
中力 を持続
させる。
■時間の構造
化を行 う
■参加 の促進
の工夫
■内容 の構造
化の工夫
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
■教 師の話
の工夫
■上手 な話
方
■聞 き逃 しな
どの混乱 を
防 ぎ、安 心
感 を 与 え
る。
■よい緊張感
や 興 味・ 関
心・ 意欲 を
惹 く工夫
■説 明・指示
を簡潔 にす
る。
■1文1動作で
■話 し方・指
示の出 し方
の工夫
■適切 な音声
の配慮 を行
うことで、
子 どもの集
中力が高ま
る
■情報伝達の
工夫
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話す。
■語調 に変化
を与える
■発 間の役割
や種類、答え
の扱 い等 を
考慮する。
?
?
?
?
?
?
?
■黒板 の周 り
の整備 をす
る。
■文字や色等
に よる配慮
を行 う。
■罫線 で囲ん
だ リカ ラー
チ ョー クで
示 した り、
ア ンダー ラ
イ ンを引 く
等 して、配
慮する。
■図や グラフ
につ いて 明
確 に掲示す
る。
■子 どもた ち
を惹 きつ け
る こ とで、
理解 させ る
よ うに して
いく。
ノー トを取
りや す くす
るた めに、
板書 の構成
を行 う。
■板書の工夫
を行 うこと
で、授 業の
見通 しが持
ちやす くな
る。
■板書か らの
情報伝達の
工夫
?
?
?
■スケ ッチブ
ックに注 目
させ 、注意
を惹かせる
■ヒン トカー
ドや ワー ク
シー トの活
用
■授業 内容が
上手 くいく
ような教材
の工夫
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?
?
?
?
?
?
?
?
目的 に応 じ
た机 間支援
を行 う。
■効率 の よい
机 間支援 の
工夫
■ね らいを踏
ま えた支援
にする。
■板 書 を写す
た めの時 間
の配 慮 と保
障
日常生活 で
の視 覚化 の
掲示物 の工
夫
■特別支援教
育の観点に
立った授業
づ くり (指
導案 )
(教科)授
業に、特別
支援教育の
視点を取 り
入れる。
■特別支援教
育の視点か
ら教科学習
を再考 して
いく。
■子 どもたち
の見えやす
さに酉己庭:し
た教材・教
具の工夫
■1時間の授
業の中に視
覚・聴 覚・
運動感 覚的
な手立てを
いれた学習
指導案 の工
夫
■授業で、個
別の指導計
画に基づい
た指導 を行
う
■ユニバーサ
ルデザイン
を用 いた授
業方法の工
夫
■学習面 と生
活面のつま
ずきの支援
■言語面のつ
まず きの支
援
■運動 ・行動
面のつまず
きの支援
■情緒面 。心
理面のつま
ずきの支援
■校内の支援
体制 の整備
と障害理解
啓発を行う
?
?
?
?
?
。
?
?
■個別の指示
が しやすい
座席配置
■個の違いに
対応できる
授業づくり
■ユニバーサ
ルデザイ ン
の授業 に向
けた指導の
手立て を工
夫 して も、
十分理解で
きない子 ら
に対 し、個
に応 じた支
援を行 う。
■個別 の支援
計画 を盛 り
込んだ指導
案の作成
■気になる児
童の発見 と
把握・配慮
と支援
■個別 の指導
計画 の評価
の工夫
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上 の表 か ら、 ユ ニバ ー サ ル デ ザイ ンを用 い た 学 級 ・ 授 業 づ く り
の定 義 と理 論 につ い て述 べ て い く。
(1)定義 につ い て
表 102からわ か る こ と と して 、定義 に支 援 や 指 導 とい った面
や 教 科 教 育 を取 り入 れ て い る とい つた違 いが 見 受 け られ る。 と
い うこ とか ら、細 か い条 件 等 の設 定 が な く、 定 義 づ けが緩 や か
で あ る と思 われ た。 共 通 して い る部 分 と して は 、発 達 障 害 等 の
特 別 な教 育 的 ニー ズ の子 とい う限 定 で は な く、通 常 学級 に在籍
す る全 て の子 ども を対 象 と して い る こ とで あ る。 した が つ て、
ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学 級 0授業 づ く りの 定義 は 、以
下 の よ うにで き るの で は ない か と考 え られ る。
学 力 ・ 行 動 面 等 の優 劣 や 特 別 な ニ ー ズ の 有 無 に か か わ ら
ず 、通 常 学級 に在 籍 す る全員 の子 どもが『 楽 し く (興味 が持
て る )・ わ か る (理解 す る )・ 自 ら動 け る (行動 で き る )』 よ
うに工夫・配 慮 され た通 常学 級 にお け る学級・ 授 業 デ ザ イ ン
つ ま り、つ まず きの あ る子 ども・ 特別 なニ ー ズ を もつ 子 らに
とつ て過 ご しや す い学 級 や 分 か りや す い授 業 は 、健 常 の子 ども
た ち に とって も楽 し く過 ごせ る学級 、分 か りや す い授 業 で ある。
佐 藤 ら 37)は、「ュ ニバ ー サル デ ザ イ ンの 学級 ・ 授 業 づ く りが 目
指 す もの は、 つ まず き の あ る子 と もた ち に とつ て 、 ない と困 る
支 援 が 用 意 され て い る学 級 ・ 授 業 で あ り、 さ らに 、 つ まず きの
な い 子 ど もた ちに とって も、 あ る と便利 な支 援 が用 意 され てい
る学 級 ・ 授 業 で あ る とい え る」 と示 して い る。
これ らの こ とか ら整 理 す る と、 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ンの授業
づ く りとい うの は 、 LD、 ADHD、高機 能 自閉症 な どの発 達 障 害児
に対 して 、 どの よ うに指 導 す れ ば 、 また どの よ うな授 業 を行 え
ば 、 よ り効 果 的 に学 習 で き るか とい う点 に焦 点 を 当 てつ つ も、
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す べ て の通 常 学級 に在 籍 す る児 童 た ち もわ か る特 別 支援 教 育 の
視 点 を取 り入 れ た授 業 づ く りで あ る とい え る と考 え られ る。
(2)理論 につ い て
表 2からわ か る こ とは 、 見 通 しを持 つ た授 業 、全 員 が 参加 で
き る授 業 づ く りの 工夫 に力 を入 れ て い る こ とが 理解 で き る。 つ
ま り、 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りの 中で 、授 業
方 法 が とて も重 要 で あ る とい うこ とが推 察 で き る。ま た村 田 38)
は 特 別 支 援 教 育 の 導 入 に よ り、物 理 的 な環境 面 だ け で な く、教
育 理 念 や 教 育 方 法 と して のユ ニバ ー サル デ ザ イ ンの重 要 性 を指
摘 して い る。
した が って 、ユ ニバ ー サル デ ザ イ ンを用 い た学級 ・授 業形 態
で は 、1時間 の授 業 を時 間 の流 れ な どに よつて 見通 した 時 間の
構 造 化 、行 いや す い環 境 状 況 をつ くる場 の構 造 化 や 刺激 量 の調
整 、子 ど もに簡 潔・ 明瞭 ・ 的確 に伝 え られ る方 法 や ル ー ル の明
確 が挙 げ られ る。 そ して 学 級 や 授 業 課題 の遂 行 を助 け る教 材 や
環 境 の方 法 な どを用 い る こ とに よつて 、在 籍 す る一 定 の児 童 は
学 力 の底 上 げ を図れ る よ うに な っ て い る と考 え られ る。 そ の よ
うな方 法 を用 い る こ とに よ り、通 常学級 で も落 ち着 いて 学 習 が
で き る と考 え る こ とが で き る。
現在 、色 々 な学 校 現 場 な どにお い て 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン
の学 級 ・ 授 業 づ く りな どにつ い て 、多 く広 く研 究や 実践 が行 わ
れ る よ うに な って きて い る。 また特別 支 援 教 育 が培 って きた指
導 方 法 や 視 点 を取 り入 れ たユ ニバ ー サル デ ザ イ ンの授 業 づ く り
(授業 の ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン)に関す る文 献 や 書 籍 が 増 えて
き た よ うに思 われ る。
表 1から見 て分 か る よ うに 、研 究者 ・ 筆 者 に よっ て 、 学級運
営 の仕 方 、授 業方 法 や 内容 等 に違 い が あ る。 しか しなが ら、特
別 支 援 教 育 の視 点 を活 か した ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た も
の 、通 常 学級 に在 籍 す る児 童 た ち に とつ て 、「わ か る 。で き る授
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業 、 参 加 で き る 」 授 業 に し て い く と い う点 で は 共 通 な も の だ と
い う こ と が 理 解 で き る 。
一 般 的 に 行 わ れ て い る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た 学 級 ・
授 業 づ く りの ポ イ ン トは 、 以 下 の 通 りで あ る 39)。
・ 学級集 団 のポイ ン ト
■ 落 ち着 いて過 ごせ る学級集 団づ く り
① 授業 中の よい姿勢
② 授業 中の言葉 遣 いや発言 の仕方
③ 授業 中に不必 要 な音 を立て ない こ と
④ 友達 間の言葉 のルール
■ 間違 いや分 か らな さを否 定的 にみ ない よ うな学級集
団づ く り           |
■ 学 び方 の違 い を認 め合 える学級集 団づ く り
・ 教 室 0学習環境 づ く りのポイ ン ト
■ 教 室環境 の整備
① 黒板 の周 りをす っき りさせ る
② 授業用黒板 と掲 示用黒板 と分 け る
③ 授業 中は、余分 な刺激 を隠す
④ 授業 に必 要 な ものは片付 け る
■ 学習環境 の整備
① 持 ち物 の置 き場 を明示す る
② 個人 の持 ち物 の整理 の仕方 を明示す る
③ プ リン ト類 の整 理 の仕方 を指導 す る
④ 教材 の準備 の仕 方 を視覚的 に示す
・ 授 業 づ く りの ポ イ ン ト
■ 授 業 に 見 通 し が も て る よ うに す る
① l日の予定表 を示 して、予定を伝 える
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② 授業 の始 ま りと終 わ りをは つき りす る
③ その時間の授 業 の流 れ を伝 える
④ 作業や活 動 の手順 を黒板 に示す
■ 指 示・ 説 明 を分 か りやす い ものにす る
① 簡潔 で具 体 的 な指示 を 1つずつ 出す
②  「今 か ら大事 な こ とを言い ます 」「3つの こ とを言
います 」 の よ うに、前置 き して意識 づ け る
③ 指示 0説明 と子 どもの活動 をき ちん と分 け、その
配分 を考 える
④ 終 わ った ら何 をす るか をあ らか じめ伝 えてお く
■ 日で見 て分 か る手 がか りを用意す る
① その時間 の学習 の 「めあて」や 「学習 目標 」 のマ
ー クを用 い る
②  「大切 な ところ」や 「今 、 ここを学習 してい ると
い うところ」 をマー クや 目印 で示 す。
③ 作業や活 動 の手順 は消 さず に黒板 に残 してお くか
図表 で示す
■ 個 人差 を考慮 し、 この特性 に合 わせ た配 慮 をす る と
ともに、基礎 と発展 を明確 にす る
① 授業 の要 点 の記入欄 や答 えの数 だ け枠 が設 け られ
てい るな どのわか りやす い ワー クシー トを用 意す る
② 理解 の程度 に合 わせ た複数 の ヒン トカー ドを用意
す る
③ 学習や作業 が負 担 にな る子 には、学習 量や 作業方
法 に配慮す る
④  「全員 がす る問題 」「チ ャ レンジ 問題 」 の よ うに、
取 り組 む課題 の レベル をあ らか じめ示す
⑤ 早 くで き る子 に は、次 の課題 を あ らか じめ用意 し
てお く
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表 10表2とポ イ ン トか ら 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た
学 級 。授 業 づ く り と は 、 通 常 学 級 の す べ て の 子 ど も が 過 ご しや
す く学 級 、 わ か りや す い 授 業 だ け で な く 、 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ
を も つ 子 な ど が 困 つ た 時 に 必 要 な 支 援 が 用 意 さ れ て い る デ ザ イ
ン で あ り、 ま た つ ま ず き が 見 られ な い 児 童 に と っ て も 、 あ る と
便 利 な 支 援 が 用 意 され て い る デ ザ イ ン が 重 要 な 点 で あ る と い え
る の で は な い か と考 え る 。
次 章 で は 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た 学 級 ・ 授 業 づ く り
は 、 具 体 的 に ど の よ う な も の か 、 ま た 学 級 0授業 の ど の よ うな
場 面 で 取 り入 れ られ て い る か と い つ た こ と を 取 り上 げ て い き 、
示 して い く。
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第4章
ユニバーサルデザインを用いた
学級・授業づくりの実践例
第 1節 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学級 づ く りの実 践
教 室 な どのハ ー ド面や 教 材 ・ 教 具 、学 習 ・ 生 活 ル ー ル な どの ソ
フ ト面 の教 育 環 境 にお い て 、 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学 級
づ く りが行 われ て い る。 近 年 、 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ンの学 級・ 授
業 づ く りで のモ デ ル の 1つと して 、東 京 都 日野 市 の事 例 を示 し、
他 の 文 献 と比 較 して い く。
東 京 都 日野 市 の 学 校 に お い て 、
― サ ル デ ザ イ ン の 学 級 づ く りは 、
こ と が 行 わ れ て い る 40)41)。
こ れ ま で 実 践 さ れ て い る
以 下 の 表 (表 2)にあ る
?
?
?
?
?
?
?
?
?
日野 市 で のユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た学 級 づ く りの
実 践 例 (表2)
?
? 場 の 構 造 化
・ 教 室 の 物 の 置 く位 置 を 1つ1つ決 め る
・ 教 材 の 場 所 や 置 き 方 な ど が 一 日で わ か る よ う に 整 理 す る
・ 個 々 の 特 徴 に 合 わ せ た 座 席 の 位 置 に す る
Ⅱ.刺激 量 の 調 節
・ 気 が そ れ た り し な い 教 室 内 の 掲 示 物 に す る
・ 教 室 の 前 壁 は 、 必 要 最 低 限 な 掲 示 物 に 絞 る
・教 室 の棚 等 に は 目隠 しを し、余 計 な刺 激 に な らな い よ うに配
慮 す る
・教 室 内外 か ら刺 激 とな る よ うな騒 音 (水音 、机 の音 、廊 下 か
らの声)が入 らな い よ うに配 慮 す る
・ ち ょ つ か い を 出 す 、話 か け る な ど の 刺 激 し合 う子 を お 互 い 離
れ る よ う な 座 席 位 置 に す る
Ⅲ ル ー ル の 明 確 化
・ク ラ ス 内 の ル ー ル は シ ン プ ル で 誰 に で も 実 行 で き る も の に 設
定 す る
・ク ラ ス 内 で の 当 番 や 係 と い つ た 役 割 に つ い て の 行 動 等 分 か ら
な く な っ た 時 、手 順 表 や マ ニ ュ ア ル と い っ た 参 照 で き る も の
を 作 成 す る
・ 担 任 か ら ク ラ ス 内 の ル ー ル に つ い て の 確 認 、評 価 を 適 切 な タ
イ ミ ン グ で 行 う
Ⅳ.クラス 内 の相 互 理 解 の 工夫
・ 1人1人の 目標 につ い て 明確 に し、本 人 に伝 え一 貫 した指 導
を行 う
0助け 合 っ た り協 力 した りす る 場 面 を 意 図 的 に 設 定 す る
・ ク ラ ス の 状 況 や 方 向 性 に つ い て 、保 護 者 会 等 で 理 解 を 得 られ
る よ うな 説 明 を 行 う
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チ ェ ック リス ト (日野 市 教 育 委 員 会 ・小 貫,2010)を一 部 修正
上 図 か ら わ か る よ うに 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た 学 級 づ
く り に お い て は 、 場 の 構 造 化 、 刺 激 量 の 調 節 、 ル ー ル の 明 確 化 、
ク ラ ス 内 の 相 互 理 解 の 工 夫 の 4点が 重 要 で あ る と小 貫 0日野 市 42)
は 述 べ て い る 。
そ の 4点に つ い て 、 以 下 に 示 す 。
■ 場 の 構 造 化
学 習 に 必 要 な も の が あ る べ き 場 所 に あ る と 、 ス ム ー ズ な 学
習 活 動 へ と入 る こ と が で き る た め 、 す べ き 作 業 が 行 い や す い
環 境 や 状 況 を つ く り上 げ て 、 学 習 に 集 中 で き る よ うに す る こ
と で あ る 。
■ 刺 激 量 の調 整
教 室 内 の 日に は入 る もの 、耳 に入 る音 、 す べ て に敏 感 に反
応 して しま うADHDの子 に対 し、刺 激 とな る もの の排 除 を心が
け る。
■ ル ー ル の 明 確 化
参 カロ意 欲 が 高 く て も 、 参 加 す る た め の ル ー ル に 逸 脱 行 為 が
あ る と 、 結 局 は 不 参 カロと変 わ ら な い 評 価 と な る 。 した が っ て
自分 の 興 味 の あ る も の だ け で な く、 す べ て の 課 題 に 適 切 に 参
加 し て い く 姿 勢 を 育 て る た め に は 授 業 参 加 に 対 す るル ー ル を
明 確 に し て い く こ と が 重 要 と な る 。
■ ク ラス 内の相 互 理 解
特 別 なニー ズ を持 つ 子 へ の配 慮 には 、本 人 の直 接 的 な励 ま
しや 応 援 と同時 に、周 囲 の子 や ク ラス全 体 に理解 を促 す こ と
も必 要 とな る。 そ の た め に発 達 障害 の あ る子 を受 け入 れ る学
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級 風 土 が あ る か が 授 業 に も 影 響 して く る 。
花 熊 43)は、「学 級 づ く りで必 要 な もの は 、教 室 の刺 激環 境 の整
備 と子 ど もた ち に とって何 を ど うした らよい か が わ か りや す く、
動 きや す い 学 習 環 境 をつ くる こ とで あ る」 と述 べ て い る。
通 常 学 級 内で は、様 々 な掲 示 物 が貼 って お り学 級 文 庫 や 飼 育水
槽 、児 童 の作 品や教 材 0教具 な ど置 かれ て い る。 これ らは教 室 の
雰 囲気 を 明 る くす る もの で あ る。 しか しつ まず き の あ る児 童 に と
つて は注 意 の集 中 を妨 げ た り、 い ま何 が重 要 な情 報 か とい うこ と
が分 か りづ ら くな る妨 害刺 激 とな り うる こ とも多 々 あ る。 したが
つて 通 常 学 級 で環境 刺 激 の量 を考慮 し、余 分 な刺 激 を減 らす こ と
をす る方 法 を行 う。 ま た必 要 に応 じて カー テ ンで 隠す とい つた こ
とで 、つ まず きの あ る児 童 らが 重要 な情 報 を認 識 し注 意 を持 続 さ
せ て い く方 法 が必 要 で あ る こ とが考 え られ る。
つ まず きの あ る児 童 らは 、一 日の ス ケ ジ ュー ル や係 な どの活動
内容 を き ち ん と把 握 す る こ とが難 しい と思 われ る。 そ こで 、1日
の ス ケ ジ ュール や係 活 動 の手 順 、持 ち物 や 置 き場 所 や 片づ け方 、
教材 の準備 や整 理 の仕 方 が一 日見 て分 か る よ うな わ か りや す い教
室 で あ る と、教 師 が何 回 も指 示 を出 さず に子 ど もた ち はス ムー ズ
に動 け 、整 理整 頓 や 学 習 準備 が 苦 手 な児童 に とっ て も大変 助 か る
もの とな る。 した が つて 、動 きや す い学 習 環境 をつ くる こ とも大
切 で あ る と考 え る。
学 級 づ く りは 、環 境 を整 えれ ば よい とい うもの で は な く、集 団
で の 学 級 な の で 、集 団づ く りも必 要 で あ る と思 われ る。
ま た佐 藤 44)は、学級 環 境 だ け で な く、以 下 の よ うな 学級 の集 団
づ く りも必 要 で あ る とい うこ とを述 べ て い る。
■ 落 ち着 い て過 ごせ る学 級集 団づ く り
通 常 学 級 に在 籍 して い るす べ て の子 どもた ちが
｀
、落 ち着 い
た 学 校 生活 を送 るた め に は 、学 級 にお い て 次 の よ うなル ール
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が 明 示 され 、 一 人 ひ と りの 子 ど も が ル ー ル を 意 識 して 、 身 に
つ け る 必 要 が あ る 。
①  授 業 中 の よ い 姿 勢
よ い 姿 勢 は 、 正 し く座 り人 の 話 を 聞 く 力 や 学 習 に 集 中 す
る 力 の 身 体 的 な 基 礎 と な る。
② 授 業 中の言 葉 遣 いや 発 言 の仕 方
授 業や 生活 等 の場 面 で の言 葉 づ か いや 発 言 の仕 方 を指 導
し、教 師 も授 業 中に丁寧 な言 葉 遣 い をす る こ とは、子 ども
た ち に授 業 が 「パ ブ リックな場 面 」 で あ る意識 とい うもの
を形 成 す る。
③ 友 達 間 の言 葉 のル ー ル
相 手 に対 して の批 判 や 中傷 な ど とい つ た「ち くち く言葉 」
を使 わ な い とい うル ール を徹 底 す る。
■ 間違 いや 分 か らな さを否 定 的 にみ ない 学 級 集 団づ く り
個 に応 じた支援 の 土 台 とな る学 級 づ く りにお い て大 切 な も
の の 一 つ と して 、友 達 の 間違 いや 分 か らな さを否 定的 にみ な
い学 級 集 団 をつ くる こ とで あ る。 分 か らな い こ とや 間違 い が
悪 い こ とで も恥 ず か しい こ とで もな く、人 は進 歩 や 0成長 し
て い くの だ とい う見 方 が学 級 全 体 で共 有 され て い る こ とで、
子 ど もた ち は分 か らない こ とや 間違 い を恐 れ な くな る 、友達
の分 か らな さや 間違 い を否 定 的 に見 な くな る。「分 か らない こ
とが分 か るの は素 晴 ら しい 」「間違 え る こ とか ら学 び は始 ま る
とい つた言 葉 を学級 全 体 に浸透 させ る こ とは 、雰 囲気 をつ く
る上 で役 に立つ 。
■ 学 び方 の違 い を認 め合 え る学級 集 団づ く り
授 業 で は 、難 易度 の異 な る学 習課 題 や複 数 教 材 を通 常学級
のす べ て の子 どもた ち に用 意 し、子 どもた ちが 自分 に合 った
もの を 自己選 択 で き る よ うに してお く と、「一 人 ひ と りに応 じ
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た 学 び 方 が あ っ て よ い 」 こ と を 子 ど も た ち が 理 解 す る 上 で 役
に 立 つ 。
これ らの よ うに、 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た学 級 づ く りの
事 例 を通 し、特 別 な教 育 的 ニー ズ を もつ児 童 だ けで な く、通 常学
級 に在 籍 す る全 て の児 童 に対 して の配 慮や 有効 的 な学 級 環 境 づ く
りや 温 か い 人 間 関係 が築 け る よ うな学級 集 団づ く りを行 うこ とが
必 要 で あ る と思 われ る。 そ うす る こ とで 、居 心 地 の よい学 級 の場
とな り、 さ らに は安 心 して学校 生活 が送 れ る学 級 の場 とな る と考
え られ る。
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第 2節 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た 授 業 づ く り の 実 践
第 1節は 学 級 づ く りの 実 践 を 示 した が 、 第 2節で は 、 東 京 都 日
野 市 の 学 校 で 実 践 さ れ て い る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 授 業 づ く り
に つ い て 記 し て い き た い 。 そ の 授 業 づ く りの 実 践 例 に つ い て は 、
以 下 の 表 (表3)の通 りで あ る 45)46)
日野 市 で の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た 授 業 づ く り
(指導 方 法)の実 践 例 (表 3)
?
? 時 間 の 構 造 化
・ 授 業 の 始 め に 、内 容 の 進 め 方 に つ い て 全 体 的 な 見 通 し を 提 示
す る
・ 授 業 の 流 れ の 中 で 、今 、何 が 行 わ れ て い る か わ か る 工 夫 を す
る
・時 間割 の変 更 な どにつ い て 、で き るだ け早 く伝 え られ る工 夫
をす る
・ (タイ マ ー な ど を 活 用 し て)作業 な ど 時 間 の 区 切 りが 分 か る
よ う な 工 夫 を す る
Ⅱ.情報 伝 達 の 工夫
・ 指 示 ・ 伝 達 事 項 は 聴 覚 的 (言語 )だけ で な く 、視 覚 的 (板書 )
に 提 示 す る
・抽 象 的 な表 現 、あ い ま い な表 現 をで き るだ け避 け 、具 体 的 な
表 現 に置 き換 え る工夫 をす る
・ 大 事 な こ と は メ モ させ る 、メ モ を 渡 す な ど 、記 憶 に 負 担 が か
か ら な い 方 法 に つ い て 工 夫 す る
Ⅲ .参加 の 促 進
・ 分 か ら な い こ と が あ っ た 児 童 が 、担 任 か ら の 助 言 を 受 け や す
い 環 境 の 工 夫 を 行 う
ど の 児 童 で も 発 表 で き る機 会 を も て る よ うな 工 夫 を 行 う
・ 1つの 課 題 が 終 わ つ て も 、次 の や る べ き 課 題 が あ る よ う に 準
備 を して お く
・ 集 中 が 持 続 で き る よ う に 、課 題 内 容 や 取 り組 み 方 も 少 しず つ
変 化 を も た せ る
Ⅳ 。 内容 の構 造 化
・ (ワー ク シー トな どを活 用 して)学習 の進 め方 、段 取 りが分
か りや す くな る よ うな工 夫 を行 う
・課 題 につ い て で き る限 り学 習 内容 の細 分 化 (スモ ール ス テ ッ
プ化)を行 う
・授 業 が ス ムー ズ に な る よ うに毎 回 の進 め方 に あ る程 度 のパ タ
ー ン化 を導 入 す る
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日々 、通 常 学 級 で特別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ 児 童 らを含 む すべ
て の児 童 に 、「興 味 が持 て 、わ か る、楽 しい 授 業 」を 目指 して い く
に は 、 特別 支援 教 育 の視 点 を取 り入 れ たユ ニバ ー サル デ ザ イ ンの
授 業 の実 現 が必 要 で あ る と考 え る。
小 貫 47〉は授 業 づ く りの重 要 な点 と して 、時 間 の構 造 化 、情 報伝
達 の 工 夫 、参加 の促 進 、 内容 の構 造 化 の 4点を示 して い る。
■ 時 間 の 構 造 化
(授業)時間 の 流 れ を ス ケ ジ ュ ー ル とい っ た 時 系 列 の 形 で
示 し て 見 せ る よ うな 配 慮 を 行 う こ と に よ つ て 、 こ れ か ら先 に
何 か あ る の か に つ い て の 見 通 し が 持 て る よ う に な る。 特 に 高
機 能 自 閉 症 の あ る 児 童 に と つ て は 、 配 慮 に よ り落 ち 着 い て 学
習 参 力日が で き る よ う に な る こ と が 多 い 。
■ 情 報伝 達 の 工夫
学 習 上 つ まず きが 生 じる部 分 と して は、 日か ら入 つ て くる
事 柄 の情 報 処理 で あ る視 覚 認 矢日、 耳か ら入 つ て くる事柄 の情
報 処 理 で あ る聴 覚認 知 、入 つて きた情 報 を保 持 してお くこ と
の記 憶 等 あ る。 この よ うな認 知 の偏 りの特 徴 が あ る児 童 に対
し、 情 報 が色 々 な感 覚 か ら入 る よ うに工夫 す る多 感 覚 刺 激 と
い う方 法 が有効 で あ る聴 覚 も視 覚 も使 え る よ うに情報 を提示
した り、 さわ る とい つ た触 覚 な どを活 用 した りす る こ とも大
切 で あ る。
特 に意 識 す るの は 、情 報 の視 覚化 で あ り、板 書 以外 に写真
や 映 像 を使 うこ とや 書 き込 み な どに色 を用 い る こ とで 、広 く
バ リエ ー シ ョン を も つて 工夫 が で き る。 そ れ は聴 覚 情 報 とは
違 い 消 えて い か ず 、発 達 障 害 を もつ児 童 の安 心感 につ な が る
点 に あ る。
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■ 参 加 の 促 進
発 達 障 害 の あ る 児 童 ら に と つ て は 、 学 校 内 は 理 解 で き な い
こ と が あ ふ れ て い る 場 所 で あ る 。 これ が 起 き な い よ う に す る
の は 難 しい こ と で あ る 。 だ が 分 か ら な い こ と が あ つ た 時 に ど
う し た か よ い か と い つ た 方 法 は 教 え られ る 。 そ う言 つ た 点 が
重 要 と な る 。
彼 らの「 わ か ら な さ 」、「で き な さ」は 、認 知 の 偏 りや 多 動 、
対 人 意 識 等 か ら の 特 有 の 障 害 か ら生 じ る。 子 ど も た ち に 対 し
て 、 障 害 そ の も の を 変 え る 要 求 を す る こ と は で き な い 。 しか
し な が ら 、 彼 ら の 障 害 か ら く る ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ は 減 らす こ
と が で き る 。
し た が っ て 、 ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 減 らす た め の 努 力 が で き
る 環 境 の 用 意 と 「分 か る 」 た め に 、 ど の よ うな 工 夫 ・ 方 法 を
とれ ば よ い か を 体 得 させ て あ げ る こ と が 大 切 で あ る。
■ 内 容 の 構 造 化
1つ 1つ｀の こ と を 理 解 し な が ら、 全 体 の 理 解 が つ な が る よ
う に す る に は 、 授 業 全 体 が 論 理 的 に つ な が り を も つ て い る こ
と が 必 要 と な る 。 つ ま り、 授 業 内 容 の 構 造 が 明 確 で あ る とそ
の 中 に 参 加 して い る 子 ど も の 理 解 は 支 え られ る 。 こ の よ うな
構 造 化 の 視 点 は 、 特 に 高 機 能 自 閉 症 の あ る 子 へ の 基 本 的 対 応
に な る 。
花 熊 48)は、ュ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た 授 業 づ く りの ポ イ ン
トと し て 、 以 下 の こ と を 示 し て い る 。
■ 教 室 が 整 理 整 頓 され て い る こ と
子 ど も た ち が 学 習 す る 教 室 前 方 の 黒 板 の 上 ・ 両 サ イ ドに
様 々 な 興 味 深 い 掲 示 物 が 貼 つ て あ る と 、 授 業 に 集 中 で き な い
子 ど も の 中 に 、 今 注 目 し な け れ ば な ら な い 板 書 の 内 容 以 外 の
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も の に 注 意 が 向 い て し ま う こ と が あ る 。 ま た そ の 子 に と つ て
気 に な る 掲 示 板 が あ れ ば 、 そ こ か ら 目 を 離 す こ と が で き な い
場 合 も あ る 。 余 分 な 刺 激 を で き る だ け 少 な くす る こ と で 、 教
室 前 方 の 黒 板 周 りは 、 授 業 に 関 係 の あ る 情 報 だ け に す る こ と
が で き る 。
ま た 教 室 の ど こ に 何 を 置 くか を 分 か りや す くす る こ と も必
要 で あ る 。 宿 題 や 連 絡 帳 、 家 庭 か ら の 手 紙 等 の 提 出 物 置 き 場
を 決 め て お く こ と で 、 活 動 の 準 備 が ス ム ー ズ に い く。 授 業 に
関 係 あ る フ ァ イ ル や 道 具 類 の 置 き 場 も 明 確 に し て お く と 、 子
ど も は 片 付 け や す い 。 担 任 に と つ て も 授 業 に 必 要 な も の が す
ぐ に そ ろ い 、 授 業 が ス ム ー ズ に 進 め られ る 。
さ ら に 子 ど も の 机 の 中 を 整 理 す る 時 間 を 設 定 す る こ と に よ
つ て 、 子 ど も た ち は 自分 な りに 片 づ け る こ と が で き 、 落 し物
や 物 を 無 くす こ と が 少 な く な る 。
■ 生 活 の 見 通 し を も た せ る
「い つ 、 ど こ で 、 何 が あ る 」 が 曖 味 だ と 、 不 安 に な る 生 活
の 見 通 し が つ く も の や 1日の 時 間 割 な ど も 教 室 に 提 示 して お
く だ け で な く、 教 科 と 内 容 を 毎 日書 い て お く と安 心 で き る。
や む な く 時 間 割 変 更 が 出 て き た 場 合 は 、 色 を 変 え て 書 く等 を
し て 、 子 ど も た ち に 分 か りや す く提 示 して 知 らせ る と 、 変 更
が 苦 手 な 子 も受 け 入 れ や す く な る。 ま た 1時間 の 授 業 や 単 元
の 流 れ な ど も 掲 示 す る と 、 主 体 的 に 学 習 が 進 め られ る 。
■ 子 どもた ち に正 しい 姿 勢 を意識 づ け る
授 業 に集 中で きな い 子 ど もの様 子 を見 て い る と、筋 力 の問
題 もあ るか も しれ な い が 、 どの よ うな姿 勢 が望 ま しい のか子
ども 自身 、理解 で き て い な い場 合 が あ る。 立 つ 時 や座 る時、
聞 く時 の 姿 勢 な どを意 識 づ け る こ とが 大切 で あ る。 した が っ
て 、 よい 姿勢 で 学 習 に臨 む こ とで 、授 業 へ の集 中 と学 習 態度
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の 形 成 に つ な が る 。
■ 教 員 は て い ね い な 言 葉 を 使 う
子 ど も た ち と 一 緒 に 遊 ぶ 時 、 一 緒 に 給 食 や 掃 除 の 生 活 活 動
に 取 り組 む とい つ た 会 話 と授 業 中 で の や り と り と は 別 の も の
と考 え て い る。 授 業 中 は パ ブ リ ッ ク な 時 間 で あ る とい う意 識
を 持 た せ 、 教 員 も言 葉 づ か い を 意 識 す る べ き で あ る
■  「話 す ル ー ル 」 を確 立 す る
話 して は い け ない 場 面 で は、勝 手 に話 さない とい う 「話 の
ル ー ル 」 をつ くって い く。 話 して よい 時 と話 して い け ない時
を子 どもた ちに意識 づ け る こ とが必 要 とな る。 指 名 され てか
ら発 言 す るな どのル ー ル も必 要 で あ る。
ま た人 の気持 ち を考 えた 「ち くち く言葉 」 や 「ふ わ ふ わ言
葉 」 の学 習 も授 業 と して行 い 、 明示 してお く とよい。
■ 授 業 の 始 め と終 わ り を は つ き り させ る
1時間 の 授 業 は 、チ ャ イ ム で 始 ま リチ ャ イ ム で 終 わ る 。「チ
ャ イ ム 着 席 」 と い う言 葉 が あ る よ うに 、 チ ャ イ ム が 鳴 っ た ら
席 に つ い て 授 業 の 準 備 を す る よ うに 、 時 間 の き ま りを 子 ど も
も 教 員 も 守 っ て い く。 ま た 授 業 の 始 め ・ 終 わ りの 気 持 ち の 切
り替 え を し つ か りす る た め に も 、 体 の 姿 勢 を 意 識 して 、 教 員
と視 線 を 合 わ せ 、 始 め 終 わ りの あ い さ つ は き ち ん とす る こ と
が 大 切 で あ る。                    '
■ 指 示 の 出 し方 を 具 体 的 に す る
子 ど も た ち に 指 示 を 出 す 場 合 、「何 を 、ど の よ う に す る の か 、
ど う し た ら終 わ りな の か 」 を 明 確 に す べ き で あ る 。 簡 潔 で 具
体 的 な 指 示 を 1回に 1つだ け 出 す と い う よ うな 指 示 が よ い 。
「大 切 な こ と を 言 い ま す 」「こ れ か らす る こ と を 言 い ま す 」と 、
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前 置 き し て 意 識 づ け る こ と も 効 果 的 で あ る 。
■ 指 示 0説明 と子 ど も の 活 動 を 分 け る
多 く の 子 ど も た ち は 、 説 明 を 聞 き な が ら活 動 す る こ と は 難
し い 。 活 動 や 作 業 の 途 中 で 指 示 を 出 す 場 合 は 、 い っ た ん や め
させ て 聞 く環 境 に させ て か ら行 わ せ る 。 そ の 際 に 指 示 ・ 説 明
と活 動 0作業 の 授 業 の 割 合 を 考 え 、 メ リハ リ を も た せ る こ と
が 必 要 で あ1る。
■ 発 表 す る 子 に ク ラ ス 全 体 が 注 目す る 環 境 を 整 え る
教 員 の 話 だ け で な く 、 子 ど も の 発 表 も し つ か り 聞 か せ る。
人 の 話 を 聞 く 時 は 、「体 を 向 け て 最 後 ま で 聞 く 」な ど の 点 を指
導 す る 。「わ か ら な い 」と い え る こ とや 間 違 っ て も 大 丈 夫 で あ
る こ と を 常 に 伝 え て い く。
■ 視 覚 的 な手 が か りを示 す
「め あて 」 を示 す マ ー ク、大切 な所 を示 す マ ー ク、「いま」
「こ こ」 を学習 して い るマ ー ク な どは 、毎 時 間使 用す る もの
で あれ ば ラ ミネ ー トしてお くと、頻 繁 な使 用 に耐 え られ る。
い つ で も出 て くるマ ー クな ので子 どもた ち は安 心 で き る。
■ わ か りや す い ワー ク シー トを用 意 す る
授 業 の要 点 を ま とめや す くす るた め に、 ワー ク シー トは よ
く使 われ る。 ワー ク シー トを見れ ば、 そ の 時 間 に何 を どの よ
うに学 ん だ のか の振 り返 りがで き る。 ワー ク シー ト作 成 時 に
は 、答 えて ほ しい答 えの数 だ け枠 をつ くる な どの 工夫 も必要
で あ る。 授 業 後 の ワー ク シー トは、 フ ァイ ル に と じる、 ノー
トに貼 るな どの作 業 の た め の時 間 も しつか り取 る よ うにす る。
ま た ノー トの書 き方 も しつか りと指 導す る必 要 が あ る。 支
援 の必 要 な子 ど もほ どマ ス を意 識 で き な くて 、整 然 と書 くこ
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とが で きず 、か え つて計 算 間違 え等 を起 こす た め 、 ど うい う
状 態 が 自分 で は分 か らな い こ とが あ る。
■ 子 ど も の 個 人 差 を 考 慮 し、 基 礎 と発 展 を 明 確 に す る
ヒ ン トカ ー ドを 用 意 して お い て 、 必 要 な 児 童 に は 自 分 で 選
択 させ る 。 教 員 が 初 め か ら 手 渡 す の で は な く 、 誰 が 使 つ て も
よ い と い う設 定 に し て お く と抵 抗 感 が 少 な い 。
内 容 に よ っ て は 量 を 減 ら した り、 作 業 方 法 を 変 え る な ど し
て 個 別 に 言 葉 が け を 行 う場 合 も あ る 。に こ ま で は 全 員 の す る
時 間 」「こ こ か ら先 は チ ャ レ ン ジ 問 題 」の よ う に 知 らせ て お い
た り 、 早 く 終 わ つ た 子 ど も に は 、 次 の 課 題 を 用 意 して お い て
も よ い 。
した が っ て 、 ユ ニバ ー サ ル デ ザイ ンを用 いた授 業 づ く りは、子
ども に とって分 か りや す く、活 動 しや す い 教 室・環 境 を用 意 し様 々
な視 覚 的 な手 が か りを用 い て 、 子 ど もが見 通 しを もつ て活 動 して
い く こ とが望 ま しい と考 え る。 特別 な教 育 的 ニ ー ズ を もつ た児童
に とって は 「な い と困 る支 援 」 で、他 の児 童 に も 「有 効 な支 援 」
を、 学級 の実 態 や 教 科 の特 性 、 指 導 場 面 な どに合 わせ て工 夫 して
い く こ とが大 事 で あ る と考 え る。
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第 3節 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た そ の 他 の 指 導 ・ 支 援
第 1節で は ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た 学 級 づ く り を 、 第 2
節 で は 授 業 づ く り を 示 し た 。
学 級 づ く りや 授 業 づ く りだ け で な く 、 日野 市 ・ 小 貫 49)50)は、気
に な る 児 童 に 対 して の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 発 想 に よ る 個 別 的
配 慮 に つ い て 示 して い る (表 4)。
日野 市 で のユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く り
(指導 方 法)の実 践 例 (表4)
I。 つまず き全般
・ 個 別 の 指 導 計 画 作 成 され て い る 児 童 に 対 し 、基 づ い た 指 導 を
充 分 に 行 つ て い く
Ⅱ 学 習 の つ ま ず き
・ 教 科 内 容 に つ い て 習 得 され て い る 学 年 レベ ル 、 ミ ス の 仕 方 に
つ い て 把 握 す る 工 夫 を す る
・つ ま ず き が 起 き は じ め て い る と こ ろ に 戻 つ て (下学 年 対 応 の )
学 習 で き る 機 会 を 用 意 す る
・ 通 級 な ど の 学 級 以 外 の 指 導 の 場 を 利 用 し て い る 場 合 、情 報
教 材 の 共 有 を し て い く
Ⅲ 。 社 会 性 の つ ま ず き
・そ の 子 な り に 参 加 で き る 学 級 や グ ル ー プ と い っ た 集 団 づ く り
を 作 る
・集 団 に参カロで き るた め の言 葉 が けや 挨 拶 の仕 方 な ど とい つた
本 人 に応 じた ス キル を個 別 に教 え る機 会 を作 る
通級 指 導 教 室 等 の小集 団指 導 の参加 機 会 を作 る
Ⅳ 。 注 意 の つ ま ず き
・集 中 が途 切 れ た 時 や じっ と して い られ ない 時 に、ど うす るか
な どの具 体 的 な行 動 の仕 方 を本 人 と約 束 す る
・ 授 業 内 容 を 聞 く ば か りで な く 、 具 体 的 な 活 動 を 取 り入 れ る
V。 言 葉 のつ まず き
・子 ど も に 質 問 な ど を し て 、指 示 内 容 が で き て い る か 確 認 す る
指 示 理 解 の弱 い子 に対 し、個 別 に説 明 をカロえ る よ うにす る
0言葉 だ けの説 明 で理 解 で き な い子 に は 、絵 や 図 な どを使 つ て
補 う
0説明す る こ とに苦 手 な子 に対 し、時 々時 間 をか けて ゆ っ く り
聞 い て あ げ る よ うにす る
Ⅵ .運動 の つ ま ず き
・手 先 の不器 用 さ、運 動 の苦 手 さか ら学 習 参加 の拒 否 な どが起
き な い よ うに気 を付 け る
Ⅶ.情緒 の つ まず き
1日の 中 で ほ め ら れ る 場 面 作 り を 行 う
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・ 得 意 な こ と が 発 揮 で き る 活 動 を 時 々 入 れ る
0本人 の 成 長 して い る 点 に つ い て 、時 々 本 人 に 伝 え る よ う に す
る
0学校 生 活 の 中 で 苦 に し て い る こ と な ど に つ い て の 訴 え を 聞 く
機 会 を 作 る
・学 校 が好 き に なれ る こ とを一 緒 に探 した り、提 示 した りす る
学級 づ く りや 授 業 づ く りに も関係 す るが 、 ま た個 に応 じた もの
と して 、 そ の他 の指 導 や 支 援 を挙 げ た。他 に も さま ざまな指 導や
支援 とい っ た ものが あ る。 全員 参加 を促 す 指 導 技 術 と して 廣瀬・
桂 51)は、 以 下 の よ うに記 して い る
■ 即 時 的 に参加 を促 す 指 導技 術
① 表 現 せ ざ るを得 ない 状 況 をつ く る
表 現 しな くて は い け な い とい う緊 張 した環 境 をつ く り、
緊 張感 を もたせ る こ とが必 要 で 、 ノー トに書 く、指 や 手 で
示 す 、動 作化 す るな どを発 言 の一種 だ と と らえ 、表 現 方法
を多 様 にす る こ とが重 要 で あ る。
② 友 達 のモ デ ル 発 言 を教材 化 す る
全 員 が共 有 で き る よ うに、友 達 の モデ ル 発 言 を教 材 化 す
る指 導技 術 が必 要 で あ る。 わ か る とい うの は 、 友達 の発 言
の意 味 を 「解 釈 」 して 説 明 で き る こ とで あ る。 そ の た め 、
「わ か らない」 と正 直 に言 う子 た ち に対 し、意 味 が わ か る
子 が説 明す る こ とで 、緊 密 な 関係 の 中で 、 本 当 の伝 え合 い
が で き る。 そ の た めモ デ ル 発 言 を 「再 現 」「解 釈 」「想 像 」
「再 構 成 」 と分 けて い け る よ うに、 子 ど もの発 表 を教材 化
す る指 導 技術 が必 要 とな る。
した が っ て 、 そ の他 の指 導・ 支 援 は特別 な教 育 的 ニ ー ズ を もつ
た児 童 だ け で な く、他 の児 童 に とつ て も有 効 な支 援 が 配 慮 され る
よ うに しな くて は な らな い もの だ とい つて よい と考 え られ る。
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第 4節
ユ ニバ ー サ ル デザ イ ン を用 い た学 級・ 授 業 づ く りに お け る考察
ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学 級 づ く りで は 、学 習・ 生活 上
のル ール や 座 席 、掲 示 物 な ど とい っ た配置 や 刺 激 の除 去 とい つた
環 境 的 な もの が挙 げ られ た。 ま たユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 いた
授 業 づ く りで は 、見 通 しが持 て る授 業 の形 態や 発 間 の 工夫 、板書
の 工夫 、ワー ク シー トな ど とい っ た教 授 方 法 や教 材 が 挙 げ られ る。
そ の な か で 、学 習 内容 や 授 業 に よる指 示 の 内容 が わ か りに くい と
き に は 、 イ ラス トな どを用 い る こ とに よつ て、視 覚 的 に理 解 で き
る よ うに支 援 す る こ とも奨 励 され て い る。 また 、聴 覚 的 な情 報 を
一 時 的 に保 存 してお く記 憶 で あ る ワー キ ン グメモ リに 困難 の あ る
LD児な どの発 達 障害 児 の 特性 を意識 した もので あ る。こ う した支
援 をす る こ とに よつ て 、教 室 に い るす べ て の子 ど もが 、考 え方 の
道 筋 づ け が で きや す くな り、授 業 が理解 しや す くな る と考 え られ
る。
さ らに他 の指 導 0支援 と して 、 自己肯 定 感 が 高 ま る温 か い言葉
が けや 指 示 とい つた個別 の支 援 の 出 し方 、 グル ー プ学 習 とい った
集 団 活 動 が挙 げ られ る。
近 年 、授 業 の 改善 にう い て 、 例 え ば、一 単位 時 間 の 学習 活 動 を
い くつ か のユ ニ ッ トに分 けて展 開す る授 業 計画 、授 業 の流 れ の見
通 しが持 て るた めの提 示 方 法 の 工夫 、視 覚 また は聴 覚 優 位 な ど児
童 。生 徒 の認 知 特性 を考 慮 した 学 習 方 法 の 工夫 、 見 や す い板 書 の
工夫 な ど、様 々 な形 で 、 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン に よる授 業 づ く り
の 工夫 が 、行 われ て きて い る。
柘 植 52)は、特 別 支 援 教 育 の これ ま で の成 果 を授 業 の構 成 や 指示
の 出 し方 、褒 め方 、 叱 り方 、机 間指 導 、板 書 、教 室環 境 の整 備 と
い つ た どの教科 にお け る指 導 で も共 通 して 求 め られ る事項 の工夫
と整 理 や 障 害 特 性 や つ まず きの 背景 か ら適 切 な指 導 を 工夫 す る取
り組 み 、特 別 支 援 教 育 の視 点 に よる学級 崩 壊 か らの改 善や 予 防的
な取 り組 み な どにま とめ て い る。
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し た が っ て 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を 用 い た 学 級 ・ 授 業 づ く り  、
は 、 今 後 、 小 学 校 通 常 学 級 に お い て 、 今 ま で 以 上 に 多 く の 実 践 が
行 わ れ て く る と 思 わ れ る 。
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第5章
ユニバーサルデザインを用いた
学級・授業づくりの課題と着眼点
第 1節 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りの課題
第 3章で 、ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た学 級 0授業 づ く りの
事 例 を述 べ て きた。 そ の実 践事 例 か ら、今 後 の小 学校 通 常 学級 で
のユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学 級 づ く りや 授 業 づ く りが な さ
れ て い く こ とは 、 とて も重 要 で あ る とい うこ とが理解 で き た。
しか しな が ら、 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ンを用 い た授 業 づ く りをお
こな って い った と して も、通 常 学級 に在 籍 して い るす べ て の児童
が有 効 で あ る とはい えな い。ま た、吉 本 53)は「ュ ニバ ーサ ル デザ
イ ン の授 業 の指 導・ 手 立 て を工夫 した と して も、 十 分 に理 解 で き
ない子 ど もに は 、個 に応 じた支 援 を考 え る必 要 が あ る」 と示 して
い る。
つ ま り、通 常 学級 に在 籍 す る児童 は、特 別 な教 育 的 ニー ズ を持
つ児 童 や 配 慮 を要 す る児 童 らを含 め 、多種 多様 で あ る。 した が つ
て 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た 学級・ 授 業 づ く りで は 、 わか
りに くい環 境 や 努 力 して もで き ない 学 習状 況 な ど とい った 課題 が
起 き て く る と考 え られ る。
ま たユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た学級 ・授 業 づ く りとい うの
は 、通 常 学 級 の教 育 実 践 を大 き く変 えてい くよ うな可 能性 を秘 め
て い る もの で あ る。 しか しなが ら、 た だ行 つて い く とす る場 合 で
は 、従 来 の通 常 学級 の授 業 ス タイル で あ る一斉 授 業 を よ り効 果 的
に提 供 す るた め の単 な るテ クニ ック とい う位 置 付 け に とどま って
しま う危 険性 もあ るので は ない か と推 測 され る。 ま た ユ ニ バ ーサ
ル デ ザ イ ン を用 い た 学級 0授業 づ く りが こ うした実 践 改革 に とど
ま る もの で は な い と した ら、今 後 は 国際 的 な学 習 論 ・ 学力 論 やイ
ン クル ー シ ブ教 育 実 践 の理 論 0方法 に 関す る議 論 を踏 ま え、授業
づ く りの 中 に他 者 との協 同性 を どの よ うに含 み 込 む こ とが で き る
の か ど うか につ い て 、教 育方 法 学 的 に検 討 す る必 要 が あ るのでは
な い か と述 べ て い る。
つ ま り、 ユ ニバ ー サル デ ザイ ンを用 い た 学級 ・ 授 業 づ く りは単
な る一 斉 授 業 で は な く、特 別 な教 育 的 ニー ズ を もつ 児 童 らを含 め
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た個 に応 じた指 導・ 支援 を含 め た もの と した授 業 形 態・ 授 業 づ く
りに して い く必 要 が あ る と考 え られ る。
第 2節で は 、ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た 学 級 ・ 授 業 づ く り
と個 に応 じた指 導 ・ 支援 につ い て 、 さ らに は、個 に応 じた指 導・
支援 につ い て述 べ て い き たい。
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第 2節 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りと
個 に応 じた指 導・支 援 につ いて
特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ 児 童 を含 む通 常学 級 に在 籍 す るすべ
て の 児童 が わ か る よ うな学 級 環 境整 備 、誰 にで もあ る とよい授業
方 法 や 支 援 な ど とい った ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た学 級 0授
業 づ く りで あ るが 、村 田 ら 54)は、「心 的 0物的環 境 を整 えな が ら、
これ ら と並行 して個 別 的 な支援 が行 われ る のが 望 ま しい」 と述ベ
て い る。 した が って 、ユ ニバ ー サル デ ザ イ ンの 学 級 ・ 授 業 づ く り
の な か に 、個 別 な指 導・ 支 援 を含 め て い く こ とが 大切 で あ る と考
え られ る。 ま た今 後 のイ ン クル ー シ ブ教 育 の流 れ で は 、ユ ニバ ー
サル デ ザ イ ン を用 い た学 級 ・ 授 業 づ く りは 不 可欠 な もので あ る と
考 え られ る。
個 に応 じた指 導や 支 援 と して 、手 が か り とな るの が 、 自立活動
と合 理 的 配 慮 で あ る と思 われ る。
特 別 支 援 学校 学 習 指 導 要 領 自立活 動 編 55)にお い て 、国際 生活機
能 分 類 (ICF)での障 害 の と らえ方 につ い て示 され て お り、ま た 自
立活 動 の 定 義 につ い て示 され て い る。
国 際生 活 機 能 分類 で の 障 害 の と らえ方 につ い て 、精 神 機 能 や視
覚 0聴覚 な どの「心身機 能・身 体 構 造 」、歩 行 や ADLなどの「活 動」、
趣 味 や 地 域 活 動 な どの 「参加 」 とい つた生 活機 能 との 関連 で 「障
害 」 を把 握 す る こ とが大 切 で あ る とい うこ とが理 解 で きた。 また
個 人 因子 や 環 境 因子 等 との か か わ りな ども踏 ま えて 、 個 々 の幼児
児童 生 徒 の「学 習 上 又 は生 活 上 の 困難 」を把 握 した り、その 改善・
克 服 を図 るた め の指 導 の方 向性 等 を検討 す る こ とが今 まで 以 上 に
求 め られ て い る こ とも理 解 で き る (図 1を参 照 )。
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活 動
実行状況
~「…琵‐■~‐
くしている)| くできる)
参加~罠各議爺~「~厖~勇~‐
くしている)| くできる〉
精神機能
運動機能
視覚,聴覚,等
歩行 ,
各種ADL,
家事,職業能力,等
物的環境:福祉用具,建築,等
人的環境:家族,友人,等
社会環境:制度,サービス,等
年齢,性別,民族,生活感 ,
価値観,ライフスタイル,等
構成要素間の相互作用(概念図:具体例が入つたもの)
(出典 )文部 科 学 省 「共 生 社 会 に 向 けたイ ン クル ー シ ブ教 育 シス テ
ム構 築 の た め の特別 支援 教 育 の推 進 (報告 )」
そ し て 、 ICFの視 点 は 、 自
ま た 自 立 活 動 の 内 容 は 、 ICF
害 」 の 双 方 の 視 点 を 含 む も の
自 立 活 動 の 内 容 の 基 礎 と な
立 活 動 に お い て 考 慮 され た と され 、
で 示 され て い る 「生 活 機 能 」 と 「障
と して い る 。
る 定 義 に つ い て 、 以 下 に 示 す 。
自立 活 動 とは 、特別 支 援 学校 にお い て特 別 に設 け られ た
領 域 で あ り、個 々 の児 童 生 徒 が 自立 を 目指 し、障 害 に よ る
学 習 上 又 は生 活 上 の 困難 を主 体 的 に改 善・克 服 しよ うとす
る取 り組 み を促 す 教 育 活 動 で あ る。
自立 活 動 の 指 導 の 特 色 と して は 、「個 々 の 幼 児 児 童 生 徒 が 自 立 を
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目指 し、 個 々 の幼 児 児童 生 徒 の 障害 の状 態 や発 達 の段 階等 に即 し
て指 導 を行 うこ とが基 本 で あ る。」 と文 部 科 学省 56)は示 して い る。
ま た合 理 的配 慮 にお け る基本 的 な考 え方 57)が、今 後 の小 学校通
常学 級 の 学 級 づ く り 0授業 づ く りに必 要 で あ る と思 わ れ る。
・ 障 害 の あ る子 ども と障 害 の な い子 ど もが共 に学 び 、 育 つ理
念 を共 有 す る教 育
一 人 一 人 の状 態 を把 握 し、一 人 一 人 の能 力 の最 大 限 の伸長
を 図 る教 育
健 康 状 態 の維 持 0改善 を 図 り、生涯 に わ た る健 康 の基 盤 を
つ くる教 育
コ ミュニ ケー シ ョン及 び 人 との 関 わ りを広 げ る教 育
自己理 解 を深 め、 自立 し社 会 参加 す る こ とを 目指 した教育
自己肯 定感 を高 め る教 育
した が っ て 、 自立活 動 や 合 理 的配 慮 とい った 定 義 や 考 え方 な ど
を手 掛 か りと して 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りの
利 点 と うま く組 み合 わせ る こ とに よ つて 、 通 常 学 級 に在 籍 す るす
べ て の児 童 に とって は 、「わ か りや す く、興 味 が わ く」授 業 に な る
の で は な い か と考 え る。
とい うよ うな面 か ら、ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た授 業 と個
に応 じた 指 導 の 関連 性 が課 題 とな つ て くる。
冨 永 58)は、「集 団性 の弱 さが 目立 つ子 ど もた ち に対 し、 個 と集
団 の ニ ー ズ を踏 ま え なが ら、 どの よ うに具 体 的 に授 業 づ く りを進
め るか が 課 題 とな り、そ の 際(個と集 団 の ね らい をふ ま えた指導
案 づ く り、教材 ―教 師 一子 ども関係 の吟 味 、テ ィー ム テ ー チ ング
(T・T)の在 り方等 が 問 われ る」 と示 して い る。 した が っ て 、一
斉 指 導 で あ るユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 形 態 と個 に応 じ
た指 導 ・ 支 援 をバ ラ ンス よ く行 うこ とが で き る授 業 づ く りが 、今
後 必 要 に な っ て くるの で は な い か と考 え る。
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山 口 59)によ る と、学 習 とは形 態 、内容 、環境 、活 動 、 目的 、ね
らい 、対 象 、 時 間 、過 程 、教材 ・ 教 具 、評 価 な ど、多 面 的 な要素
で構 成 され る もので あ る と示 して い る。 そ して ユ ニバ ー サ ル デ ザ
イ ンの授 業 づ く りにお い て佐 藤 ら 60)は、「一斉 の集 団 学習 だ けで
な く、 グル ー プ 学習 、話 し合 い 学習 、調 べ 学習 等 、学 習形 態 に よ
つて も、子 どもの学 びや す さは違 っ て くるので 、学 習 形 態 ・ 支援
体制 等 の 工 夫 が必 要 で あ る」 と示 してい る。 これ らの こ とか ら、
個 に応 じた指 導 だ け で な く、 クル ー プ活 動 を入 れ る こ とも大切 で
あ る とい うこ と も考 え られ る。
今 後 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りを行 つて い く上
で 、 ど うい った視 点 で行 つて い くと よい か とい う着 眼 点 につ いて
第 3節で述 べ て い きた い。
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第 3節 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りの着 眼 点
ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りとは 、 で き るだ け最
低 限 、す べ て の児童 が学 ぶ こ とが で き る よ うな もの で あ る と理解
した。
そ して 、 個 に応 じた指 導 もユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業
づ く りで 、 わ か りに くい環 境 や ど う して もで き ない 学 習 状 況 な ど
とい っ た 問題 を補 完 す る指 導 と して の位 置 づ け と理 解 で きた。
これ らの こ とか ら、特別 な教 育 的 ニ ー ズ を もつ 児 童 生 徒 は 、個 々
の障 害 の状 態や 発 達 段 階 にお い て 、様 々 な つ まず きや 困難 を抱 え
る こ とが 多 い。 そ の た め生 活 年 齢 に即 した 系統 的 、段 階 的 に進 め
る教 育 だ けで は 、調 和 の とれ た 育成 を図 つ てい く こ とは難 しい場
合 が多 い と思 われ る。 だ か らこそ 、 自立活 動 を取 り入 れ た ユ ニバ
ー サ ル デ ザ イ ン授 業 の在 り方 を考 えてい く点 が必 要 で あ る と考 え
られ る。
ま た 、花 熊 61)は、「LD、 ADHD、高機 能 自閉症 の 児童 生徒 へ の配
慮・ 支援 か ら発 した 通 常 の学級 にお け る特 別 支 援 教 育 の取 り組 み
は 、今 、新 た な ステ ー ジ を迎 え て い る。 そ れ は 、 障害 の有 無 にか
か わ らず 、 学 習 や行 動 、 ク ラス 対応 のつ まず き な ど、 通 常 の学級
で 困難 を示 す 子 どもた ち全 員 に応 じた配 慮 ・支 援 を行 うとい う特
別 支 援 教 育 の理 念・ 対象 の拡 大 で あ り、そ れ を実 践 してい くた め
に は 、個 に応 じた配 慮 を可能 にす る学級 経 営 と授 業 づ く りが必要
で あ る」 と示 してい る。
学 習 指 導 要領 にお い て 、「生 き る力 」の育成 が重 要視 され て い る。
生 き る力 の要 素 で あ る 「確 か な学力 」、「豊 か な人 間性 」等 を総合
的 に育 て るた め には 、子 ども達 一人 一 人 の 学 び の場 で あ る学級・
授 業 が 大 切 で あ る。
小 0中学校 等 にお い て 、学校 教 育 法 第 81条第 1項に よ り、障害
の あ る児 童 生 徒 に対 して 、 障害 に よ る学 習 上又 は 生活 上 の 困難 を
克 服 す るた め の教 育 を行 うこ とが規 定 され た こ とか ら、通 常学級
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にお い て も 自立 活 動 の 内容 は教 科 及 び 生活 指 導 の参 考 とす る こ と
が で き る もの だ と考 え る こ とが で き る。
笹 森 62)は、「通 常 学級 にお い て、 学 級 担 任 等 が個 々 の児 童 ・ 生
徒 の発 達 の状 態 や 障 害 特 性 に応 じて指 導 上 の配 慮 を行 う際 の配慮
の観 点 と して 、特別 支援 学校 教 育課 程 に設 け られ て い る『 自立活
動』 の 内容 を参 考 に して い くの が よい だ ろ う。 なぜ な ら、 自立活
動 の 内容 は 、通 常学 級 に在 籍 して い る子 ど もた ち にお いて も重要
な課 題 とな っ て い る。 ま た 、1人1人の子 どもの実 態 に応 じた指
導 を考 え る際 に 、 自立活 動 の 内容 を通 常学 級 で も活 用 す る こ とに
よつ て 、個 に応 じた指 導 につ な が つて い くだ ろ う」と示 して い る。
ま た 司城 63)は、「個 別 支 援 と全 体指 導 の組 み合 わせ 方 につ い て、
問題 行 動 の現れ 方や 学級 状 況 に よつて 、 い くつ か の選 択 肢 が考 え
られ るが 、個 別 支援 と全 体 指 導 を併 せ て行 うこ とで 、 特別 な教 育
的 ニ ー ズ を持 つ 児童 と学 級 の子 どもた ち双 方 に変 容 が み られ るこ
とが 明 らか に な った 」 と示 して い る。
した が っ て 、 自立活 動 や 合 理 的配 慮 を手 が か り と して、 ユ ニバ
ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りの 中に個 に応 じた 指 導 0支援
を取 り入 れ た授 業 実 践 を行 つて い くこ とで 、新 た に理 解 で き る点
が 出 て くる と推 測 され る。 した が つ て 、授 業 実 践 を行 つて い き、
ユ ニ バ ー サ ル デ ザイ ン を用 い た授 業 づ く りにお い て ど うい つた点
が必 要 な の か 、 また 関連 す べ き点 は どの よ うな 点 で 、 本 当 に 関連
して い るの か とった こ とを調 べ てい く。
「特 別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ 子 へ の手 立 て を 1時間 の 中 で どの
うに 工夫 し効 果 的 に入 れ て い くの か が、授 業 改 善 の ポイ ン トと
り、指 導案 に入れ る こ とに よ つて 、平板 な授 業 に膨 らみ が 出て
る」 と吉 本 は示 して い る 64)。
そ こで 、指 導案 に特別 な教 育 的 ニー ズ を持 づ 子 に対 す る手 立て
を盛 り込 み 、ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りで有 効 だ
ろ うと思 われ る板 書 の 工夫 、 ワー ク シー ト、言 葉 が け と,いつた こ
とを 中心 に分析 し、個 に応 じた 指 導 や 支援 が有 効 で あ るか ど うか
?
?
?
?
?
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につ い て の提 案 が深 め られ るの で ない か と考 え る。
そ こで 、個 に応 じた指 導 0支援 とユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い
た授 業 との 関連 性 、課題 や 修 正 点 を踏 ま えた授 業 デ ザ イ ンの有効
性 につ い て検 証 を行 って い くこ とで 、新 た なデ ザ イ ン の手掛 か り
と した い。
それ らの授 業 実 践 につ い て は 、次 の章 で述 べ て い き たい。
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第6章
個に応じた指導・支援を取り入れた
ユニバーサルデザインを用いた
授業の検証
第 1節 目的
現 在 、小 学校 通 常 学級 にお い て 、特 別 支 援 教 育 を取 り入 れ た一
斉 指 導 で あ るユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た授 業 が行 われ つ つ あ
る。 しか しな が ら、 わか りに くい環 境 や 努 力 して もで きな い学習
状 況 が あ るた め、特 別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ児 童 に とって は、居
づ らい場 で あ る と思 われ る。
そ こで 、 小 学 校 通 常学 級 にお け る授 業 に お い て 、個 に応 じた指
導・ 支 援 とユ ニバ ー サル デ ザ イ ンを用 い た授 業 の修 正 を加 えたデ
ザ イ ンの効 果 と課 題 につ い て検 証 を してい く。
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第 2節 対 象
(1)対象 校 の 概 要
Y市立 K小学 校 は 田 が 広 が る 地 域 に あ り、児 童 数 は 約 580名、
各 学 年 3学級 、 特 別 支 援 学 級 4学級 の 中 規 模 校 で あ り、 子 ど も
一 人 一 人 を 大 切 に して い る 。
日常 生 活 の あ い さつ が よ く
象 を 受 け た 。 ま た 、 晴 れ て い
庭 で 元 気 い つ ぱ い に 遊 ん で お
で き 、素直 な児 童 が多 い とい う印
る とき の業 間休 み や 昼 休 み は、校
り、活 発 な 印象 も受 け た。
(2)学年 及 び学 級
5年生 は全 体 で約 120名在 学 して お り、若 干 女 子 の 方 が 多 い。
学 級 は 39名で あ つた。 積 極 的 で 元気 な子 ど も達 で あ る。 しか
しな が ら、若 干 で は あ るが集 中す る こ とが苦 手 な児 童 や こだ わ
つ て しま う児 童 が数 人 在 籍 してい る。
対 象 とす る学級 の児 童 らは 、 とて も明 る く人 懐 っ こい 印象 を
受 け た。 しか しな が ら、授 業 中で は集 中 で き な い場 面 が たび た
び 見 られ た。 特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ 、個 に応 じた支 援 の必
要 な児 童 も見 受 け られ た。
(3)担任
担任 は 、本 大 学 の学 部 生 の 出身 で、教 職 歴 20年目の 40代の
男 性 教 諭 で あ る。 ま た 、第 5学年 の学年 主任 で もあ る。
今 年 度 、近 隣 の小 学校 か ら異動 され て きた方 で は あ るが 、数
年 間 も K小学校 にい る よ うなベ テ ラ ン教 員 の よ うで 、ま た ミ ド
ル ク ラス 以 上 の指 導 教 員 とい う印象 を受 けた。 社 会 科 の 専 門で
あ り、 学級 で は、一 人 一 人 を よ く見 て 、 実 態 に寄 り添 つ た 関わ
り方 を してい た。
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第 3節 方 法
(1)調査 期 間
観 察 期 間 は 、2013年5月～ 7月に全 6回行 っ た。授 業 実 践 は 、
2013年に全 2回(単元 の導 入 部 分 及 び 問題 解 決 の部 分 )行つ た。
観 察 期 間
2013年5月～7月 全 6回
(2)手続 き
① 事 前 観 察
学 級 の雰 囲気 や 児 童 の様 子 を観 察 す るた め に 、授 業 な
回観 察 を行 つ た。観 察 す る こ とに 当た つて は、 以 下 の項
着 目 しな が ら行 つて い つた。
・ 通 常学級 の教室環境 は、特別 な教 育 的 ニー ズ を持 つ児童
らを含 め、過 ご しやす い環境 となつてい るか。
・授 業 の形 態 は、特別 な教 育 的ニー ズ を持 つ児童 らを含 め、
理解 しや す く参加 しやす い もの とな ってい るか。
ま た 、観 察 を行 う際 に、児童 との コ ミュニ ケ ー シ ョンを と
る よ うに心 が けた。 そ して筆 者 は観 察 しつ つ 、児 童 の学 習 支
援 とい う立 場 で 、授 業 に参加 した。
② 観 察 か ら得 られ た学級や児童 な どの様 子
授 業観 察 を してわか つた こ とは、学級 運 営 が最初 か らしつ
?
?
?
?
?
?
?
?
???
??
?
?
．
．
?
．
．
??
?
?
?
?
?
?
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か り とな され て い るた め、 学級 児 童 らの動 線 が二 定 で 、個 々
の成 す べ き こ とが理 解 して い る よ うで あ つ た。 多 少 トラブル
は あ るが学 級 は落 ち着 い て お り、児童 らで解 決 し学級 を よい
もの に して い こ うとい う雰 囲気 が あ つ た。 それ は係 活 動 が 1
人 1役制 を とつ てい る こ とや 個 々 の学 習用′具 等 の 置 き場 所 が
定 ま って い る こ と、担任 の 丁寧 な指 導 か ら うか が え る。 さ ら
に授 業 の始 ま りと終 わ りが 定 ま ってい るた め、緊 張感 を持 つ
て授 業 に取 り組 め るの だ と理解 で きた。 た だ 、周 りを気 に し
た り集 中す る時 間が短 か っ た りとい うこ とか ら、 授 業 中 に手
遊 び 等 を始 めた リノー トを取 らない児 童 が見 受 け られ た。
担 任 の指 導や 指示 は、簡 潔 で 明確 で あっ た。 そ れ は 、社会
の授 業 にお い て 、ICTを活 用 し視 覚 で訴 えて い る こ とだ けで
な く、児 童 へ の発 間 が わ か りや す か つ た こ とや 授 業 の流 れ(表
5)のス ムー ズ さが ら理 解 で き る。
ま た 、指 導 面 にお い て は 、学 級 も 39人、 学年 で も 120人
近 くい るが 、 どの場 面 で も内容 を詰 めす ぎ た りだ らだ ら と話
した りす るので は な く、す べ て の児 童 が わか る よ うな声 量 で 、
明確 に話 して い た。
表 担 任 の 授 業 の 流 れ (社会 科 )
(3) 授 業実践
① 教科 につ いて
対象 教 科 は算数 科 で あ る。
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学 習 活 動 方 法 及 び 時 間
導 入 (問題 ) ・ 視 覚 で訴 え させ る
・ 教 師 の｀発 問 5分
自力 解 決 ・ 比 較 し て 、 自分 の 考 え な ど を ノ ー トに 書 く
10分
発 表 ・ 友 達 の 話 を 聞 く。 T→Sl→S2・・
(板書 は ポ イ ン トの み 記 入 )    15分
発 表 02(深め ) 0話し合 い 10分
ま とめ 卜に 、本 時 の キー ワー
とを書 く
ドを 用 い て わ か つ
5分
???」
?
?
この教 科 は 苦 手意 識 を持 つ児
童 が 多 くみ られ る傾 向が あ る。 実 際 、授 業 観 察 にお い て、
苦 手 意 識 か らか一 切 取 り組 ま な い児 童 もい た。 ま た配 慮 を
要 す る児 童 も計 算 問題 は と りあ えず 解 こ うとす るが 、 考 え
る 問題 や 単位 な どの数 量 関係 の 問題 は全 くや ろ うとは しな
か つ た。
ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た算 数 科 の授 業 づ く りは、
課 題 把 握 や 解 決 、 学 び 合 い とい った流 れ は あ る。 ま た特別
な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ 児 童 に とつて は理 解 しづ らい 授 業 で
あ る問題 解 決 学 習 とは違 って 、1時間 の授 業 の 中 で問題 把握
や 自己理 解 、発 表 及 び 問題 演 習 とい つた流 れ が は つ き りと
して い る。
この こ とか ら、 特 別 な教 育 的 ニ ー ズ を もつ児 童 が い る学
級 の 算 数 科 の 一 斉 授 業 で 、個 に応 じた支 援 の必 要 な子 らが
わ か りや す い とい っ た理 由か ら算数 科 の授 業 実 践 を行 うこ
と と した。
単 元 指 導 計 画 ・ 学 習 指 導 案 等 に 関 して は 、巻 末 資 料 に掲
載 してい る。
1.単元名 整 数
2.単元 目標
偶 数 と奇 数 の意 味 を知
で き る こ とを理 解 す る。
し求 め 、 それ らを使 つ て
り、整 数 が 偶 数 と奇 数 とに分類
ま た 、倍 数 や 約 数 の 意 味 を理解
問題 を解 決 す る。
② 話 し合 い
算 数 科 の 単 元 指 導 計 画 及 び 学 習 指 導案 等 を筆 者 が 作 成 し
通 常 学級 担任 と刷 りあわせ を行 つた。8月の 2日間 (1回に
つ き 2時間程 度)にお い て 、授 業 の流 れ 、板 書 や 発 問方 法 、
教 材 作 成 等 を考 え、 特 別 な教 育 的 ニ ー ズ を含 む 児 童 が授 業
で 困 つて い る場 面 は ど こ に あ るか 、 ま た 支 援 方 法 につ いて
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も どの よ うな手 法 を用 い れ ば解 決 す る こ とが で き るか とい
うこ とも考 えた。
③ 担任 と筆 者 の´ 立 場
担 任 は 自分 の授 業 の ス タイ ル をベ ー ス に授 業 を組 み 立 て t
Tlとして授 業 を行 つた。 筆 者 は学 習支 援 員 と して授 業 に
関 わ つた。
(4)分析 方 法
デ ー タ 収 集 と し て 、 ビ デ オ 及 び ICレコ ー ダ ー に 記 録 し 、
分 析 を し た 。 そ し て 授 業 実 践 の エ ピ ソ ー ドを 記 録 し 、 担 任
と児 童 の 反 応 を 見 た 。 ビ デ オ は 1台で 固 定 し 、 教 室 の 後 ろ
に 設 置 し た 。 全 体 が 映 る よ う に 撮 影 した 。
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第 3節 結 果
本 節 で は、従 業 実 践 か ら得 られ た ビデ オ 並 び に ICレコー ダー の
記録 を トラ ンス ク リプ シ ョン処 理 し、 そ の なか で注 目 され る教 師
並 び に児 童 の反 応 を授 業 ご とにエ ピ ソー ドと して示 す 。
各 授 業 の逐 語 記録 は、巻 末 資 料 に載 せ て お く。
(1)1日目の様 子
運 動 会 の練 習 が前 後 に あ っ た の で 、児 童 に とって は落 ち着 か
な い 中で の授 業 で は あ った が 、一 生懸命 に活 動 を してい た。
『 表 を見 て分 か った こ とや 気 づ い た こ とをで きれ ば 3つ、最
低 で も 1個書 い て くだ さい。時 間 は 2分間。は じめ。』とい うよ
うに 、簡 潔 で 明確 な指 示 とt時間 を設 定 して の 取 り組 み が行 わ
れ た。 児 童 た ちは焦 る こ とな く、落 ち着 い た状 態 で 行 われ てい
た。 色 々 な考 えや 発 想 が で き る児 童 が多 い か らか 、 短 い 時 間の
中 で 4個く らい考 え を ノー トに記 述 して い た。
授 業 の 中で児 童 が 、「3785万回続 きます よ～ 」 や 「は い はい
…」 な ど とい った 、 そ の児 童 に注 目して ほ しい 言葉 に関 して、
担 任 教 員 は 、受 け止 めて は い るが応 答 せ ず にお り、 そ の 子 に と
つて 必 要 な ときに は応 答 して い た。
発 表 に 関 して だ が 、積 極 的 に挙 手す る児童 は い る なか で、逆
に全 く挙 手 しない児 童 もい た。 指 導者 は 、教 科 書 の 問題 文 を児
童 に読 ませ るた め に挙 手 させ た後 、『 こ うい う とき に 、ぱ っ と手
が 挙 が っ て うれ しい わ。』と言 うと、そ の後 、い ま ま で挙 手 しな
か つ た児 童 が手 を挙 げ る よ うに な った。
授 業 後 半 に な っ て くる と、集 中力 が途 切 れ て しま った のか、
手遊 び 等 で鉛 筆 や 消 しゴム な ど落 とす 児 童 が 出 て き て、周 りの
一 部 の子 も集 中力 に欠 けて しま った場 面 が見 受 け られ た。 また
姿 勢 の乱 れ る児 童 も増 えて き た場 面 が見 受 け られ た 。
指 導者 は 、 どん な時 で も落 ち着 い てお り、児 童 た ちに『 せ か
さな い。せ か さな い。』や『 よ ろ しい か』な ど とい っ た優 しぃ言
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葉 が け を して い た り、 わ ざ と知 らないふ りを して 、 子 ど もの考
え を 引 き 出す こ とを して い た。
(2)2日目 の 様 子
授 業 に 入 る 前 に 、『い つ も頑 張 つ て い る 人 が い ま す 。も つ とね 、
増 や し て い き ま し ょ う。』と い う よ うな 温 か い 言 葉 が け を して お
り、 児 童 た ち の モ チ ベ ー シ ョ ン が 高 ま っ て い た 。
晴 れ て い た か ら か 、 授 業 が 始 ま っ て か ら し ば ら く 蛍 光 灯 が 消
え て い た 。 そ の た め 、 後 ろ の 児 童 は 黒 板 の 文 字 が 見 え づ らか っ
た の か 、 日 を 細 め て 黒 板 を 見 て い た 児 童 が い た 。
導 入 部 分 で 前 回 の 復 習 を し て お り、 挙 手 が 少 な い 時 に 指 導 者
は ヒ ン トを 言 い 、 児 童 は 思 い 出 し た か の よ う に 挙 手 し始 め た 。
前 回 同 様 、 問 題 を 解 く 時 や 気 づ き な ど を ノ ー トに 書 か せ る と
き 、 ノ ー トに 書 く個 数 と 時 間 の 設 定 を 行 つ て い た 。 児 童 ら は 、
前 回 よ り も集 中 し て 取 り組 ん で い た 。
指 導 者 に 良 い 質 問 し 、 発 表 に 関 して も 前 回 よ り も 発 言 者 が 増
え た り 自 分 の 考 え を 堂 々 と言 え た り して い た 。 ま た 、 相 手 の 発
表 を 聞 き 、 そ れ に 対 し て の 質 問 も して い た こ と で 授 業 に 活 気 が
満 ち あ ふ れ て い た 。
し か し な が ら、 運 動 会 の 練 習 の 音 楽 や 指 導 の 声 が 聞 こ え て い
た か ら か 、 一 部 の 児 童 が 鼻 歌 を 歌 っ て い た り、 そ の 指 導 者 の 話
声 の 真 似 を し て い た 。
(3)1日、 2日日 の 共 通 点
授 業 実 践 の 2日間 と も 大 変 暑 い 日で あ り、 ま た 運 動 会 の 時 期
が 近 く練 習 時 間 の 前 後 で あ つ た た め 、 コ ン デ ィ シ ョ ン が 良 く な
い 中 で あ っ た 。 し か し運 動 会 練 習 の 疲 れ を 見 せ ず に 、 ほ と ん ど
の 児 童 た ち は 、 集 中 し て 学 習 に 取 り組 み 、 熱 心 に 授 業 に 参 加 を
し て い た 。
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(4)今後 の授 業づ く りにお い て重 要 とな る項 目
この実践 の 中で 、今 後 の授 業づ く りにおい て、重 要 な もの と
な る 5つの項 目を以 下 に示す。
① 指 導者 の発 問や 指導
指 導者 の『 今 日の 問題 を (黒板 に)書きます か ら、 同 じよ
うに ノー トに写 しな さい。』や『 教科書 を開い て くだ さい。88
ペ ー ジ』 とい った言葉 が けが明確 で簡 潔 には話 され てい た。
また発 間が的確 で分 か りや す か つたた め、多 くの子 どもたち
が色 々 な発想 が浮 かんでい た。
また 自分 の考 えをみ ん な の前 で発 言 す る こ とが で きていた。
しか し、『 教 科書 にや つて くだ さい。』 とい うよ うな簡 潔過 ぎ
てい た発 間 を してい た時 は、そ の後す ぐに児 童 が『 ～ して も
い い です か」や『 ～ は、 しな くていい です か』 な どとい つた
質 問 を してい た。
② グル ー プ・ ペ ア学 習
授 業 の途 中で 、 グル ー プや ペ ア学習 な ど とい っ た話 し合 い
活 動 を入 れ た。 これ は学 習 指 導 案 に は設 定 して い なか った も
の で あ り、授 業者 の提 案 で あ っ た。
まず 自分 自身 の考 えや 答 え を ノー トに記 入 後 、 生活 斑 に座
席 を移 動 し話 し合 い活 動 を行 っ た。
児 童 た ち で互 い の 考 え を理 解 す る こ とが で き、 答 え を確認
して い た。 そ の後 の発 表 の 際 、答 えや 考 え方 の共 通認 識 が さ
れ て お り、 挙 手 す る児 童 が増 えて い た。
③ 指導者 の温かい言葉 がけ
指導者 が ところ どころで、『 素晴 らしい』、『 よろ しい』、『い
い質 問だな !!』な どといった温かい言葉 がけを していた。
また、『 ここで発表で きた ら、 さらにいいね。』 とい うよ うな
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言 葉 が け も し て お り 、 子 ど も た ち は 、 い き い き と 授 業 に 参 加
し 、 モ チ ベ ー シ ョ ン も 高 ま う て い る 様 子 で あ つ た 。 さ ら に 、
そ の 声 か け 後 、 す べ て の 児 童 と は い か な か っ た が 、 挙 手 を し
て お り、 延 べ 回 数 も 増 え て い た 。
④ 授 業 内 にお け る活 動 の精 選
自分 の考 え を ノー トに書 く、 友 達 との話 し合 い 活 動 や 問題
を解 く、板 書 を写 す とい つ た様 々 な 1つの授 業 内 で活 動 す る
内容 が多 か った た め か 、児 童 らは ノー トに板 書 を写 す こ とに
時 間 が か か って しま っ て い た。 そ の た め、集 中力 に欠 けて し
ま っ た児 童 らが 、 隣 同 士 しゃべ っ て しま っ て い た リノー トを
取 らず に手 遊 び を始 めて しま っ て いた。
⑤  ワー ク シー ト
学 級 内 に配 慮 を要 す る児 童 (以下 、A児)が在 籍 して い る。
A児は集 中 にむ らが あ り、教 科 の授 業 で も興 味 の 有無 か らで
参加 した りしな か う た り してい る よ うに見 受 け られ る。
授 業 中の板 書 をな か なか ノー トに取 ろ う して い なか つた こ
とか ら、 ワー ク シー トを作 成 し、板 書 と リン ク してい る もの
と した。1回日は導 入 部 分 は書 い た もの の 、 そ の 後保 健 室 に
行 き授 業 参 加 しなか った。2回目も最 初 か ら参加 す る こ とが
な か った。
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第 4節 考 察
(1)板書
板 書 に 関 して だ が 、要 点や 本 授 業 のポ イ ン トが押 さえ られ て
い る板 書 とな つて い た。 そ の た め 、子 ど もた ち が ノー トに書 く
時 間 が短 く済 ん で い た と推 測 され る。
しか しな が ら、黒 板 の端 に 当 日や 次 の 日な どの連 絡 や 時 間割
な どが記 され てお り、全 体 的 に授 業 の 内容 が真 ん 中 の方 に記 さ
れ て い た。 そ の た め、今 回 は気 に は な らなか っ た けれ ど も、 中
に は授 業 内容 で な く時 間割 の方 を気 に して しま う児 童 らが い る
か も しれ ない。 日野 市 ら 65)は、「連 絡 帳 や 時 間割 な どは ミニホ
ワイ トボ ー ドを活 用 し別 の場 に掲 示 にす る こ とに よ つて 、黒板
全 体 が授 業 の板 書 と して活 用 す る こ とが で き る」 と示 して い る
こ とか ら、児 童 らに とって授 業 に集 中 し板 書 見 や す くな る と思
われ る。 ま た 、1時間 の授 業 の活 動 が多 す ぎ て 、 ノー トに板書
を写 す こ とに時 間 が か か つて しま った こ とも あ つた 。 や は り普
段 か らノー トを取 つて い な い 児 童 や 集 中す る こ とが 苦 手 な児童
に とっ て は、板 書 を写す 時 間 が長 くなつ て しま う。
した が つて 、授 業 活 動 の精 選 を行 う必 要 が あ つた ので は ない
か と推 測 され る。
(2)話し合 い活 動
グル ー プ・ ペ ア学 習 な どの話 し合 い活 動 を用 い る こ とに よつ
て 、相 手 に は理解 され て い な い互 い の考 えが共 通認 識 され る こ
とに よ って 、子 どもた ち に とつて は挙 手 しや す い環 境 に な つた
の だ と考 え られ る。挙 手 を して、1人が指 名 され て発 言す る「挙
手 ―指 名 」 方 式 だ けの話 し合 い活 動 を行 うと、勘 の いい児 童 の
発 言 だ けで授 業 が進 ん で しま う。
｀
そ のた め多 くの児 童 に話 す機
会 を保 障 す るた め に、ペ ア の活 動 を頻 繁 に取 り入 れ るこ とで、
自分 の意 見 を受 け入 れ て も らえた と感 じるの だ と推 測 で き る。
した が つて 、今 後 も多 くの グル ー プ 0ペア活 動 の 経 験 や 体験
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を して い く こ とに よ り、 自己肯 定感 や 自己効 力 感 が 高 ま っ てい
く と推 測 され る。 ま た 、今 後 も 自信 を持 つて 、 挙 手 す る回数 が
増 えて い くの だ と考 え られ る。
(3)教師の温 かい言葉 が け
「『 じっ としてい な さい』、『 集 中 しな さい』な どの『 ～ しな さ
い』 とい った よ うな命令 口調 とい う声か けをす るこ とで 、児童
らは叱責 され た とい う感 覚 が残 り自尊心 が低 下 した 心理 的 な影
響 を残 す こ とな る」と小貫 ら 66)は示 して い る。それ が後 で生活
指導 とのか らみ の問題 と して結 びついた り、反 社会 的な背景 と
なった りして しま う。              '
した が って、『 よろ しい』や『 な るほ ど』、『 そ うや ね』、『 す ば
ら しい』な どとい つた温 かい声 か け をす るこ とで、『 自分 の こと
わか つて も らえた』、『 や る気 が出た』 な どとい った 自己肯定感
や 自己効 力感 が高 ま った りや る気 が 出る と考 え られ る。
(4)授業 内 に お け る 活 動 の 精 選
児 童 が 話 し合 い 活 動 や 板 書 を ノ ー トに 写 す 、 問 題 演 習 な ど と
い っ た 様 々 な 活 動 を 1時間 の 授 業 内 で 行 うの は 苦 し か っ た よ う
に 思 わ れ る 。 しか し タ イ マ ー を 用 い て 時 間 を 設 定 し活 動 して い
た 場 面 が あ り 、 そ の 時 は 集 中 力 が 高 か つ た よ う に 思 わ れ た 。 そ
の 時 は 、「時 間 を 区 切 つ て 学 習 課 題 を 取 り組 む と 、集 中 力 を 高 め
る 効 果 が あ る 」 67)68)と小 貫 ら は 示 し 、 ま た 、「授 業 開 始 終 わ り
の 合 図 、 ノ ニ トの 取 り方 や 問 題 演 習 、 グ ル ー プ 学 習 と い っ た 活
動 を パ タ ー ン 化 に し 、 導 入 す る こ と で 、 普 段 か らや り慣 れ て い
る 方 法 を 保 つ 配 慮 が 有 効 に な る 」 69)70)とも 示 して い る 。
し た が っ て 、 タ イ マ ー な ど を 活 用 し、 時 間 が 分 か る よ うに 工
夫 し て さ ら に 授 業 が ス ム ー ズ に な る よ う な 授 業 の パ タ ー ン 化 を
し て い く こ と が よ い と 考 え られ る 。
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(5)ワニ ク シー トの有 効性
授 業 のパ ター ン化 を考 え る とす るな らば、板 書 を ノー トに写
す よ りも ワー ク シー トに写 す こ とが よい と考 え る。
発 達 障 害 の あ る児 童 生徒 に とつ て 、小 貫 71〉は、「規則 的 な授
業 や イ メー ジで き る授 業 の方 が よ く、1時間 の授 業 の プ ロセス
を ワー ク シー トの導 き に沿 っ て進 めてい くこ とが望 ま しい 」 と
示 して い る。
した が って 、 この よ うな方 法 が イ メー ジす る こ とが苦 手 であ
る、授 業 内 で の情 報 を整 理 す る こ とな どが苦 手 な発 達 障 害 の児
童 に とって は とて も有 効 な もの とな るだ ろ うと推 測 され る。
以 上授 業 実 践 の考 察 か ら、板 書や 話 し合 い活 動 、授 業 内 にお け
る活 動 の 精 選 は 、ユ ■バ ー サル デ ザ イ ンを用 い た授 業 で の特別 な
配 慮 を要 す る児 童 に対 して 、 わ か りや す く、 自己肯 定 感 が 高 め ら
れ 、簡 潔 な もの と して有 効 な もの で あ る とい え る。しか しな が ら、
教 師 の温 か い言 葉 が け に 関 して は、 どの教 師 で も児 童 に対 し温か
い言 葉 が け を行 つた と して も上 手 くい か な い こ ともあ るた め、た
や や 効 果 は薄 い とこ ろが あ る。ワー クシー トに 関 して は (5)で示
した通 り、 実 践 で き なか っ た た め効 果 に関 して未 知 数 で あ る。 し
か しな が ら、他 の実 践例 に よ る と分 か りや す い 、視 覚 的 な認 知 な
どか ら、活 用 しや す い だ ろ うと推 測 され る。
上 記 の 5つの項 目以外 に、授 業評 価 の 問題 が あ る と思 われ る。
児 童 が授 業 を受 け る と必 ず 、観 点 に沿 つて評価 を行 わ な けれ ばな
らな い。 特 別 な教 育 的 ニ ー ズ の評 価 基 準 並 び に規 準 を どの よ うに
して い くべ きか は今 後 の課題 とな るで あ ろ う。
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終 章
第 1節 ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た授 業 と
個 に応 じた指 導・ 支 援 の有 効 性 につ い て
ユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た授 業 と個 に応 じた指 導 の有 効性
につ い て だ が 、 第 6章の考 察 か ら読 み 取 れ る通 り、ユ ニバ ー サル
デ ザ イ ン を用 い た授 業 づ く りを行 つ て い く上 で 大 変 必 要 な もの と
な る と推 測 で きた。
した が つ て 、授 業 のユ ニバ ー サル デ ザ イ ンの学 級・ 授 業 づ く り
に とって 、基礎 的環 境 整 備 を基 に して 、行 って い く必 要 が あ り、
そ の 上 で 、個 々 に応 じた指 導 を行 う際 に、合 理 的 配 慮 とい う概 念・
定義 が必 要 とな り、観 点 を用 い る こ とで 、個 々 の ニー ズ に合 つた
配 慮 ・ 支 援 を行 え る こ とが で き る と考 え る。
教 員 定 数 や 教 員 数 の確 保 とい つた 人 的資 源 、教 室空 間や 教 材・
教 具 、部 品 な ど とい った教 室環 境 ・ 授 業環 境 が 、基礎 的環 境整備
が行 われ る必 要 が あ る。 そ して 、 そ の整備 が行 われ る こ とで 、授
業 の ■ ニ バ ー サ ル デ ザイ ン を用 い た 学級・ 授 業 づ く りが で き、 あ
る程 度 の水 準 ま で、児 童 生 徒 の 人 間性 と学 力 な どを高 めて い くこ
とが で き る。 そ して学級 0授業 づ く りを行 つて い つ て い き、 なか
な か 力 が伸 び て い か ない特 別 な教 育 的 ニー ズ を もつた 児童 生徒 に
対 して 、 視 覚 面 や聴 覚 面 な ど とい っ た 、そ れ ぞ れ の個 々に応 じた
支援 ・ 配 慮 で の合 理 的配 慮 を用 い た方 法 で行 つ て い く こ とが必要
かつ 重 要 に な っ て くるの だ と考 え る。
合 理 的 配 慮 は 、障 害者 の権 利 に 関す る条 約 な らび に 障害 者 基本
法 で の キ ‐ ワー ドとな る。 ま た 共 生 社 会 の形 成 に 向 け たイ ン クル
ー シ ブ教 育 シス テ ム構 築 の た め の特 別 支援 教 育 の推 進 (報告)で
は 、 基礎 的環 境 整 備 と同様 の必 要 かつ 重 要 な キー ワー ドと して示
され て い る。
半澤 72)は、「ぁ らゆ る場 面 にお い て 、環 境整 備 や 配 慮 等 をお こ
な うこ とに よつ て、・障害 の あ る人 の能 力 開発 を行 って い く こ とが
社 会 的 責 務 で あ る とい う考 えが 広 ま った」と示 し、さ らに、「障害
を個 人 と環 境 の相 互 作用 に よ る生活 機 能 と して 定 義 してい く ICF
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(国際 生 活 機 能 分類)の新 た な視 点 が示 され る よ うに な っ た」 と
示 して い る。 さ らに 、 特 別 支 援 学 校 自立活 動 編 にお い て は 、ICF
の観 点 を用 い て の 自立活 動 の定 義や 指 導 内容 p方法 につ い て述ベ
て い る。
した が つ て 、今 後 のイ ン クル ー シブ教 育 で の小 学校 通 常 学級 の
学級・授 業 づ く りと して 、「共 生 社 会 にお け るイ ン クル ー シ ブ教 育
シス テ ム構 築 の た め の特 別 支 援 教 育 の推進 (報告 )」 に あ る基礎 的
環 境 整 備 や 合 理 的配 慮 を手 掛 か りと して 、個 に応 じた 指 導 ・ 支援
を含 ん だ ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 いた学 級経 営及 び 教 育方 法 が
実 践 して い く と思 われ る。 した が つ て 、基礎 的環 境 整 備 、 ユ ニバ
ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た授 業 、 自立 活 動 や ICFなどが密 接 に絡 み
合 っ て い る とい うこ とが 図 2を見 て 理解 す る こ とが で き る。
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<図2> 今 後 の 小 学 校 通 常 学 級 に お け る
学 級 づ く り・ 授 業 づ く りの 枠 組 み
ICFの視点
障害者の
権利に関する条約
§24-1
特別支撰 蹴 翠 指導勁
自」輌電昴扁
自立活動の定義。内容
当たつての基本的考え方
ユニバーサルデザインを用いた
授業づくり
基礎的環境整備インクルーシブ教育
システムの構築
1嘲
教室環境 教材・教具 など
ユニバーサルデザインを用いた
学級づくり
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第 2節 今 後 のユ ニバ ー サル デ ザ イ ン を用 い た 学級・ 授 業 づ く り
第 1節よ り、今 後 の共 生 社 会 にお け る小 学校 通 常 学 級 の 学級・
授 業 づ く りで は 、個 に応 じた指 導 0支援 を含 ん だ ユ ニ バ ー サル デ
ザ イ ン を用 い た 学級 0授業 づ く りが行 われ る こ とが望 ま しい と思
われ る。
具 体 的 に 、 そ の学 級・ 授 業 づ く りは どの よ うに行 わ れ れ ば よい
か とい うとこ ろで、「共 生社 会 にお け るイ ン クル ー シブ 教 育 システ
ム構 築 の た め の特別 支 援 教 育 の推 進 (報告 )」がベ ー ス とな り、2o13
年 10月に 出 され た資 料 で あ る「教 育 支援 資 料 」を用 い る こ とが で
き るで あ ろ うと推 測 され る。
教 育 支 援 資 料 で は合 理 的配 慮 の観 点 が示 され 、特別 な教 育 的 ニ
ー ズ を持 つ 児 童 らの指 導・ 支 援 につ い て 明記 され て い る。
今 後 の学 級・ 授 業 づ く りに 関係 す る特別 な教 育 的 ニ ー ズ を持 つ
児 童 らな どの合 理 的 配 慮 の観 点 73)につ い て は、以 下 に示 した通 り
で あ る。 こ こで は、 教 育 内容 ・ 方 法 、施 設 0整備 の こ とに つ い て
示 して い く。
【合 理 的配慮 の観 点① 教 育 内容・ 方 法 】
<①-1 教育 内容 >
①-1-1 学習 上又 は生活 上 の困難 を改 善・ 克服 す るた
めの配慮
①-1-2 学習内容 の変更・調整
①-2.教育方法>
①-2-1 情報・ コミュニケーシ ョン及び教材の配慮
①-2-2 学習機会や体験の確保
①-2-3 心理面・健康面の配慮
合理 的配慮 の観 点③ 施 設・ 設備 】
③-1 校 内環境 のバ リア フ リー化
‐88‐  ,
③-2 発達 、障害 の状態及 び特性 に応 じた指 導が で きる
施設 ・設備 の配慮
さ ら に 基 礎 的 環 境 整 備 に お い て も 、 以 下 の こ と が 明 記 さ れ て い
74)
「合 理 的配 慮 」の充 実 を図 るヽ上 で 、「基 礎 的 環 境 整 備 」の充実
は欠 かせ ない。そ の た め 、必 要 な財 源 を確 保 し、国 、都 道 府 県、
市 町 村 は 、イ ン クル ー シ ブ教 育 シ ステ ム の構 築 に 向 けた 取 組 と
して 、「基礎 的環 境 整 備 」の充 実 を 図 つて い く必 要 が あ る。そ の
際 、'特別 支 援 学校 の 「基 礎 的 環境 整 備 」 の維 持 ・ 向 上 を 図 りつ
つ 、 特 別 支 援 学校 以 外 の学校 の 「基礎 的 環 境 整 備 」 の 向上 を図
る こ とが 重 要 で あ る。ま た 、「基礎 的環境 整備 」を進 め る に 当た
つて は 、 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ンの考 え方 を考 慮 しつ つ進 めてい
くこ とが 重 要 で あ る。
これ らの こ とか ら、今 後 の小 学校 通 常学 級 の学 級 ・ 授 業 づ く り
にお い て は 、 ユ ニバ ー サル デ ザ イ ンの考 え方 を用 い た 方 法 で教 育
が行 われ て い くこ とが望 ま しい と考 え られ る
そ して 小 貫 ら 75)は、「従 来 の特別 支援教 育 の視 点 で は子 どもを
包括 す る環 境 と して 、子 ど もの 最 も近 隣 に あ る個 別 的 配慮 とい う
部分 を強 調 して きた。 一 人 一 人 の教 育 的 ニ ー ズ に配 慮 0対応 して
い こ うとい うこ とで あ る。
しか し、通 常学 級 で の特 別 支 援 教 育 とい う視 点 で は 、 これ だ け
で は十 分 で ない。 個 別 的配 慮 とい うそ の子 のオ ー ダニ メイ ド的 な
対応 は 、 担 任 を 中心 とす るす べ て の子 に対 す る 「指 導 方 法 」 とい
う枠 に抱 え られ て成 立す る。 そ して 学級 指 導 の 工夫 の 中で 、初 め
て そ の 子 に対 す る個 別 的配 慮 の よ りよい 工 夫 が 生 まれ る」 と示 し
て い る。
した が つ て 、小 学校 通 常 学級 は、社 会 に 出て い くた めの 自立 の
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場 で あ っ て 、 ま た共 に互 い に助 け合 つて学 ん で い く場 で あ る と考
え るし そ の よ うな場 で あ るか らこそ 、特別 な教 育 的 ニ ー ズ を含 め
たす べ て の児 童 が在 籍 す る必 要 が あ り、個 に応 じた指 導・ 支 援 を
含 む ユ ニ バ ー サル デ ザ イ ン を用 いた 学級 0授業 づ く りが必 要 とな
る と考 え る。
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第 3節 今 後 の課 題 と展 望
学 習 指 導 要領′は、全 国 的 に一 定 の教 育水 準 を確 保 す る等 の観 点
にお い て 、各 学 校 で編 成 す る教 育課 程 の基 準 と して 、 国 が 学校 教
育 法 等 の規 定 に基 づ い て各 教 科 等 の 目標 や 大 ま か な 内容 を告 示 と
して 定 め て い る もの で あ る。 今 回 の学 習指 導要 領 にお い て も、必
要 に応 じて児 童 生徒 の実 態 等 を踏 ま えて 、個 性 を生 か す教 育 を行
う場 合 に お い て は、規 定 に か か わ らず 学習 指 導 要 領 に示 され てい
な い 内容 を指 導 す る こ と も可 能 と して い る。
ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン を用 い た 学級 ・授 業 づ く りとい うの は 、全
て の児 童 らが共 に授 業 を受 け 、個 別 的配 慮 が受 け られ る とい つた 、
安 心 で き る場 で あ り楽 し く理 解 で き る授 業 のデ ザ イ ン で あ る。
斉 藤 76)は、「ュ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン授 業 とい う授 業 形 態 の他 に 、
米 国 にお い て 、CAST(the Center for Applied Special Technology)
と呼 ばれ る、学 び のユ ニ バ ー サ ル デ ザイ ン を通 じてす べ て の子 ど
も の 学 習 の機 会 の保 障 と拡 大 に 取 り組 ん で い る研 究 機 関 に よ る
UDL (Universal deSign for Learning guidelines   version2.0)
「学 び の ユ ニバ ー サ ル デ ザ イ ン・ガ イ ドライ ン (ver。2.0)」)が示
され て い る。これ は 、「伝 統 的 な全 体 的 な一 斉 指 導 とい う方 法 で は 、
様 々 な学 習 者 の ニー ズ に は応 え られ ない た め、 多様 な方 法 で学ベ
る よ うにす る とい う発想 に立 っ た具 体 的 な提案 」 とい うもので あ
る」 と述 べ て い る。
ガ イ ドライ ン に示 され て い る原 則 は 、以 下 の 3つで あ る。
原 則 1:提示 に 関す る多 様 な方 法 の提 供
情 報 や 知 識 を得 る様 々 な手段 を学習 者 に与 え るた め の多様
な提 示 の方 法
原 則 2:行動 と表 出 に 関す る多様 な方 法
学 習者 が 自分 の わ か って い る こ と示 す た め の代 替手 段 を提
供 す るた め の多 様 な表 出 の方 法
原 則 3:取組 に 関す る多様 な方 法 の提 供
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学 習者 の興 味 を引 き、適 切 に挑 戦 させ 、 学 習 へ の動 機 づ け
を もたせ るた め の多様 な取組 の方 法
これ らの原 則 には 、いず れ も「多様 な方 法 」が 明記 され て お り、
学 習 者 が 自 らの学 び 方 を選 択 で き る よ うに 、指 導者 に 求 め て い る
と示 して い る。 しか しな か ら、 これ は あ くまで も学 習 の こ とに限
定 して い るた め、学 級 づ く りに 関 して は あ ま り有 効 で ない とい え
る。 だ けれ ども授 業 づ く りに 関 して は、大 い に参 考 にす る こ とが
で き るで あ るた め、 参 考 と して もよい ので は な い か と考 え る :
姉 崎 77)は、「ィ ン クル ー シブ な学校 を実 現 す るた め の戦 略 と し
て 、第 一 に 、学 習 サ ポー ト教 師 や 学 習 支援 員 を通 常 学 級 内 に配 置
す る こ とで 、特 別 な ニー ズ の あ る子 どもの支援 を行 う学級 内のサ
ポー トの確 立 が あげ られ る。 第 二 に、教 室 で の教 授 法 と して、共
同学 習 と ピア学 習 が あげ られ る。 前者 は、 学級 内 に小 集 団 を組織
して 、 グル ニ プ ご とに課 題 を与 えて子 ども同士 の教 え合 い 、学 び
合 い を行 う学 習 方式 で あ り、後 者 は 、子 ど ものペ ア を作 つ て の教
え合 い 、支 え合 い で あ る。 第 二 に、 カ リキ ュ ラ ム の改 作 と個別化
で あ る。 カ リキ ュ ラム の 改 作 は 、例 えば、 算数 で計 算 機 や IT機
器 の使 用 を認 め る。 また カ リキ ュ ラ ムの個 別 化 は 、教 室 内 の子 ど
も一 人 一 人 に個 別 の指 導 目標 と指 導 内容 を設 定 す る こ とで あ る」
と示 して い る。また河 相 は 、「実 際 に触 れ視 覚 的・体 験 的 に もわか
る実 物 教 材 で あ るハ ンズ オ ン学 習 の 中で 、教 師 は子 ど もの活 動 の
フ ァ シ リテ ー ター と して 関 わ り、学 習 の方 向性 を調整 した り、発
間 に よ っ て気 付 きを誘 発 した りで き る」 と示 して い る 78)。
これ らこ とを踏 ま え、今 後 は 、共 生社 会 のユ ニバ ー サル デ ザイ
ン を用 い た 地域 (社会)づく りとい う点 も踏 ま えて い きな が ら、
ユ ニ バ ー サ ル デ ザイ ンを用 い た 学校 づ く りや 地 域 づ く りとい うこ
とも考 え て い く必 要 が あ る と思 われ る。 そ のた め に も、地 域 の学
校、とい うこ とにつ い て 、 改 め て考 えて い く必 要 が あ るだ ろ う。
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文 部 科 学 省
「特 別 支 援 学 校 学 習 指 導 要 領  自 立 活 動 編 」 ,海文 堂 出 版 ,2009年
冨 永 光 昭 ・ 平 賀 健 太 郎
「特 別 支 援 教 育 の 現 状 0未来 ・ 課 題 ・ 」 ,ナカ ニ シ ヤ 書 房 ,2009年
山 口飛
「知 的 障 害 児 を 対 象 と し た Hands―on学習 に 関 す る 実 践 的 研 究 一理
論 的 整 理 と そ の 有 効 性 の 検 証 一 」
平 成 19年度 兵 庫 教 育 大 学 大 学 院 修 士 課 程 特 別 支 援 教 育 専 攻 修 士 論
文 ,2007年
笹 森 洋 樹 ・ 廣 瀬 由 美 子 0三苫 由 紀 雄
「発 達 障 害 の あ る こ ど も の 自 立 活 動 の 指 導 」 ,明治 図 書 ,2009年
司 城 喜 代 美
「通 常 の 学 級 に お け る発 達 障 害 の 子 ど もへ の 支 援 に 関 す る研 究 動 向
―『 多 様 な 学 習 者 』 に よ る 教 室 で の『 相 互 作 用 』 と い う視 点 か ら ―」
国 立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所 研 究 紀 要 第 40巻,2013年
半 澤 直 博 ・ 渡 邊 健 治
「特 別 支 援 教 育 か らイ ン ク ル ー シ ブ 教 育 へ の 展 望 」 ,ク リエ イ ツ か
も が わ,2012年
‐112‐
文 部 科 学 省
「教 育 支 援 資 料 」 ,文部 科 学 省 ,2013年10月
http://廿wwo mext.go.jp/cOmponent/a_menu/education/micrO_deta
i1/icsFiles/afieldfile/2013/10/09/1340247_03.pdf
(最終 確 認 日 :2013/12/20)
斉 藤 由 美 子     ,
「通 常 の カ リ キ ュ ラ ム ヘ の ア ク セ ス と そ こ で の 向 上 ― ア メ リカ 合 衆
国 に お け る 障 害 の あ る 子 ど も の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て の 概 念 の 変 遷
と現 在 の 取 り組 み 一 通 常 学 級 へ の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン ～ 軽 度 発 達 障
害 児 及 び 健 常 児 へ の 教 育 的 効 果 ～
第 2部国 際 会 議 ・ 外 国 調 査 等 の 報 告 ,国立 特 別 支 援 教 育 総 合 研 究 所
2010生「 3月
姉 崎 弘
「特 別 支 援 教 育 とイ ン ク ル ー シ ブ 教 育 」,ナカ ニ シ ヤ 出 版 ,2011年
河 相 善 雄 。冨 永 光 明 ・ 平 賀 健 太 郎
「特 別 支 援 教 育 の 現 状 ・ 課 題 ・ 未 来 」 ,ミネ ル ヴ ァ 書 房 ,2009年
啓 林 館
「わ く わ く算 数  5年」 ,啓林 館 ,2008年
石 橋 由 紀 子 。湯 浅 恭 正
「 よ く わ か る 特 別 支 援 教 育 」 ,ミネ ル ヴ ァ 書 房 ,2008年
湯 浅 恭 正
「 よ く わ か る 特 別 支 援 教 育 」 ,ミネ ル ヴ ァ 書 房 ,2008年
大 阪 市 教 育 セ ン タ ー
「小 学 校 通 常 学 級 に お け る授 業 の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に 関 す る研
究 一大 阪 市 立 小 学 校 の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 取 組 の 現 状 と課 題 ―」
大 阪 市 立 教 育 セ ン タ ー 研 究 紀 要 第 204号,2013年月
http://www.ocec.jp/center/indexo cfm/31,10024,c,htm1/10024/2
0130406-163017.pdf(最終 確 認 日 :2013/12/20)
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山 形 県 教 育 セ ン タ ー
「ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 視 点 を 取 り入 れ た 授 業 づ く り」
山 形 県 教 育 セ ン タ ー 研 究 報 告 書 第 80号,2013年
http://www.yamagata―c.ed.jp/%E7%AO%94%E4%BF%AE%E3%83%BB%E7%
AO%94%E7%A9%B6%E7%AD%89%E6%Al%88%E5%86%85/cab?action=cabinet_
action_main_download&block_id=327&room_id=18&cabinet_id=34&fi
le_id=1lo6&upload_id=1741(ず計1終7准言忍 日 : 2013/12/20)
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巻末資料
資料・ 1
文献比較表
6冊か ら の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 視 点 を
授 業 に 取 り入 れ た 内 容 の 比 較
?
? 佐 藤 ・ 漆 澤 花 熊 桂
。廣 瀬 吉 本 日野 市
小 貫 。宮 崎
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■ 時 間 の 構 造
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か ら指 示 を す
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■ 情 緒 の つ ま
ず き
。1日の 中 で
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資料・ 2
算数科単元指導計画及び~学
習指導案
ワークシー ト
【単元指導計画 】
第 5学年 算 数 科 学 習 指 導 計 画
Y市立K小学校 第5学年2組39名
指導者 ○〇 〇〇
1.戦 撤
2.単元のねらい
・偶数と奇数の意味を知り、整数が偶数と奇数とに分類できることを理解する。
こ倍数や約数の意味を理解し、それらを求めたり、それらを使つて問題を解決することができる。
■ 偶数・奇数及び倍数。約数の概念をもとにして整数の性質を見出し、問題を解決しようとする。
?
?
?
整数を倍数、約数の観点からallしたり、考察することができる。
整数を偶数と奇数に類別できたり、倍数,約数などを求めることができる。
偶数・奇数の意味や倍数。約数,熱数などの意味を理解し、整数の性質についての理解を深める。
【鰍 ・班巳角7】
3.習得する用語、公式
・ 個 躍 女
。A/1醐
・ 轍
・ 奇 り 女
。約数
4, 1印後麟
4
・亀 兆
・…億をこえる数の概念としくみ
15年整釧
・ 1剛目に, 機
・ 融 ,rAR,IJl雌
・詢L節執 獣 公約数 ・素数
●
麟
・公約数
【関心・意欲・態度】
【数学的な考え方】
:技能】
。
松 ヾ 盲場 女
。最大公約数
16年分鋼
・約分 通分
・』陶創職分数の加減計算
131
だヽ坤錦蔵 ぺ‐ジ 学習内容 用幡・記号 主な目標と評価嚇
個畷漿と
轍
86
‐87
・赤と自の2つの組に分かれるという場
面を通し、偶数と奇数の用階を知る。
・整数を見て、偶数か奇数かの判断がで
きるようにする。    【偶数 奇数】
・2でわり切れる数、2でわり切れ
なヤ蜘 、整数を識別することがで
きる。     微学的な考え劾
??
88
・組体操の場面から、倍数の意味を理解
し、その用悟を知る。     【倍数】
。2,3,4,5の倍数を数画線に表す。
・倍数の憩味を理解し、倍数を見つ
けることができる。 (知識・濁拗
3
。人数の組み替えの場面から、公倍数や
最小公倍数の意味を理解し、その用語を
知る_     【2龍徴 ■7,N囲数】
・職 N/1醐の意味を理解
し、みつけることができる。
(′車蘭餃・班副麟ゆ
4 。2つの数や3つの数の中 卜公倍
数を工夫して求める。
。/Auの工夫した見つけ方を考え
る。      佛蒔的な考え劫
。100までの数表で、倍数の模様づくりを
体感し、倍数を求めることに興味を持た
せる。
・倍数のもようの美しさに気づく。
(関心・動
6 92
・長方形のタイルを敷き酷めて正方形を
つくる場面を通し、公倍数に目をつけて
問題解決をする
。公倍数を使つて、問題を解くこと
ができる。   傍鯛離勺な考え方)
約数と
獄
93 ・花びんに花を分ける場面から約数の意
味を理解し、その用田を知る。 【躙
。約い を理解し、みつけるこ
とができる。    蜘哺い,邸Ю
8 94
・花びんに2種類の花を分ける場面から、
公約数や最大公約数の意味を理解し、そ
の用静を知る。 【/A3最大公約数】
・公約批 最大公約数の意味を理解
し、求めることができる。
(鰍 ・ 1勘解D
9 ・2つの数の公約数や最大公約数を工夫
して求める。
。公約数の工夫したみつけ方を考え
る。      的 な考勁
10
。方眼をできるだけ大きい正方形に分け
る場面を通し、公約数に目をつけて問題
を嗅朧せする^
。公約数を使つて、F.uを解くこと
ができる。   帥 な考えか
?
?
。100までの数表を筐い、エラトステネス
のふるいで素数を見つける   【秦数】
・熟数の意味を理解する。
0鞣蘭 戦・ 班 勁 駆D
たしかめ
鵬
98 ・基本のたしかめ ・既習事項の確開ができる。
‐132‐
6.帥
・整数は、観点を決めると偶数、奇数に類別されることを知ること。
・luL倍強などについて知ること。
【A…(1)―ア】
【A―(1)―イ】
・最大公約数及び最′l醐を形式的に求めることに偏ることなく、具体的場面に則して取り扱う。
【内容の取扱い (1)】
7.単元のポイント
① 戦 の構成
機数については、第4学年までに、範囲を億、兆まで拡張してきれ また、十進法取り記数法の立場か
ら数のしくみをまとめ、四則計算についても一通り学習を終えている。第5学年では、整数全体に着目し、
偶数、奇数への順別から始め、倍数、約数について理解したり、公倍数、公約数を使つて問題を解決した
りすることをねらいとしている。
本単元の構成は、以下の通りである。
1.1敵 ・ 撤
2,憚弓箕と/AM
3.約数と公約数
単元の導入は、できるだけ児童の身近な日常経験に関係したものを取り上哄 整数を2グループに類別
できる自然な動機づけを図ることが望ましレ、
また、この単元は、それぞれの意味や求め方など、基礎・基本となる事柄について理解を図るとともに、
身についた概念を生活の場に活かすことを意図して設定している。
② 倍数、約数、公倍数、姉 数
倍数、/Anを指導するにあたつては、数直線を活用して、倍数が等間隔に並ぶことや無限に続くこと
などを視覚的に提えさせたし、
公倍数や公約数を指導するにあたり、最初から能率的な求め方を教えるのではなく、児童の発想を大切
にし、確実な方法を学習した後で、能津的な求め方を考えさせるようにしていく。
したがつて、児童の中には倍数の場合も約数の場合も、その数自身を含めるのを忘れることがよくある
ので、注意が必要となる。
③ 倍数のもようづくり
本単元の算数的活動として、1∞までの数表に色を塗り、倍数のもようをつくらせることによつて、数
表上での倍数のもようの美しさを感得させていきたし、
また、カレンダー などの別の数波を取り上l共 同じ倍数でも違つたようになることを体験させるのも、
児童の興味。関心を高めるために有効となる。
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【2時間 目 : 学習指導案】
第 5学年 算 数 科 学 習 指 導 案
1.戦名 轍
2.本時の学習指導
(1)目標
・倍数の意味を理解し、倍数を見つけること力｀できる。
(2)題饉旧 αし〆12)
平成25年9月OO日 第0校時
第5学年2組 39名
指導者 00 00
鋼 渤 留意点
導
入
0本時のめあてを知る。
整数をかけてできる数について理解しよう11
T:めあてをノー トに書きましくょう。
T:めあてが書けたら、下に、ペー ジ数と回 と書きましょう。
T:問題を読んでくださV、
S:3人1組で、組憮 をします。
組の数を1紙2組、3組=とすると、
ii鸞囀 ,鸞ii:il
園ノートをうまく使えない児童
lA児を含む)には、ワー クシー
トを固己る。
・書き終わつたら、鉛筆を置くよ
うに権輌産ナる。
・運動会の組体操の場面を想起さ
せ、問題場面に関心を持たせなが
ら本時の課題をとらえさせるよ
うにする。
・教科書の文、3人1組、組の数
を1紙2紙3組・・のところを
丸囲いし、人数はそれぞれ何人の
ところは傍線 (__)を引かせ
る。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
人1組の人数を順々にノー トに書いていき、どんな数にな
)かを考える。
11組のときは何人です力、
3人電 。
12組のときは何人です力、
16人せ 。
13組のときは何人です力、
:9人です。
14組のときは何人です力、
:12人です。
:5組のときは何人です力、
115人です。
・表をあらかじめれ てヽおき、そ
の表に答えを記入していく。
国 人数の求め方を知らせ、3X
l、 3×2、 3X3…の式を導かせ、
答えを求めさせる。
組の
数
1 2 5
意 6
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迫究
この表から、どんなことがわかりましたか。
(共通していることは何ですか)
ノー トに、わかつたことを3つかきましょう。
T:隣同士で、わかったことを脱明してくださし、
T:では、どんなことがわかつた力現表してくださし、
S:3で割り切れます。
S:3の段にある数痢 t
S:×3になつています。
S:3とびで、等しい問llMに並んでいます。
・3の倍数の性質について理解する。
T:このように、■に整数をかけてできる数を、■の倍数とい
いまり、
・規員J的な間隔で1限りなくあるこ
とに気付かせるようにする。
・3×匡國 =13の倍剃 という
試渤評穴をづ^ る。
・3の倍数の集まりを、精円を使
つた図 (ベン図)で示し、視覚的
に表すこともできることを知ら
せる。
働 つ鞠こ整数を測すてできた数 → 倍数  |
|
|
|
T:ただし、倍数のときに、0の倍数やある数の0倍は、登え
上霊ことにします。
T:P881の②、Oの数直線で、3の倍数にあたる数をOで囲み
ましょう。
?
?
?
・2-、4轍、6-を軸 に表す。
T:P88の②の問題を、3の倍数の問題の方法で、解いてみまし
よつ。
T:2の倍数にあたる数は、何です力、
S :2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16, 18, 20, 22
T:4の倍数にあたる数は、何です力、
S:4,8, 12,16, 20
T:5の倍数にあたる数は、何です力、
S:5,10,15,20
T:この観 を見て、どんなことがわかりました力、
S:2の圏胸ま、2とびずつ
12でわるとわり切れる数・2のだん)
S:4の倍数は、4とびずつ
14でわるとわり切れる数・4のだん)
S:5の情数は、6とびずつ
6でわるとわりされる数・5のだん)
。それぞれの倍数を囲んだ後、倍
数の性質について等間隔に並ん
でいることを理解させる。
・無限にあるか調べさせ、理解を
深める。
園 数醐際から、0と○がいくつ
分離れているか、理解させる。
・数直線は、次時の学習でも使用
するので、正しく倍数を見つけら
れているかどうか、確幅してお
く。
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ま l・ノー ト1端を書く。 ・肺 ― まとめられるよう
とl                          lにする。
めlT:今日の授業から、どんなことがわかりました力、
るIS:Oの倍数は、必ず○でわりきれることができる。     |・本時の感想を聞き、次時の学習
S:2q割嵐 4の倍欺|よ2ずつ、4ずつ増えている。    1意欲につなげる。
S:0も偶数なの?
3.展開のポイント
前回の授業で、整数を偶数と奇数に類別する学督を行つた。本時の導入場面は、運動会で実施される組体
操の人数調べの場面で、児童が想起しやすい展開になつている。組の数を1紙21臥3瀬卜・と変化させた
時の人数を表に表すことにとつて、3にしてあまりに着目することによつては、整数は3つの場合に類別さ
れるという見方もできる。しかし、数の意味を隋かめるため、数直線を使つて見出せるようにしたし、
倍数のおける0の取叫脚 こヽついては、倍数というときは、0の停数やある数の0倍は考えないようにす
ることが重要となる.0を含めて考えると、倍数について成り立つ多くに例外が出てくるため、始めから0
を除いて考えるべきである。
また、2の間数、40腰脇、5の鰤数についても、数直線を利用して明らかにしていくことが大切である。
この時、いるいろな幽胸劉聞脚こなつている整数が― ることに気づくことが、次中 学習につ
ながつていく。
4。 悧閾面
。倍数の意味を理解して、倍数を見つけることができた力、 (知識01郵輸
5.板書計画
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【2時間目 :授業ワークシー ト】
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【4時間 目 :学習指導案 】
第 5学年 算 数 科 学 習 指 導 案
1.輔 轍
2.本時の学響指導
(1)目標
。公倍数の工夫した見つけ方を考える。(数学的な考え方)
平成25年9月OO日 第0被時
第5学年2組 39名
指導者 00 00
。本時のめあてを知る。
公倍数の求め方を考えよう!:
T:めあてをノー トに書きましょう。
T:めあてが書けたら、下にP90回と書き、鉛無を置きましょ
り。
・問題を続み、題意をつかむ
T:問題を読んでくださし、
s::6と8の公倍数をみつけましょう。
図ノー トをうまく使えない児意
仏児を含む)には、ワー クシー
トを配る。
・ノー トをうまく使えない児壼に
は、ワー クシートを配る。
・書き終わつたら、鉛筆を鷹くよ
うに推綺■炉る。
・公倍数を求めた方法を説明でき
るように、ノー トに書かせる。
図なかなか取り組めない、又は自
分の考えが見つからない児量に
は、前時に用いた数直線の方法で
考えさせる。
・大きい方の数の倍数を書き並ベ
て、その中から小さい方の数の倍
数を見つけさせる。
。どちらも既習の考えで活用した
えであること
06と8の公倍数を求め、方法を考える。
T:6と8の公倍数は、何です力、2つノー トに書きなさレ、
2つ解けてしまつた人は、あと3つ公倍数を求めましょう。それ
も終わつたひとは、どの人のやり方で解いたかノー トに書いて
みましょう。
6と8 αZ陶脳機翅まいく″つて
'■
力、
24、48、 92、96、120…)
前回の授業で覚えた、最小公倍数は何です力、
24で九
どの人の方法を使つて解きました力、
みらいさん (つばささん)
みらいさん、つばささんは、どのような方法で出しました
・138・
S:みらいさんは、6の倍数と8の倍数を書いて、その中から同
じ数をみつけまし亀
S:つばささんは、8の倍数の中から6の倍数を見つけました
T:それぞれの方法について、気づいたことはありまり功、
S:みらいさんの方法は、わかりやすいけど、何回も書かない
といけなし、
S:つばささんの方法は、大きv散の倍数を先に求めて、後で
小さい方の数の倍数を求めているので、帥算の回数が少ない
から、簡単で九
T:いろいろな方法があるけど、大きい方の数を並べて、その
中から、小さい方の数の倍数を見つけると分かりやすいの
で、つばささんの考え方がやりやすいです。
認める。
・小さい方の倍数から見つけるよ
り、大きい方の倍数から見つける
方が簡単であることに気付かせ
る。
?
?
?
・3つの数の公倍数も同じように求められることを学欄する。
T:今度は、3つの数 14,6,9)の公倍数を見つけてみましょう。
T:隣同士で、答えとどのような方法で解いたかを説明をして
くださし、
T:答えは、何になりました力、
S:36です。
T:どのような方法で、答えを求めました力、
S:4,6,9の倍数を書き出して、同じものを見つけました
S:大きい方の数を 19)の倍数を並べて、その中から、4と6
の数の倍数をみつけました
T:3つの数の公倍数の求め方も、2つの数の公倍数と同じよう
に求めることができます。
・練習問題を解く
T:それでは、練習問題をしてみましょう。
。それぞれの倍数を囲んだ後、倍
数の性質について等間隔に並ん
でいることを理解させる。
国なかなか取り組めない、又は自
分の考えが見つからない児童に
は、2つの数の公倍数の場合と同
じように考えて求めるように助
`ける。
・みらいさんの考え方と同じよう
に考えた児童も饂めながら、つば
ささんの考え方のよさに気付か
せるようにしたしゝ
・必要に応じて、練習問題を指せ
る。
園なかな力救 り組めない、又は自
分の考えが見つからない児童に
は、前半の授業のことを思い出さ
せるような助言する。
② 次の2つの数の/A3を小さな順に3つかきましょう。
また、最′]ヽ公倍数をかきましょう。
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T:答えを言つてくださし、
S:20,40,60  最小公倍数 20
S:40,80,120  0/1呟繕数 40
S:12,24,86   最′1颯湛数 12
S:12?
?
?
?
0ノー ト巳感想を書く。
T:今日の授業から、どんなことがわかりました力、
S:/A4は、大きい方の数の倍数を使つて、求めることがで
きる。
S:それぞれの倍数を書き出して、同じものをX2,X3…し
てあげる.
・児童の書業でまとめられるよう
にする。
・本時の感想を聞き、次時の学習
憲欲につなげる。
3.農闘のポイント
本時では、それらを求める方法を工夫して考え、説明していく。
1つ目であるみらいさんの考え方は、6の倍数と8の倍数を順に書き並べていき、その中から同じ数を見
つける方法である。数直線を意識しながら倍数を並べていくと、視覚的にもわかりやすいので、この方法か
ら取り上げるようにする。2つ目のつばささんの考え方は、一方の倍数の中からもう一方の倍数を見つける
方法である。公倍数を見つけるには、まず2つの整数のうち一方の数を1贋に1倍、2倍、3倍、…としてい
く。次に、その答えをもう一方の数でわつて確かめていく。わり切れた時、その数が公倍数となる。この時
に、2つの数のうち小さい方の数である6の倍数を求めてから大きい方の数である8でわつて公倍数を求め
るよりその逆で、大きい方の倍数を求めておいて小さい方の数でわつて公倍数を求める方が効率的であるこ
とにも気づかせておきたしヽ
次に、3つの数の公倍数を2通りの方法で考えさせてから、効率的な求め方について、もう一度考えさせ
るようにする。
4. 鰤
。/Anの■大した見つけ方を考えることができた力、 (数学的な考えか
5。 板書辞回
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【4時間 目 :授業 ワークシー ト】
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資料・ 3
逐語記録
授業実践 1日目
指 導 者 の 発 話 児 童 の 発 話
????
??
?
?
ぅ
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
。最 初 だ け ね 。
。今 日 の 問 題 を 書 き ま す か ら 、 同 じ よ う に
ノ ー トに 写 し な さ い 。
・ な ん で 。
・ ノ ー ト出 し と る ?
。ノ ー トが な い 人 、す ぐ に 取 り に 来 な さ い 。
・ は い よ ろ し い ね 。 書 い て い き な さ い 。
。ま ず は 、 こ こ ま で 。 書 い て 。
・ 書 け た 。 オ ッ ケ イ
。は い 。 じ ゃ 。 一 度 全 員 で 、 読 み ま す :さ
ん は い 。
じ ゃ あ 、 今 か ら 、 表 を 書 い て い き
。上 段 ・ 下 段 の 2段
。上 段 が 組 の 数 、 下 段 が そ の 時 の 人 数 を 書
い て い つ て く だ さ い 。
い の で ね 。だ い た い 、
す 。
て い う印 ね 。
。そ う そ う
。… … (無言 )。
・ は い こ こ は 、 単 純 に 、 1組、2組、 3組、
4組、 5組と増 や し て く だ さ い 。
。よ ろ し い か 、 3人1組だ か ら 、 あ な た た
ち ろ ん ?
。3人1組や か ら … 1組だ つ た ら
・ 3人や な 。 3書く。
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
?
?
? ?、??
ぃ
。?
?
?
?
?
?
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ぁ
?
????、?っ
?
?
ぃ
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?っ
?
?
?
「
?
?
「
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
っ
??
?
?
?
??
???
?」?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?」
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
‐
??????‐
????
答 え が あ る か ら
な る ほ ど
ノ ー トが あ り ま せ ん 。
・ 3人1組で 、 組 体 操 を しま
す 。
・ 表 ?
。最 後 の ペ ー ジ に な っ た 。
ま だ ま だ ず っ と続 き ます よ
3785万回 続 き ます よ ～
3人
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。そ れ が 、 今 度 2組に な つ た ら ?
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・ 6人
●9
。
は い 。
。ど こ で も い い で す 。 こ こ で ば っ と手 が 挙
が る 人 、 そ れ で よ ろ しい 。A君、B君、 C
君 、Dさん 、Eさん 、 書 い て 。 ど こ で も い
い で す 。
?
?
?
?
?」
?
?
???
?
?」
??
?
?」
?
?
?
。?
?
?
?
。確 認 し て く だ さ い 。 1組か ら順 に 確 認 し
て 。
。人 数 は 、3人で す 。 ど うで
す か 。
・ よ か つ た ら 、 は い 言 つ て よ 。
。は い。 (クラ ス 全 員 )
・ 6人だ と思 い ま す 。
・ は い。 (クラ ス 全 員 )
。9だと思 い ま す 。
。は い。 (クラ ス 全 員 )
。12だと思 い ま す 。
・ は い 。 (クラ ス 全 員 )
・ 15だと思 い ま す 。
ヽ    |。は い 。 (クラ ス 全 員 )
・ 普 段 か ら反 応 して くだ さい ね 。 そ れ が 、
応 援 合 戦 に もつ な が る し、綱 引 き の 掛 け 声
に もつ な が りま す よ。 よ ろ しい か 。
。
は い 。
。何 も声 を 出 さ な い 、書 か な い 。 これ は だ
め で す よ。
。こ の 表 を 見 て 、気 づ い た こ とや わ か つ た
こ と、 ど ん な こ とで も い い で す か ら、で き
れ ば 3つ、最 低 で も 1個、書 い て く だ さい 。
時 間 は 2分。 は い 、 は じめ 。
。 は い 。
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・表 を 見 て 、わ か つ た こ と 、気 づ い た こ と。
・ ど ん な 数 が き と る 。 例 え ば …
。こ の 先 、 ど う な る か 、 ど う感 じ で 増 え る
の か …
。ど うい う
｀
感 じ で 増 え と る と か
。最 低 1つは 、 書 い て よ 。
・ 1個は 書 け た 人 、 1個以 上 は も う書 け と
る 人 、 手 を 挙 げ な さ い 。 1個以 上 。
。ま だ 0とい う人 。
。あ と 1分、 1個は 書 い て く だ さ い 。 1個
以 上 書 け と る 人 は 、 も う 1個見 つ け て 。 も
う 1個。
・ は い 、 そ し た ら 、 発 表 す る 前 に 、 1分取
り ま す か ら 、班 で 、班 長 さ ん か ら 時 計 回 り 、
こ ん な 意 見 が 出 ま し た と 、班 長 さ ん か ら 順
番 に 言 つ て い き ま す 。 聴 く 人 も 、 な る ほ ど
と か 一 緒 だ な 、と 思 い な が ら 聞 い て い く ん
で す よ 。
。た め 息 、 出 と ん な 。
・ 運 動 会 の 練 習 か ?
・ 誰 か ら で も い い で す 。 発 表 し て い つ て く
だ さ い 。 先 と 同 じ よ う に 、 手 が 挙 が つ い た
ら 素 晴 ら し い 。 こ の 瞬 間 、班 で 全 員 手 が 挙
が つ て い た ら 、 さ ら に 素 晴 ら し い 。
。そ こ お し い な 。 そ こ の 斑 お しい 。 そ こ 全
員 よ ろ し い 。 そ こ の 斑 、 全 員 よ ろ し い 。 7
班 か ら 、 当 て て い っ て く だ さ い ね 。 ○ ○ さ
ん か ら ど うぞ 。
。こ つ ち の と こ ろ で な 。
同 じな ら、 同 じ意 見 と言 つ て くだ さい 。
。は い 、 い い で す ね。 違 う班 も言 つ て よ。
。そ うな ん 。
。こ こ に 、 3をか け た ら え え とい う こ とや
な 。 な る ほ ど。
。ご め ん な さ い 。も う一 度 言 っ て く だ さ い
。 し ん ど い …
。は い 。 私 は 、 途 中 の と こ ろ
で 、 3つず つ 増 え て い る と思
い ま す 。
。私 も、 ○ ○ さ ん と一 緒 で 、
3つず つ 増 え て い る と 思 い
ま す 。
。○ ○ さ ん
。下 の 倍 数 が 全 部 一 緒 で す 。
・ 僕 は 、 3×組 の 数 を す る と
人 数 が 出 て く る と 思 い ま す 。
。人 数 の と こ ろ で 、奇 数 と偶
数 が 交 互 に 出 て る と 思 い ま
す 。
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。な る ほ ど。
・ 昨 日の 勉 強 を 使 つ た ね 。
。何 々 ～ 。
・ 何 て 。 も う一 回 言 つ て み て 。
。わ か つ た。 例 え ば 、言 うて。
。な か な か 、面 白 い こ と い うね 。な る ほ ど。
。そ うや ね 。 3つず つ 増 え る と い う こ と や
な 。 1つ増 え る と い う こ と は 、3つず つ と
い う こ と や な 。 な る ほ ど。
。人 数 ひ く何 ?
。人 数 ひ く ?
。す る と ?
。そ うい う こ と か 。 例 え ば 。
・ じ ゃ ぁ 、 こ こ は … 3組の 数
。こ うひ く と 偶 数 に な る と い う こ とや な 。
な る ほ ど。
。人 数 ひ く …
。当 て て よ
。○ ○ さ ん 。
・ は い 、 僕 は 、 人 数 ひ く奇 数
を す る と 、偶 数 に な る と思 い
ま す 。
・ 奇 数 。
0奇数 。
・ 偶 数 に な る 。
。例 え ば 。 一 番 初 め の 3人か
ら 、奇 数 の 1をひ く と 2にな
る か ら …
。人 数 か ら 組 の 数 を ひ く と偶
数 …
・ 〇 〇 さ ん 。
・ 組 の 数 と'人数 を た す と、 4
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。た し ざん して い くわ けや な。 な る ほ ど。
4,8,12,16とい うこ とや な。とい うこ とね 。
は い。
。あ ん た ら 、 色 ん な 発 見 を し て く れ る な 。
ほ ん ま に 。
・ は い 。 そ うや ね 。
。しつ か り手 が 挙 が つ て い て よ ろ しい。
。どん どん い こ う。
。こ つ ち ね 。
。そ うな っ と。 な つ て ま す か 。 大 丈 夫 。 上
も奇 数 だ と下 も奇 数 で す ね 。 とい う こ とや
ね 。 な る ほ ど、全 部 書 き き れ ん け どね 。 面
白 い 意 見 や ね 。
。
は い 。
。うん。
あ と、 ○ ○ くん い き ます か。 ど うぞ。
ず つ 増 え て い く と 思 い ま す 。
・ 〇 〇 さ ん 。
・ は い 。私 も、3×組 の 数 をす
る と、人 数 が 出 て く る と思 い
ま す 。
。
は い 。
。○ ○ さ ん 。
。私 は 、○ ○ さん と似 て い て 、
組 の 数 ×3をか け る と 人 数 が
出 て く る と思 い ま す 。
。○ ○ さ ん 。
0はい 、僕 は 、 組 の 数 が 奇 数
だ と、人 数 の 数 も奇 数 に な る
と思 い ま す 。
・ 組 の 数 に 3をか け れ ば 、 人
の 数 が 出 ま す 。
・ 整 数 、 調 べ る の ?
。わ か ん な い 。
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・ は い 、 ど うぞ 。
・ 30
。そ れ か ら 、 当 た つ て い る 人 。
0は い 。
。 18
。あ と 、3人ど うぞ 。 ○ ○ く ん 、 ○ ○ さ ん 、
○ ○ さ ん 続 け て く だ さ い 。
・ は い 、 ど うぞ 。
。は い 、 ど うぞ 。
‐0は入 れ な くて よい で す 。
・ で は 、こ こ で 、教 科 書 を 開 い て くだ さい 。
習 つ た こ と は 、 な い け ど …
・ 聴 い た こ と が あ る 。
3の倍 数 。
。
は い 。
・ 早 い も ん 勝 ち !!
。は い 、 300です 。
や つ ば り 30000にし よ うか
な 。
030です 。
・ 330です …
。3000です 。
・ 3033・・
・ は い 、 僕 は 、18だと 思 い ま
す 。
・ 30000だと思 い ま す 。
。21だと思 い ま す 。
・24だと思 い ま す 。
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。と い うふ う に 、 3に、 あ る 整 数 を か け る |。 33333…
と 3の倍 数 に な りま す 。これ だ け は 思 え と
い て くだ さ い 。た だ し、これ は い え ま せ ん 。
・  3
● 0
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88ペー ジ 。
・ 88ペー ジ は 、 何 の 倍 数 。
。は い 、2番の 問 題 を 誰 か 読 ん で く だ さ い 。
。公 倍 数 …
°  え 。
・  は 、 は い 。
・ じ ゃ あ ○ ○ さ ん 、 読 ん で く だ さ い 。  |        |
こ うい う と き に 、ば つ と 手 が 挙 が つ て うれ
し い わ 。
。今 度 は 、 教 科 書 に や つ て く だ さ い 。
。あ ～ 。 0はな し。00は扱 い ま せ ん 。
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・ 5の段 、 ○ で 囲 み よ
。ぜ ん ぶ で き た ん 。89ペー ジ も 続 い て る で 。
問 題 は 。
。 も つ と 書 い て い る で 、 90
ペ ー ジ ま で 。
。そ うな ん 。 そ こ ま で あ る。
・ ホ ン マ や 、 も つ と つ て 書 い て あ る な。
。ま だ ま だ 、 で っ か い 数 字 が
あ る。
・ 両 開 き の 89ペー ジ と こ ろ ま で で 、 い い
で す 。
。89ペー ジ ?
・89ペー ジ ま で 、 や っ て よ。
・ 先 生 ～ 、 も つ との や つ さ、
146ページ に も あ る よ。
。ほ ん ま 。
。み て み て 、6の倍 数 を 小 さ
い 順 に 、20個か き ま し ょ うっ
て 。
。そ うな ん や 。
。何 個 、 書 け つ て ?
・ 20個
。で き ま した か 。 か け た ?
・ じゃ ぁ。 前 に 出 て 、 書 い て くだ さ い° し や あ 日1 関 t 青 tヽ に 。
 |。は ぃ は ぃ (挙手 )2の倍 数 は 、 こ こ に 書 く。4の倍 数 は 、 こ
こ に 書 く。 5の倍 数 は 、 こ こ に 書 い て く だ
|。 は ぃ は ぃ (挙手 )さ い 。
。2の倍 数 は 、 ○ ○ さ ん 。 4の倍 数 は 、 ○
○ さ ん 。 5の倍 数 は 、 ○ ○ さ ん 。
・ 3の倍 数 は ?
・ こ こ に 書 い て あ る 。
・ 全 部 ?
‐150‐
。こ こ に 書 い て あ るや つ 書 い て 。
。よ くあ る な ぁ。
・25個、 全 部 か けや あ 。
。 早 く か け え～
。ち つ ち ぇ～
。せ か さ な い 、 せ か さ な い 。
。ち い ち ゃ ～ な ぁ。 で も、 よ
くわ か る。
。○ 〇 、 ど こ ま で 、 い っ た ん ?
・ よ し 、 あ と … と 書 い と い て 。0はい 、 よ く が ん ば っ て くれ ま し た 。
・ 書 き た か っ た な ぁ。
。今 度 は 、 ○ を 付 け た 数 直 線 を 見 て 、 自 分
が 、わ か っ た こ とや 気 づ い た こ と を 書 き な
さ い 。 数 直 線 か ら 見 ま す 。 時 間 は 2分。 は
じ め 。
・ 数 直 線 を 見 て ?
数 直 線 を 書 き ま す 。
。何 を ?
・ 数 直 線 を 見 て 、○ を 付 け た 倍 数 の 並 び 方
を み て 、 ど う気 付 い た の か を 書 く よ。
・ 偶 数 で す 。 バ ラ バ ラ で す 。
・ 5は2,3,4～
。は い 。 も う黙 つ て 書 く。 黙 る 。
。ノー トに 書 く ん で す か ?
・ ノ ー トに 書 き ま す 。 00を入 れ るん で す か ?
あ 、0は入 れ な い 。
・ 48、 72・…・・・
・ は い 、 時 間 が き て ま す 。 ど うぞ 。
。
は い 。
。わ か っ た こ と を 言 つ て く だ さ い 。
・ は い 。 ○ ○ く ん
。は い 。 11と13と17と19
と 23と29と31と37と41
と 43と47と49の列 に 1つ
も ○ が つ い て ま せ ん 。
。あ っ 、 今 言 つ た と こ ろ に は 、 1つも○ が
つ い て な い 。な る ほ ど。○ の つ い て な い 数 。
。あ な た 、 そ うい う と こ ろ 見 つ け た ん や 。
。す ご い 。
・全 部 書 き き れ ん か ら 、最 初 の 3つ言 つ て 。
11 と
。11と13と17。
。こ れ が 最 初 の 数 や な 。
。つ い て な い ん や な ぁ。 な る ほ ど。
。そ れ か ら、 ○ ○ さん 。
・ ほ ん ま や す げ ぇ。
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。2の倍 数 と 3の倍 数 と 4の
倍 数 と 5の倍 数 の 一 番 は じめ
に 〇 を つ け る 所 は 、 2,3,4,5
が 並 ん で い る と思 い ま す 。
そ うな ん や 。 トップ 並 ん ど る ?
。
は い 。
ト ッ プ は 、 2,3,4,5って 並 ん ど る 。
。
は い 。
。 ト ッ プ が 並 ぶ 。
。ど うい う意 味 ?
・ 斜 め に 並 ぶ 。 ○ ○ こ う書 い た ぞ 。 こ うい
う こ とや な。
。
は い 。     |
。● が こ うな っ て い るんや ろ ?
。ち が うの ?
。
は い
。先 生 、 1の倍 数 …
・ 右 斜 め 下 に 並 ん で ま す 。
。こ うい う模 様 も、 よ ろ しい ね 。
。で は 、 ○ ○ さん
・4の倍 数 に あ る と こ ろ の数
は 、み ん な 2の倍 数 の と こ ろ
に 必 ず あ る。
。ほ ん ま に 。
。ま だ あ る。
。ま だ あ る ん か 。
。うん 。
。必 ず … 。
。こ うい え ば い い じ ゃ ん 。 4
の 倍 数 が あ る と こ ろ は …
。で は 、 こ うい う向 き に し と こ うか 。
。
は い
。で は 、 ○ ○ さ ん 。 そ の 次 ○ ○ く ん 、 言 つ
て 。
・2,3,4の倍 数 の 12,24,36,48
が 縦 に 並 ん で い る と 思 い ま
す 。
。お い 。 縦 ビ ン ゴ が あ る つ て い う こ と ?
。縦 列 ビ ン ゴ が あ っ た ん ?
。あ つ た な 。 どれ が ビ ン ゴ っ て ?
。2の倍 数 、3の倍 数 、4の倍
数 の 12と24と36と48が縦
に 並 ん で い る と思 い ま す 。
。あ つ 。 縦 の ビ ン ゴ
。う～ ん 。 な る ほ ど。
。12、24、36、48のビ ン ゴ と 書 い て お こ う。
・ ビ ン ゴ ?
。そ うい う こ と や な 。 縦 に 並 ぶ ん や ろ 。0はい 、 次 。
・ 5 は 、 ハ ミ ゴ に さオしる こ と
が 多 い と思 い ま す 。
。ど うい うこ と ?
。ハ ミ ゴ ?
。ど うい う こ と ?
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。 何 ?
。だ つ て さ 、 あ れ 、2,3,4つ
て …
・ 立 っ て … 、 立 っ て 。
。2,3,4とか さ 、12が3個並
ん で い る の に 、 5だけ 並 ん で
な い や ろ 。
。あ 、 な る ほ ど。
・ 24も3個並 ん で る の に、 5
|がだ めや ろ。
・ ホ ンマ や 。
。あ つ。 こ こで は 、5がハ ミゴ とい うこ と
か。 そ うい うこ とや ね 。 な る ほ ど。 ビン ゴ
のハ ミ ゴ。
・ 5は仲 間 は ず れ 、 ハ ミ ゴ 。
・  は い 。
。時 間 が き ま し た の で 、 こ れ 以 外 に 書 い た
人 。
。
は い 。
。2人これ 以 外 。 3人、 聞 い て 終 わ りに し
ま し ょ う。
・ 〇 〇 さん 、 ○ ○ くん 、 ○ ○ さん
・ 10と20と30と40と50
は 、2の倍 数 と 3の倍 数 と 4
の 倍 数 と 5の倍 数 に 、の どれ
か に 必 ず ○ が つ い て い る と
思 い ま す 。
。どれ か に か な らず あ る ん な ?
。
は い 。
。な る ほ ど。
は い ど うぞ 。
・ は い 、  今そは …・
。お い 、 ち ょ つ と 聞 い と く。
ど うぞ 。
・ 3の倍 数 の 中 に は 、 す べ て
偶 数 も あ れ ば 、 奇 数 も あ る。
。い い で す ね 。
・ 10、 12、 20、 24、 36、 40、
48は仝 て 、3つ並 ん で い ます 。
・ じ ゃ あ 、 一 度 こ つ ち 向 い て く だ さ い 。
。 は い 。
。も う終 わ り ま す か ら ね 。
こ れ か ら ま た ね 、 実 は 、 こ うい う ビ ン ゴ
と か ね 仲 間 外 れ だ よ ね 、こ うい う こ と に つ
い て 勉 強 し ま す し 、 あ と ね 、 ○ ○ く ん が 言
つ た ね 、 2の倍 数 に つ い て な い の は 奇 数 だ
つ て 言 つ た ら 、 逆 の 言 い 方 で し た ら 、2の
倍 数 と い うの は 、 何 か と い つ た ら ?
。とい う こ と も言 え る ね 。
・ は い 。 じ ゃ ぁ 、今 日は これ で 終 わ りに し
ま す
。偶 数 。
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授業実践 2日目
指 導 者 の 発 話 児 童 ・ 周 り の 発 話
4とか あ る で し ょ。 整 数 を か け
と を何 と言 い ま した か 。
と か し
今 日
よ ろ し い か 。 倍 数 と言 い ま し た ね 。
・ 思 い 出 し ま し た ね 。
・ じ や あ 。 昨 日 勉 強 し ま し た 。 ぼ そ ぼ そ
言 つ ち ゃ あ か ん よ 。
い い で す ね 。
今 日の め あ て は・
は い
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は い
え つ 。
ん と
つ 。
うん 。
あ つ
・ は い 。3の倍 数 だ と思 い ます 。
ど うで す か 。
・ 倍 数 か 。
・ は セヽ
・ 倍 数 か 。
。あ つ
。あ つ
T:両方 の倍 数 。
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? ?。?
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。公 倍 数 …
こ れ が 、 今 日 の め あ て で す 。
。も う書 け ま し た ね 。
0はい 、 全 員 で 読 ん´ で く だ さ い 。 さ ん は
レ｀ 。
。今 日 は 、 見 つ け て く だ さ い ね 。
。ま ず 、 は→じ め に 、 6と 8の公 倍 数 を …
。ノ ー トに 書 い て く だ さ い 。 ど う ぞ 。
・ うん 。
。そ や ね 。 何 個 ぐ ら い 書 け る 。
・ 5個く ら い 書 い と こ うか 。 き り が な い
も ん ね 。 5個ぐ ら い 書 こ うか な 。
。最 小 公 倍 数 か ら書 こ うか 。
・ 5個く ら い ま で 。 間 に 合 わ な か っ た つ
て い う人 は ね 、 1つや 2でも い い で す 。
よ ろ し い か 。
。一 応 2分。
0はい 。 残 り 1分20秒。
06の倍 数 で も あ る し 、8の倍 数 で も あ
る 。 両 方 ビ ン ゴ せ な あ か ん よ 。
も う 、 2つ以 上 書 け た と い う人 。
・ よ し 。
。公 倍 数 を み つ け よ う。
。何 個 書 き ま す か ?
。何 個 ぐ ら い 書 け ば い い で す
か ?
。最 小 公 倍 数 ?
T:どうや っ て 考 え た か 、説 明で
きん とあか ん よ。
。
は い 。
・ 2つ以 上
ilittil{llill,∫:璽ギう予]1引ェ
ん 。 6ない け ど ね 。 見 て も 無 意 味 か ?|。2のと こ ろ 見 た ら …
2,3,4,5まで か 。…
・ 6と 8囲ん で み る か …
。赤 ペ ン で も い い や 。
。上 の 段 の 6と下 の 段 の 8と…
。2行に な っ た 。
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・ 5個とい っ た ら、5人間 き ま す ね 。
。あ そ こ の 斑 。 今 日は 、そ つ ち の 斑 よ ろ
しい な ぁ。
。そ こ ほ とん ど ビ ン ゴ だ も ん 。 み て ご ら
ん 。 1班、 2班、 3班…
。ま ず は 、Ooくん 。
。 120な
。そ れ か ら …
。そ うい う こ とや な。 ○ ○ さん
。は い 。 あ と 3人。
0ええ とね 。 ○ ○ さん
。あ と、2人。
・ 〇 〇 く ん 。
。あ と、 1人。 は い 、 ○ ○ くん。
・ 1人、 最 小 公 倍 数 を 見 つ け た 人 。
・ 最 小 公 倍 数 、 あ る ん か 。 あ る か 。
・ 最 小 公 倍 数 を 見 つ け た 人 とい う人
の 中 で も一 番 小 さい や つ 。Jはい 。 一 番 小 つ ち ゃ い や つ だ 。
・ 手 を 挙 げ て い る人 、全 員 で 言 い ま
う。 さん は い 。
・ よ ろ しい か 。 ち ょ つ と順 番 が 反 対
つ た り、 遠 く に飛 ん だ り して ま す け
ま ぁ い い で す 。
・ じ や あ 、今 か ら聞 き ま す ね 。 こ う
て 、最 小 公 倍 数 を 見 つ け ま した が 、
な ふ うに 探 した か 、そ の 見 つ け方 を
ら発 表 して も らい ま す 。 い ぃ で す か
表 の 準 備 に 2分ぐ らい と りま す か ら
は こ ん な 風 に し て 見 つ け ま し た と
こ と を ノ ー トに 書 くか ね 、頭 の 中 で
す る の に 2分使 い ま す 。 い い で す ね
隣 同 士 と か 斑 の 中 で 話 を し て も か
ま せ ん 。2分間 、 発 表 の 準 備 に使 い
い 。 は じ め 。
・ 求 め た か を 聞 き ま す 。
。す げ え。
。ほ ん ます げ ぇな ぁ
・ え え と、 120と96と…・
・ 1個…
・ 120
。す げ え と こ か らい くな ぁ
。
は い 。
・ 絶 対 1個書 い て い るや ろ …
。は い 。24だと思 い ま す 。
・  は い 。
048だと 思 い ま す 。
・ は い 。
・ え え と。 72だと思 い ま す。
。は い 、96だと思 い ます 。
。小 つ ち ゃ い や つ 。
。 24。
。ど の よ う に 求 め た か つ て ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
‐157‐
。こ こ で 発 表 で き た ら、 さ らに い い ね 。
・ 頭 の 中 、 整 理 で き ま した 。 あ な た は 、
うん うん うな ず い て い ま す ね 。
・ じや あ 、 聞 き ま す 。 ど うぞ 。
お う。素 晴 ら しい 。ば っ と手 が 挙 が る。
い い で す ね 。
・ は い 。
・ 班 の 中 で 、 一 人 は 手 を 挙 げ て ほ し い ん
だ け ど な 。 ま と め 方 、 ち ゃ ん と 出 し た ん
で し ょ 。
。 は い 。
。だ して な い よ ぅ。
。まず ○ ○ さん か ら。
。私 は 、 最 初 に 6の倍 数 か ら書
い て い つ て 、次 に 8の倍 数 を 書
い て い き ま し た 。
・ 6の倍 数 ?
。そ うい う こ とや ね 。 同 じ人 は 同 じ と言
つ て くだ さ い ね 。
。私 も 同 じだ と言 え ば い い で す 。
・ は い 。 ○ ○ さ ん
・ は い 。 え ～ と。 6の段 の か け
ざ ん と 8の段 の か け ざ ん を しま
し た 。
。こ こ と 同 じ とい うこ とや ね 。 6の段 と
8の段 を した とい うこ とや ね 。0続け て ど うぞ 。
・  は い 。
・ で は 、 ○ ○ さ ん
。私 は 、6から 24だっ た ら、18
ず つ 増 え て 、24から 48も18ず
つ 増 え る の で 、 そ こ か ら ず っ
と 、 18ずつ た し て い き ま した 。
。18ずつ た す 。
・ い や ・ …
・24ずつ。
。お や 。
・ 18ずつ で い い 。
。だ め 。 24。
・24ずつ 。
・ え 、 も う 1回。 18たす 。 18つて ど こ
か ら 出 た の ?
。で も 、18ずつ で よ う答 え が 出
た な 。
。う うん。 ち ょっ と聴 こ う。
・6から 24まで 数 え て い つ た ら、
18にな りま した 。
。わ か っ た 。
・ 〇 〇 、前 出 て 、や つ て くれ へ ん 。 実 際
や つ た こ と。 ご め ん な さい 。 私 、 ち ょつ
と、 あ な た に つ い て い け て な い 。
・ ぜ ん ぜ ん 。
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。ち よ つ とま つ て よ。
。18から 、 19、20、21・…と数 え
て い っ た ら 、 18にな り ま した 。
・  スノ 。
・ う ん 。
・ え …
・ 誰 か わ か っ た 人 い る ?
。も う 1回言 つ て 。
!38晃董みλ、9日↓危Ъ      I ,
T:はい 。18から 6をた し て い つ
て 、 そ な い や っ た ん 。6から 18
を た し て い っ た ん 。 ど つ ち ?
。6から
T:6から 18をた し て い つ た
そ し た ら 、24にな っ た っ て こ と
だ な 。
・ 18つて 、 ど っ か ら 出 て き た
ん ?
。い い 質 問 だ 。
・ 18つて 、 ど こ か ら 出 て き た ん ?
。い い 質 問 だ な !!
・24ひく 6をし た ら 18にな り
ま し た 。
。そ れ は 、 最 小 公 倍 数 の 24か
ら
。そ っ か ら ひ い た ら 、 そ れ は 6
の 段 の 18やん … ?
。わ か っ た ?
。わ か らへ ん 。
。うん ?
。そ の 前 ま で は 、 で き て い た ん ?
・ 答 え ?
・ 48まで し か 出 し て な い 。
。こ こ ま で は 、 で き た ん か 。
。な る ほ ど 、24、48はわ か つ た 。そ うか 。
・  ス ン 。
・ あ っ
。 は い は い  は い ・ …
。あ 、 あ あ 、 あ ～
。わ か っ た 。
・ ん 。
。○ ○ 、 わ か っ た ん 。
・ 多 分 で い い や 。
。多 分 …
。多 分 、24から 6ひい て 18や
か ら、
そ っ か らま た 、6ずつ た して い
っ て 、6ずつ た し て 、6ずつ た
した や つ と 8ずつ た した や つ を
重 ね た ら、 と こ ろ で 出 た 答 えが
48だか ら…・
。オ ッ ケ ー
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。わ か っ た 。
。○ ○ わ か っ た
○ ○ わ か っ た 。
。あ ぁ
。そ うか 。
。わ か っ た ぁ。
。わ か つ た 。
。そ うい う こ とか 。
。あ な た ら、 わ か つ た ん ?
。○ ○ くん 、 続 け て 。
。多 分 だ け ど、18たす 6で24
や ろ 、24ひく 6で18にな つて 、
そ の 24から 6と 18をだ した ら
ち よ っ と 、 書 い て い い 。      |…・
・24からひ くん ?
T:わか つ た 。 わ か っ た。
。わ か っ た 。
つ い て い か れ べ ん な 。
・ 頭 が 割 れ る 。
。○ ○ さ ん 、 ご め ん ね 。
・ 〇 〇 先 生 、 よ ろ しい か 。
あ りが とね 、 ○ ○ くん も。
T:じゃ ぁね 。 い っ て い る こ とわ
か っ た 。 あ の ね 、 こ の 24はね 、
この 24なの ね 。 わ か る。
。そ れ わ か る。
。わ か っ た わ か っ た 。
T:わか つ た 。次 、48を見 つ け た
ん や け ど も 、 ど うす る か とい う
た ら 、24から ま ず 6の段 や つ て
る か ら 、6をひ い て み た ん や っ
て 。 わ か る 。
T:18出た や ろ 。だ か ら 、24に6
の 段 が あ つ て 、 そ れ に ま た 、18
た し た ら 、 48にな る や ろ 。
・ ホ ン マ や 。
。あ ぁ 。 わ か っ た 。
・ な る ほ ど 。
。だ つ た ら 、48が出 て て 、そ し
た ら 、 24たし た ら …
T:あと は 、 追 加 の 話 を し な さ
い 。 は い 、 ど うぞ 。
。今 の で 、 わ か っ た 。
。わ か つ た ぁ。
。わ か らん け ど…
。話 を 続 け ま す 。 ○ ○ さ ん は 、 6を倍 数
を 全 部 書 い て 、 8の倍 数 を 書 い て 、 ○ で
囲 つ た や り方 し た か な 。
同 じ や り 方 で も 違 うや り 方 で も い い
で す よ 。
。す ば ら しい。 元 気 が あ つ て よ ろ しい。
・  は い 。 は い 。
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は い 、 ○ ○ く ん 。
。し ぃ ～ 。
。わ か っ た 。
。ち ょ い ま ち 、 何 で 、 48出た ん 。
。あ ん た 、最 初 、48出し た ん や ろ 。 ど う
や つ て 出 した ん ?          |・え。
。あ 、 や り方 は こ うい うこ とや な 。 6の
倍 数 書 い て 、8の倍 数 書 い て 、見 つ け る。
そ うい う こ とか い 。 わ か っ た 。
・ 次 、 ○ ○ くん 。 が ん ば つ て よ。
・ 〇 〇 くん
。も うい い で す か ?
・ 〇 〇 く ん 、 ○ ○ く ん 、 ○ ○ く ん 、 続 け
て 。
。ど うぞ 。
。最 初 に 出 し た 出 た 24と48を
も と に して 、48を24をし て 24
な の で 、24をた し て い く と 、72
と 96と120が出 ま し た 。
・ 6×8=48
・ 6の段 書 い て っ て 、 8の段 書
い て つ て 、 あ つ た か ら。
・ 僕 は 、24たし て い き ま した 。
・ え つ
24をた して い き ま した 。
・ 僕 は 、6×8=48で、48で、48
を た し て い き ま し た 。
・ 質 問 。
。そ し た ら 、72の48と96の間
が 、 わ か ら な い ん で す け ど 、 ど
うや つ て 求 め る ん で す か ?
・ え え と 、も う一 回 確 か め た ら、
24と72が出 て き ま し た 。
・ 216とか
。次 い っ て い い で す か ?
。とい うこ と は
。え え とな 、 6×8をか け た 。
・ 最 小 公 倍 数 が … わ か ら へ ん 。
・ 僕 は t最小 公 倍 数 の 24がわ
か っ た の で 、 そ の 24ずつ 増 や
し て い つ た ら 、6と 8の公 倍 数
が わ か りま し た 。
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。○ ○ さ ん は
。 今 の ○ ○ く ん の い っ た 理 由 は 、
1,2,3,4、何 番 目 の 理 由 で す か ?
。何 番 目 ?
。1番目 で 間 違 い な い 。も う一 度 言 つ て 。
。い ま せ ん か ?
。あ な た や ね 。
。そ した ら、今 日、実 は ね 、 これ 以 外 に
も つ と簡 単 な方 法 を 1つ考 え て ほ しい と
思 い ま す 。
。こ こ に は 、ど こ に も な い 、な る ほ ど と 、
一 番 手 つ 取 り 早 く で き る 方 法 が こ れ 以
外 に 多 分 1つあ り ま す 。 分 か つ た 人 。
。これ に は ど こ に も な い 。 こ の や り方 で
や れ ば 、一 番 、簡 単 に 、早 くで き る方 法 。
。あ ん た わ か っ た の 、○ ○ くん わ か つ た
の ?
。は い 、 ○ ○ く ん
・ 6の倍 数 を 求 め る 、8の倍 数
を 求 め る と 24にな つ た の で 、
24ずつ た し て い く と 、そ う な り
ま し た 。
・ 1番目     ・
・ 2番目
・ 6の倍 数 を 求 め て 、8の倍 数
を 求 め る と 24にな っ た の で 、
24ずつ た し て い く と 、そ う な り
ま し た 。  ´
。1と 3をか け 合 わ せ た 数 。
○ ○ や な い の
。そ うや。 は い。
・ え ぇ ～ 。
・ え ～ !!
・ 間 違 っ て も い い 。
・ は い は い は い
。わ か つ た ぞ 。
・ 言 う の !!
。ど つ ち か の 数 を 2わる して 、
例 え ば 、8を2でわ っ て 、 6×4
の 24だか ら、 最 初 の最 小 公 倍
数 が 求 め られ る。 の と も し 6を
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2でわ る ん だ つ た ら 、 6÷2=3、
8×3=24が出 るか ら、求 め られ
る と思 い ま す 。
。な る ほ ど 、
。わ か りま せ ん 。 今 一 つ
。わ か つ た 。
。今 1つわ か らん か っ た 人 ?
・ 分 か つ た 人 ?
。私 も分 か っ た け ど、 す ごい な ぁ。
・ で も な 、私 が 答 え て ほ しい の は 、 これ
じゃ な い で す 。 違 うん で す 。
。 え え ～
・ え ぇ― とな ぁ
・ 8+6÷2…・  8+6■2…・
。そ うで す か。 わ か りま した。
。そ うで す よ。
。マ ジ で …
。次 進 も う 、 そ の や り方 が 出 て れ ば 、 早
く で た の に な ぁ 。
・ 先 生 、 は い 、 質 問
。何 で し ょ う ?
。こ ん な か で 、 一 番 近 い も の は
どれ で す か ?
。こ ん な か で 、 一 番 近 い の ?
。そ うそ う。
。近 い の は 、 多 分 ね 、 近 い の は ね 、 こ れ
と こ れ 。
え っ 、 よ っ しゃ あ 。
。こ れ は 、 頭 つ い て 行 つ て な い と 思 う。
。な ん で か い っ た ら 、 24が分 っ た の で 、
24をた し ま し た 。 私 は 、 こ の 24どうや
つ て わ か っ た の か 聞 き た い 。
。よ し 、 オ ッ ケ ー 。
・ 6を半 分 に し て …
。よ う、 わ か つ た 。         |。あ あ ～
。こ れ も 近 い け ど 、 じ や あ 今 度 、 こ の 問 |。 微 妙 な と こ …
題 解 い て ご ら ん 。
。こ の 問 題 が わ か っ た ら 、 早 く
け ど な ぁ 。04と6と 9の公 倍 数
。4と 6と 9の公 倍 数
。見 つ け て ご ら ん 。
・ え ～
。あ 、 あ 、 あ ～
。ぜ ん ぜ ん わ か らん 。
・ 4 と 6 は |ゴ ら |ゴ ら
。わ か つ た ぁ
・4でも い け る 、6でもい け る 、9でもい
け る も の で す 。
。と に か く、最 小 公 倍 数 を 見 つ け な さい。
‐163‐
。1個わ か っ た ら 、 わ か る で し ょ ?
。そ れ が 、 最 小 公 倍 数 や ろ 。
・ 最 小 公 倍 数 を ど の よ う に 見 つ け る か 。04でも 、6でも 、9でも い け る 倍 数 の …
。そこま‐できたいも人 llirちのな9の段、全て
。ま だ ち ょ っ と分 か ら ん 人 は 、正 直 に 手 1書き ま し た 。
を挙 げ な さい 。
。次 の 人 に 発 表 す る の で 、聞 い て お く よ
う に 。
・ で は 、 ○ ○ さん 。
・ 僕 は 、 ○ ○ さ ん と 似 て い て 、
頭 の 中 で 考 え ま し た 。
。どの よ うに も と め た ん ?      |     ノ
こЪ ξβ『高し1lltllt偲:|ぽ13:｀
毘｀ “｀知｀ Z｀ "ヽ
`稚練1 33tE′人。  |」8[ 5｀r｀‖｀Zヽ 閻ヽ%ヽ″、
・ 頭 の 中 で な 。 ち ょ つ と 言 うて 。
。 9、 18、 27、 36、 45、 54、 63、
72、 81
は い 。6の段 言 つ て く だ さ い 。 ど う ぞ 。
。わ か らへ ん 。
。9の段 は ?
。これ が 、実 は ○ ○ さん が言 つて くれ た |う に調 べ ます 。
方 法 で す が 、簡 単 な 方 法 を 見 つ け た と い
う人 。               |。僕 は 、偶 数 の数 を か け て い き
・ 見 つ け た ぁ ? ○ ○ く ん       |まし た 。
。え ?
・〇〇〇とこのように書いた人。   lilr身暴ャF 6ゞ亘孔L多| Lヽ｀ゴ
。な る ほ ど、 あ な た の や り方 は ?
。ど うい う こ と ?
。偶 数 の 2は違 う け ど、 4、 6、
8、 10、 12、 14、 16、 18、 20 と
い う よ う に 、 か け て い き ま し
た 。
。な る ほ ど 、 こ うで い い ん か な ぁ 。  |。私 は 、 ま ず 、6の段 で 考 え た
。○ ○ さん 言 つ て み て 。       |ら、 36
。彼 女 の や つ 、ち ょ つ と違 うで 、聞 い て 。|が出 て き て 、4の段 に 36があ る
か 探 し て 、9の段 に 36があ る か
探 し ま し た 。
。な ん て
。ん
。今 ち ょ っ と ね 、 私 、 質 問 変 え ま す 。 聴
き 方 を 変 え ま す 。 あ な な た ち 、順 番 考 え
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る と き に 、 ど こ か ら考 え ま す か 。 ○ ○ さ
ん は 6の段 か ら 考 え た 。
。簡 単 そ うだ っ た か ら …
。私 だ つ た ら 、 一 番 便 利 だ な ぁ 、 簡 単 だ
な ぁ と か ど の 段 か ら 考 え ま す か 。`
。あ な た な ら 、 ど う考 え た ?
私 だ つ た ら～
。自分 だ つ た ら 、 ど の 段 か ら最 初 に 考 え |  '
る ?
。自 分 な ら ば 、 そ の 段 か ら考 え る ?
。は い 、 ○ ○ く ん
・ 4の段 か ら
。な る ほ ど 。 あ な た は 、 こ の 段 か ら 考 え
る 。 次 は ?
。 6
。そ し て 、 最 後 に
09
。ど う して ?
。簡 単 な 順 に や つ て い つ た 。
。こ れ が 、 簡 単 な ん や つ て 。 果 た し て 、
何 が 簡 単 な ん で し ょ う か ね 。
。わ か っ た わ か っ た わ か っ た 。
・ は い 。 ○ ○ くん
。僕 は 、9の段 か ら 考 え ま した 。
。次 は ?
|・ 4
。そ し て ?
・ え つ 6。 6は考 え な な く て も
大 丈 夫 …
。な る ほ どな 。
・  は い は い は い ・ ¨
。あ な た は 、 何 ?
。僕 は 、9の段 か ら 考 え ま した 。
訳 は 、 9の段 か ら 考 え た ら、 4
の 段 で 使 え る の は 、4×9=36の
36だけ だ か ら 、3個あ っ て の 公
倍 数 は 、36つて み つ け ら れ る ん
じ ゃ な い か な ぁ
。な る ほ ど。 は い 、 ど うぞ 。
・ 僕 は 、 数 の で か い 9から考 え
ま す 。
。ど う して ?
。 1里由 は 、 9 は 、 6 と }ヒンベる と
間 の 数 が 大 き い 数 だ か ら 、比 ベ
や す い と思 い ま す 。
。○ ○ く ん は 、 何 が わ か つ た ?
・ え っ と な ぁ 。4から 始 め る と 、
間 が 狭 い 、 6から だ と ～
・ は い 、 最 後 ね 、 今 出 た 意 見 を ま と め ま
す 。 ま と め る 前 に 、 な る ほ ど 、何 人 か の
話 を 聞 い て 、私 だ つ た ら早 く で き そ うな
の は 、一 番 大 き な 9から が い い の か 、真
ん 中 の 6から が い い の か 、ち っ ち ゃ い の
数 か ら が い い の か 、 さ あ あ な た な ら 、 ど
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れ を選 ぶ 。 い く よ。
で か い 9からが い い と思 う人。
。
は ～ い 。
。人 を 見 る な 。
・ 真 ん 中 の 6から が い い 人
・  は い ・ …
。一 番 小 っ ち ゃ い 所 か ら行 く 人
・ は い 、 な る ほ ど。 あ の ね 、 な ん て い う
か な 、普 通 つ て い つ た ら語 弊 が あ る の か
な 。 通 常 ね 、 ど っ ち が 一 番 簡 単 な か な つ
て い うの は 、 や っ ぱ り、数 え る の が 少 な
い 方 か ら選 び ま す 。
つ て い う こ と は 、ど つ ち か ら が わ か つ
た 。
。9だ、 9
。9か
。一 番 あ ま り考 え な く て す む 方 法
。9だ9,9・…
。と い う こ と は 、大 き い 方 か ら考 え ま す 。 |。 9だ
|。 9かけ て 、 36で…
。と 考 え た ら 、 こ れ を 出 す と き に は 、 ど |
つ ち か ら 考 え た ら い い か な 。
|。 8だ
。 8
・ 8から考 え て い っ て 、 そ し て 6を考 え
た ほ うが 早 い で す 。 今 日 は 、 そ う い う勉
強 を し ま し た 。 お わ り ま し ょ う。
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本稿の作成において、指導教員である河相善雄教授には多大なご尽力、適切かつ丁寧
なアドバイスと多角的な視点からご指導を頂きました。私自身の様々なお願いを聞いて
くださつたこと、何よりも私自身の研究の方向性を整えてくださったこと、そして、公
私ともに息子のように大変かわいがってくださつたこと、本当に感謝しております。
また特別支援教育専攻の諸先生方には、温かなご支援と的確なアドバイスなど多くの
ご配慮をいただき、無事に修士論文を書き終えることができましたこと、本当にありが
たく思っております。大学院生活や今後の進路についての相談や雑談にも気軽に乗って
くださり、とても感謝しております。
河相研究室修士の高村このみ先生や棟上彩香先生からは、同学年として切磋琢磨し、
多くの点において勉強させていただきました。また修±1年の藤原寛文先生をはじめと
して、佐土谷絵里佳先生や吉政あや先生、人木祐司先生や片山忠成先生t短期留学生の
王さんからも、多大なるご支援やご助言を頂けたこと、また常に励まし慰労してくださ
ったことで、自分自身にとって心の安らぎになったこと、また人生の中で、大学院生活
の中で大切な思い出の1つとなりました。
障害科学コースの秀島圭和先生や糸富雄先生をはじめMl、M2の方々にも、学校現
場や人生体験等のお話や体験談を聞かせてくださつたこと、たくさん慰労してくださつ
たこと、言葉に言い表せないくらい感謝しております。また特別支援教育コーディネー
ターコースの諸先生方にもたくさんのアドバイスやご支援を頂き、感謝しております。
学習チューターでお世話になっていたY市立K小学校の浜口大介校長先生及び小林教
頭先生、5学年主任の脇谷哲二先生をはじめ担当の先生、教職員のみなさまにも、大変お
世話になりました。 日々 の授業を通して、子どもと一緒に成長ができたことうれしく思
つています。
兵庫教育大学の教職員のみなさん、大学院 。学部生の他コースの方、学生寄宿舎で共
に過ごした方にも大変感謝しております。
最後に、今まで育ててくれた両親、祖父母、弟、親戚の方々、これまで出会つたすべ
ての人たちに、『ありがとうございます』と心からお礼を言いたい。
平成 26年2月20日
南 1真太郎
